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説明を付す必要があると思われるものについては、備考欄に記述するか、欄外に大学独自の注を
つけて説明を記してください。

・両面印刷して、加除が可能な体裁でファイル綴じにし、表紙と背表紙部分に「○○大学薬学部
基礎資料」と明記し、「自己点検・評価書」とは別冊にして提出してください。

「基礎資料」(様式４) 作成上の注意事項

データの基準日は、記述の対象となる年度が指示されていない場合、大学が自己点検・評価を実
施した年度（評価対象年度）の５月１日現在の数値を記載してください。
ただし、基礎資料４の2023年度入試結果は、「草案」の提出時には空欄のままでかまいません。

記述に際しては、各シートの[注]、脚注を確認して、作成してください。なお、三つの方針につ
いては、煩雑さを避けるため「～・ポリシー」と表記します。

各シートの表中の斜体文字の表記例は、消去して作成してください。また、各シートに付されて
いる[注]、脚注は消去しないでください。

各表に記入する数値について小数点以下の端数が出る場合、特に指示のない限り、小数点以下第
２位を四捨五入して小数点以下第１位まで表示してください。

・基本的に、ページ設定でＡ４判に作成してください。

基礎資料７に記載の氏名・年齢・性別・学位称号・現職就任年月日は、個人情報保護の観点か
ら、公表時には黒塗りにして当機構WEBページに掲載いたします。
評価用の基礎資料とは別に、該当箇所（項目名以外）を黒塗りした基礎資料７を含む、基礎資料
全体のPDFファイルをご提出ください。

提出形態について（印刷体とPDFファイルを格納したCD-Rの作成上の注意）

・表紙および目次を作成し、全体に通しページ番号（基礎資料１から開始）を付してください。

・カラー表記のあるページは、カラーで印刷してください。

・PDFファイルに変換したデータを、「自己点検・評価書」と同じCD-Rに保存し、提出してくだ
さい。
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（基礎資料１）カリキュラムフロー

科目群 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

薬学総合科目

感染症
予防学

薬事関連
法規

応用
社会学＊

臨床
薬理学Ⅲ＊

薬局管理学
薬剤師

業務概論
救急救命
医学＊

医療統計
処理学

臨床病態学
実務実習

演習

製剤学Ⅲ

応用薬理学

公衆衛生学 衛生薬学Ⅲ

薬学基礎
生物学

基礎免疫学 分子生物学
バイオ

医薬品学＊
未病

治療学＊

細胞生物学

生物医薬
化学Ⅱ

プロセス
化学＊

有機化学Ⅲ

天然物化学 漢⽅概論

分子構造
解析学

放射薬品学 創薬概論

薬学概論 生命倫理学
コミュニケー

ション論
看護福祉

概論
医薬倫理学

日本薬局⽅
概論＊

医療経済論
血清

製剤学＊
基礎情報
処理演習

マーケ
ティング＊

英語科目
基礎科学

英語
薬学英語

実用薬学
英語＊

医学英語＊

＊選択科目   ☆１科目選択必修 ▲どちらか１科目選択必修各科目の関連性はシラバスを参照

薬剤師
国家
試験

分析化学Ⅰ

医療系
基礎科目
薬剤領域

医療系
基礎科目
薬理領域

公衆衛生科目

生物系
薬学科目

化学系
薬学科目

一般教養科目

イングリッシュコミュニケーションⅠ・Ⅱ イングリッシュコミュニケーションⅢ・Ⅳ

衛生薬学Ⅰ

微生物学Ⅰ

機能形態学

物理化学Ⅰ

薬学基礎数学
・演習

薬学基礎化学
・演習

物理系
薬学科目

早期体験学習

有機化学Ⅰ・Ⅱ

薬学基礎物理学・演習

薬学教養科目

キャリア教育科目＊

人間と科学科目＊

薬物動態学Ⅰ・Ⅱ

生化学Ⅰ

薬剤師としての⾼度
な知識を修得したも
の。OC1-

2

薬剤師としての専門的な知識を
常に修得し、これを医療に応用
する能⼒を⾝につける。（医療
系基礎薬剤関連）

OC1-
3

薬剤師としての専門的な知識を
常に修得し、これを医療に応用
する能⼒を⾝につける。（医療
系基礎薬理関連）

DP1
薬物投与設計学

製剤学Ⅰ・Ⅱ

医薬品安全性学Ⅰ・Ⅱ

薬物治療学Ⅰ・Ⅱ
OC1-
1

薬剤師としての専門的な知識を
常に修得し、これを医療に応用
する能⼒を⾝につける。（医療
系臨床関連）

薬学演習Ⅰ・Ⅱ 総合薬学演習Ⅰ

臨床薬理学Ⅰ・Ⅱ

病院薬学

キャリア教育科目＊

人間と科学科目＊

機器分析学分析化学Ⅱ

分析・物理化学実習

薬化学・生薬実習

生化学Ⅱ

物理化学Ⅱ・Ⅲ

医薬品化学

生薬学Ⅰ・Ⅱ

微生物学Ⅱ

細胞生化学Ⅰ

薬理学Ⅰ・Ⅱ

臨床検査化学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

生物医薬化学Ⅰ

細胞生化学Ⅱ

環境衛生化学

薬理学Ⅲ・Ⅳ

医薬品合成化学

衛生薬学Ⅱ

崇城大学薬学部カリキュラムフロー

人間性・倫理観
を養うために、
教養・倫理教育
を継続的に実施
します。

カリキュラムポリシー

教育研究上の目的︓医療の⾼度化に対応できる臨床能⼒に優れた薬剤師を養成し、人類の健康の維持と疾患の治療に役⽴つ生命科学研究を⾏う

⾼度な医療と健
康増進、公衆衛
生の向上に対応
できる能⼒を養
うために、医療
系科目を充実さ
せます。

問題発⾒・解決能⼒を養うため
に、PBL(Problem Based
Learning)学習、実習および卒業
研究を充実させます。

総合薬学演習Ⅱ▲・Ⅲ

共用試験
（CBT・
OSCE）

OC3-
1

患者・他の医療職から信頼され
る薬剤師に相応しい⾼い使命
感、責任感、倫理観ならびにコ
ミュニケーション能⼒を⾝につ
ける。

DP3

医療人としての豊か
な人間性と⾼い倫理
観を⾝につけたも
の。

OC2-
1

医薬品・生体に関する基本的な
知識に基づき、薬学・医療領域
における問題点の思索・解決能
⼒と⾃発的な学習態度を⾝につ
ける。（物理系）

DP4
地域の人々の健康増
進、公衆衛生の向上
に貢献できるもの。

DP2
科学的思考にもとづ
く問題発⾒・解決能
⼒を有するもの。

OC4-
1

地域の保健・医療、⾏政等に参
画、連携して、地域における
人々の健康増進、公衆衛生の向
上に貢献する能⼒を⾝につける

OC2-
3

医薬品・生体に関する基本的な
知識に基づき、薬学・医療領域
における問題点の思索・解決能
⼒と⾃発的な学習態度を⾝につ
ける。（生物系）

OC2-
2

医薬品・生体に関する基本的な
知識に基づき、薬学・医療領域
における問題点の思索・解決能
⼒と⾃発的な学習態度を⾝につ
ける。（化学系）

ディプロマポリシー注）学習アウトカム注）

問題発⾒・解決
能⼒を養うため
に、
PBL(Problem
Based
Learning)学
習、実習および
卒業研究を充実
させます。

学習成果基盤型
教育(Outcome
Based
Education)に基
づいて、効果的
な学習ができる
ように科目を編
成します。

医療人としての
⾃覚を培う

薬学の本質に迫る
基礎薬学を
臨床につなぐ

専門知識の
応用⼒を養う

病院・薬局で
実習に取り組む

薬剤師としての
総合⼒を養う

総合薬学研究Ⅰ 総合薬学研究Ⅱ▲

医療系
臨床科目

製剤・薬剤学実習

実務実習事前学習Ⅰ・Ⅱ 薬局・病院実習

専門研究演習☆
薬学研究科目

医薬品化学実習

微生物学実習

生化学実習

衛生化学実習

薬理学実習

解剖学概論

1



（
基
礎
資
料
２
）
平
成
2
5
年
度
改
訂
版
・
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
Ｓ
Ｂ
Ｏ
ｓ
を
実
施
す
る
科
目

２
　
同
じ
科
目
名
が
連
続
す
る
場
合
は
セ
ル
を
結
合
し
て
記
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

Ａ
　

基
本

事
項

（
１

）
薬

剤
師

の
使

命

【
①

医
療

人
と

し
て

】

１
）
常
に
患
者
・
生
活
者
の
視
点
に
立
ち
、
医
療
の
担
い
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
態
度
で
行
動
す
る
。
（
態
度
）

２
）
患
者
・
生
活
者
の
健
康
の
回
復
と
維
持
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
へ
の
責
任
感
を
持
つ
。
（
態
度
）

３
）
チ
ー
ム
医
療
や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
担
う
一
員
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
行
動
す
る
。
（
態
度
）

４
）
患
者
・
患
者
家
族
・
生
活
者
が
求
め
る
医
療
人
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
。
（
知
識
・
態
度
）

５
）
生
と
死
を
通
し
て
、
生
き
る
意
味
や
役
割
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
。
（
知
識
・
態
度
）

６
）
一
人
の
人
間
と
し
て
、
自
分
が
生
き
て
い
る
意
味
や
役
割
を
問
い
直
し
、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
。
（
知
識
・
態
度
）

７
）
様
々
な
死
生
観
・
価
値
観
・
信
条
等
を
受
容
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
説
明
す
る
。

（
知
識
・
 
態
度
）

【
②

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
】

１
）
患
者
・
生
活
者
の
た
め
に
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
す
る
。
（
態
度
）

薬
剤
師
業
務
概
論

２
）
薬
剤
師
の
活
動
分
野
（
医
療
機
関
、
薬
局
、
製
薬
企
業
、
衛
生
行
政
等
）
と
社
会
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て

説
明
で
き
る
。

薬
学
概
論

３
）
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
医
薬
品
の
効
果
が
確
率
論
的
で
あ
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
。

薬
剤
師
業
務
概
論

５
）
医
薬
品
の
創
製
（
研
究
開
発
、
生
産
等
）
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
剤
師
業
務
概
論

６
）
健
康
管
理
、
疾
病
予
防
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
公
衆
衛
生
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

７
）
薬
物
乱
用
防
止
、
自
殺
防
止
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

８
）
現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
（
少
子
・
超
高
齢
社
会
等
）
に
対
し
て
、
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
提
案
す
る
。
（
知

識
・

態
度
）

薬
剤
師
業
務
概
論

【
③

患
者

安
全

と
薬

害
の

防
止

】

１
）
医
薬
品
の
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
患
者
を
守
る
責
任
と
義
務
を
自
覚
す
る
。
（
態
度
）

２
）
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
患
者
安
全
の
考
え
方
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

３
）
医
療
に
関
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
薬
剤
師
の
責
任
と
義
務
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

病
院
薬
学

４
）
医
薬
品
が
関
わ
る
代
表
的
な
医
療
過
誤
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
事
例
を
列
挙
し
、
そ
の
原
因
と
防
止
策
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

５
）
重
篤
な
副
作
用
の
例
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
の
手
段
を
討
議
す
る
。
（
知

識
・
態
度
）

６
）
代
表
的
な
薬
害
の
例
（
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
、
非
加
熱
血
液
製
剤
、
ソ
リ
ブ
ジ
ン
等
）
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
と
社
会

的
背
景
及
び
そ
の
後
の
対
応
を
説
明
で
き
る
。

薬
学
概
論

血
清
製
剤
学
*

７
）
代
表
的
な
薬
害
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
の
手
段
を
討
議
す
る
。
（
知
識
・

態
度
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
剤
師
業
務
概
論

薬
局
管
理
学

薬
剤
師
業
務
概
論

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

[
注
]
　
１
　
平
成
2
5
年
度
改
訂
版
・
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
Ｓ
Ｂ
Ｏ
ｓ
に
該
当
す
る
内
容
の
必
修
科
目
名
を
（
シ
ラ
バ
ス
の
名
称
、
選
択
科
目
の
場
合
（
選
）
を
つ
け
る
）
実
施
学
年
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

看
護
福
祉
概
論

医
薬
倫
理
学

生
命
倫
理
学

2



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

薬
学

の
歴

史
と

未
来

】

１
）
薬
学
の
歴
史
的
な
流
れ
と
医
療
に
お
い
て
薬
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
薬
物
療
法
の
歴
史
と
、
人
類
に
与
え
て
き
た
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
薬
剤
師
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
役
割
の
変
遷
の
歴
史
（
医
薬
分
業
を
含
む
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
将
来
の
薬
剤
師
と
薬
学
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

（
２

）
薬

剤
師

に
求

め
ら

れ
る

倫
理

観

【
①

生
命

倫
理

】

１
）
生
命
の
尊
厳
に
つ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

２
）
生
命
倫
理
の
諸
原
則
（
自
律
尊
重
、
無
危
害
、
善
行
、
正
義
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
生
と
死
に
関
わ
る
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
。
（
知
識
・
態
度
）

４
）
科
学
技
術
の
進
歩
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
生
命
観
の
変
遷
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

【
②

医
療

倫
理

】

１
）
医
療
倫
理
に
関
す
る
規
範
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

医
薬
倫
理
学

２
）
薬
剤
師
が
遵
守
す
べ
き
倫
理
規
範
（
薬
剤
師
綱
領
、
薬
剤
師
倫
理
規
定
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

３
）
医
療
の
進
歩
に
伴
う
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

医
薬
倫
理
学

【
③

患
者

の
権

利
】

１
）
患
者
の
価
値
観
、
人
間
性
に
配
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。
（
態
度
）

医
薬
倫
理
学

２
）
患
者
の
基
本
的
権
利
の
内
容
（
リ
ス
ボ
ン
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

医
薬
倫
理
学

３
）
患
者
の
自
己
決
定
権
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
知
り
得
た
情
報
の
守
秘
義
務
と
患
者
等
へ
の
情
報
提
供
の
重
要
性
を
理
解
し
、
適
切
な
取
扱
い
が
で
き
る
。

（
知
識
・
 
技
能
・
態
度
）

【
④

研
究

倫
理

】

１
）
臨
床
研
究
に
お
け
る
倫
理
規
範
（
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
命
倫
理
学

２
）
「
ヒ
ト
を
対
象
と
す
る
研
究
に
お
い
て
遵
守
す
べ
き
倫
理
指
針
」
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

３
）
正
義
性
、
社
会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究
に
取
り
組
む
。
（
態
度
）

（
３

）
信

頼
関

係
の

構
築

【
①

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
】

１
）
意
思
、
情
報
の
伝
達
に
必
要
な
要
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
言
語
的
及
び
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）

相
手

の
立

場
、

文
化

、
習

慣
等

に
よ

っ
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
在

り
方

が
異

な
る

こ
と

を
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。 ４
）
対
人
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
心
理
的
要
因
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

５
）
相
手
の
心
理
状
態
と
そ
の
変
化
に
配
慮
し
、
対
応
す
る
。
（
態
度
）

６
）
自
分
の
心
理
状
態
を
意
識
し
て
、
他
者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
態
度
）

７
）
適
切
な
聴
き
方
、
質
問
を
通
じ
て
相
手
の
考
え
や
感
情
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
。
（
技
能
・
態
度
）

８
）
適
切
な
手
段
に
よ
り
自
分
の
考
え
や
感
情
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

生
命
倫
理
学

９
）
他
者
の
意
見
を
尊
重
し
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
解
決
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

看
護
福
祉
概
論

医
薬
倫
理
学

生
命
倫
理
学

看
護
福
祉
概
論

生
命
倫
理
学

看
護
福
祉
概
論

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

医
薬
倫
理
学

医
薬
倫
理
学

総
薬
概
論

生
命
倫
理
学

看
護
福
祉
概
論

医
薬
倫
理
学

3



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

患
者

・
生

活
者

と
薬

剤
師

】

１
）
患
者
や
家
族
、
周
囲
の
人
々
の
心
身
に
及
ぼ
す
病
気
や
ケ
ア
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

２
）
患
者
・
家
族
・
生
活
者
の
心
身
の
状
態
や
多
様
な
価
値
観
に
配
慮
し
て
行
動
す
る
。
（
態
度
）

（
４

）
多

職
種

連
携

協
働

と
チ

ー
ム

医
療

１
）
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
に
お
け
る
多
職
種
連
携
協
働
及
び
チ
ー
ム
医
療
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
多
職
種
連
携
協
働
に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
及
び
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
チ
ー
ム
医
療
に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
、
患
者
・
家
族
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

薬
剤
師
業
務
概
論

病
院
薬
学

医
薬
倫
理
学

４
）
自
己
の
能
力
の
限
界
を
認
識
し
、
状
況
に
応
じ
て
他
者
に
協
力
・
支
援
を
求
め
る
。
（
態
度
）

５
）
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
情
報
共
有
の
重
要
性
を
理
解
し
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
よ
う
に
努
め

る
。

（
知
識
・
態
度
）

（
５

）
自

己
研

鑽
と

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成

【
①

学
習

の
在

り
方

】

１
）
医
療
・
福
祉
・
医
薬
品
に
関
わ
る
問
題
、
社
会
的
動
向
、
科
学
の
進
歩
に
常
に
目
を
向
け
、
自
ら
課
題
を
見
出
し
、
解

決
に

向
け
て
努
力
す
る
。
（
態
度
）

２
）
講
義
、
国
内
外
の
教
科
書
・
論
文
、
検
索
情
報
等
の
内
容
に
つ
い
て
、
重
要
事
項
や
問
題
点
を
抽
出
で
き
る
。
（
技
能
）

３
）
必
要
な
情
報
を
的
確
に
収
集
し
、
信
憑
性
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

４
）
得
ら
れ
た
情
報
を
論
理
的
に
統
合
・
整
理
し
、
自
ら
の
考
え
と
と
も
に
分
か
り
や
す
く
表
現
で
き
る
。
（
技
能
）

５
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
が
持
つ
意
味
・
特
徴
を
知
り
、
情
報
倫
理
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
て
活
用
で
き

る
。

（
知
識
・
態
度
）

基
礎
情
報
処
理
演
習

【
②

薬
学

教
育

の
概

要
】

１
）
「
薬
剤
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

２
）
薬
学
が
総
合
科
学
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
薬
剤
師
の
役
割
と
学
習
内
容
を
関
連
づ
け
る
。
（
知
識
・
態
度
）

【
③

生
涯

学
習

】

１
）
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
学
習
す
る
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
生
涯
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
学
習
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
）

【
④

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成
】

１
）
薬
剤
師
の
使
命
に
後
輩
等
の
育
成
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
。
（
態
度
）

２
）
後
輩
等
へ
の
適
切
な
指
導
を
実
践
す
る
。
（
技
能
・
態
度
）

Ｂ
　

薬
学

と
社

会

（
１

）
人

と
社

会
に

関
わ

る
薬

剤
師

１
）
人
の
行
動
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

２
）
人
・
社
会
が
医
薬
品
に
対
し
て
抱
く
考
え
方
や
思
い
の
多
様
性
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
態
度
）

３
）
人
・
社
会
の
視
点
か
ら
薬
剤
師
を
取
り
巻
く
様
々
な
仕
組
み
と
規
制
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
態
度
）

４
）
薬
剤
師
が
倫
理
規
範
や
法
令
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
態
度
）

５
）
倫
理
規
範
や
法
令
に
則
し
た
行
動
を
取
る
。
（
態
度
）

生
命
倫
理
学

薬
剤
師
業
務
概
論

薬
剤
師
業
務
概
論

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
ｃ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＊

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＊

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

医
薬
倫
理
学

医
薬
倫
理
学

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＊

医
療
統
計
処
理
学

薬
剤
師
業
務
概
論

看
護
福
祉
概
論

看
護
福
祉
概
論

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

薬
剤
師
業
務
概
論

病
院
薬
学

4



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
２

）
薬

剤
師

と
医

薬
品

等
に

係
る

法
規

範

【
①

薬
剤

師
の

社
会

的
位

置
づ

け
と

責
任

に
係

る
法

規
範

】

　
１
）
薬
剤
師
に
関
わ
る
法
令
と
そ
の
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
薬
剤
師
免
許
に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
薬
剤
師
の
任
務
や
業
務
に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
薬
剤
師
以
外
の
医
療
職
種
の
任
務
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
５
）
医
療
の
理
念
と
医
療
の
担
い
手
の
責
務
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
６
）
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
７
）
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

病
院
薬
学

薬
事
関
連
法
規

　
８
）
薬
剤
師
の
刑
事
責
任
、
民
事
責
任
（
製
造
物
責
任
を
含
む
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

薬
事
関
連
法
規

【
②

医
薬

品
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
に

係
る

法
規

範
】

１
）

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

目
的

及
び

医
薬

品
等

（
医

薬
品

（
薬

局
医

薬
品

、
要

指
導
医

薬
品

、
一

般
用

医
薬

品
）

、
医

薬
部

外
品

、
化

粧
品

、
医

療
機

器
、

再
生

医
療

等
製

品
）

の
定

義
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
局
管
理
学

薬
事
関
連
法
規

　
２
）
医
薬
品
の
開
発
か
ら
承
認
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
法
規
範
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
３
）
治
験
の
意
義
と
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
４
）
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
及
び
製
造
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
事
関
連
法
規

　
５
）
製
造
販
売
後
調
査
制
度
及
び
製
造
販
売
後
安
全
対
策
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

創
薬
概
論

薬
事
関
連
法
規

　
６
）
薬
局
、
医
薬
品
販
売
業
及
び
医
療
機
器
販
売
業
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

７
）
医
薬
品
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」

の
規

定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
８
）
日
本
薬
局
方
の
意
義
と
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
９
）
生
物
由
来
製
品
の
取
扱
い
と
血
液
供
給
体
制
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

血
清
製
剤
学
＊

　
1
0
）
健
康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

　
1
1
）
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
必
要
性
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

創
薬
概
論

【
③

特
別

な
管

理
を

要
す

る
薬

物
等

に
係

る
法

規
範

】

　
１
）
麻
薬
、
向
精
神
薬
、
覚
醒
剤
原
料
等
の
取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
覚
醒
剤
、
大
麻
、
あ
へ
ん
、
指
定
薬
物
等
の
乱
用
防
止
規
制
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
３
）
毒
物
劇
物
の
取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

創
薬
概
論

薬
事
関
連
法
規

薬
事
関
連
法
規

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

薬
事
関
連
法
規

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

病
院
薬
学

薬
事
関
連
法
規

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

病
院
薬
学

薬
事
関
連
法
規
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
３

）
社

会
保

障
制

度
と

医
療

経
済

【
①

医
療

、
福

祉
、

介
護

の
制

度
】

１
）
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
枠
組
み
と
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
経
済
論

２
）
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
療
養
担
当
規
則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
公
費
負
担
医
療
制
度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

５
）
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

６
）
薬
価
基
準
制
度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

７
）
調
剤
報
酬
、
診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

【
②

医
薬

品
と

医
療

の
経

済
性

】

１
）
医
薬
品
の
市
場
の
特
徴
と
流
通
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

２
）
国
民
医
療
費
の
動
向
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

３
）
後
発
医
薬
品
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
薬
物
療
法
の
経
済
評
価
手
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

（
４

）
地

域
に

お
け

る
薬

局
と

薬
剤

師

【
①

地
域

に
お

け
る

薬
局

の
役

割
】

１
）
地
域
に
お
け
る
薬
局
の
機
能
と
業
務
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
医
薬
分
業
の
意
義
と
動
向
を
説
明
で
き
る
。

３
）
か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
剤
師
に
よ
る
薬
学
的
管
理
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
薬
局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
災
害
時
の
薬
局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

６
）
医
療
費
の
適
正
化
に
薬
局
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
②

地
域

に
お

け
る

保
健

、
医

療
、

福
祉

の
連

携
体

制
と

薬
剤

師
】

１
）
地
域
包
括
ケ
ア
の
理
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
在
宅
医
療
及
び
居
宅
介
護
に
お
け
る
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
学
校
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
地
域
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
お
い
て
利
用
可
能
な
社
会
資
源
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

５
）
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
医
療
提
供
施
設
、
福
祉
施
設
及
び
行
政
と
の
連
携
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

Ｃ
　

薬
学

基
礎

C
1
　

物
質

の
物

理
的

性
質

（
１

）
物

質
の

構
造

【
①

化
学

結
合

】

１
）
化
学
結
合
の
様
式
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理
化
学
Ⅰ

有
機
化
学
Ⅰ

２
）
分
子
軌
道
の
基
本
概
念
お
よ
び
軌
道
の
混
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
共
役
や
共
鳴
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

薬
局
管
理
学

薬
剤
師
業
務
概
論

物
理
化
学
Ⅰ

有
機
化
学
Ⅰ

有
機
化
学
Ⅱ

薬
局
管
理
学

応
用
社
会
学
＊

医
療
経
済
論

薬
局
管
理
学

応
用
社
会
学
＊

医
療
経
済
論

薬
局
管
理
学

薬
剤
師
業
務
概
論
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

分
子

間
相

互
作

用
】

１
）
フ
ァ
ン
デ
ル
ワ
ー
ル
ス
力
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
静
電
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

３
）
双
極
子
間
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

４
）
分
散
力
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

５
）
水
素
結
合
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

６
）
電
荷
移
動
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

７
）
疎
水
性
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

【
③

原
子

・
分

子
の

挙
動

】

１
）
電
磁
波
の
性
質
お
よ
び
物
質
と
の
相
互
作
用
を
説
明
で
き
る
。

２
）
分
子
の
振
動
、
回
転
、
電
子
遷
移
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
電
子
や
核
の
ス
ピ
ン
と
そ
の
磁
気
共
鳴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
光
の
屈
折
、
偏
光
、
お
よ
び
旋
光
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
光
の
散
乱
お
よ
び
干
渉
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

６
）
結
晶
構
造
と
回
折
現
象
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

【
④

放
射

線
と

放
射

能
】

１
）
原
子
の
構
造
と
放
射
壊
変
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
電
離
放
射
線
の
種
類
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
性
質
お
よ
び
物
質
と
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
代
表
的
な
放
射
性
核
種
の
物
理
的
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
核
反
応
お
よ
び
放
射
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
放
射
線
測
定
の
原
理
と
利
用
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

（
２

）
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

平
衡

【
①

気
体

の
微

視
的

状
態

と
巨

視
的

状
態

】

１
）
フ
ァ
ン
デ
ル
ワ
ー
ル
ス
の
状
態
方
程
式
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
気
体
の
分
子
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
子
化
と
ボ
ル
ツ
マ
ン
分
布
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
②

エ
ネ

ル
ギ

ー
】

１
）
熱
力
学
に
お
け
る
系
、
外
界
、
境
界
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
熱
力
学
第
一
法
則
を
説
明
で
き
る
。

３
）
状
態
関
数
と
経
路
関
数
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

４
）
定
圧
過
程
、
定
容
過
程
、
等
温
過
程
、
断
熱
過
程
を
説
明
で
き
る
。

５
）
定
容
熱
容
量
お
よ
び
定
圧
熱
容
量
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

６
）
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

７
）
化
学
変
化
に
伴
う
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
変
化
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理
化
学
Ⅲ

放
射
薬
品
学

物
理
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅰ

有
機
化
学
Ⅰ

物
理
化
学
Ⅰ

物
理
化
学
Ⅰ

機
器
分
析
学

物
理
化
学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

自
発

的
な

変
化

】

１
）
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
熱
力
学
第
二
法
則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
熱
力
学
第
三
法
則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
ギ
ブ
ズ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
熱
力
学
関
数
を
使
い
、
自
発
的
な
変
化
の
方
向
と
程
度
を
予
測
で
き
る
。

【
④

化
学

平
衡

の
原

理
】

１
）
ギ
ブ
ズ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
化
学
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

２
）
ギ
ブ
ズ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
平
衡
定
数
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

３
）
平
衡
定
数
に
及
ぼ
す
圧
力
お
よ
び
温
度
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
共
役
反
応
の
原
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
⑤

相
平

衡
】

１
）
相
変
化
に
伴
う
熱
の
移
動
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
相
平
衡
と
相
律
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
状
態
図
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
⑥

溶
液

の
性

質
】

１
）
希
薄
溶
液
の
束
一
的
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
活
量
と
活
量
係
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅰ

３
）
電
解
質
溶
液
の
電
気
伝
導
率
お
よ
び
モ
ル
伝
導
率
の
濃
度
に
よ
る
変
化
を
説
明
で
き
る
。

４
）
イ
オ
ン
強
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
⑦

電
気

化
学

】

１
）
起
電
力
と
ギ
ブ
ズ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
電
極
電
位
（
酸
化
還
元
電
位
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅰ

（
３

）
物

質
の

変
化

【
①

反
応

速
度

】

１
）
反
応
次
数
と
速
度
定
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
微
分
型
速
度
式
を
積
分
型
速
度
式
に
変
換
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

分
析
・
物
理
化
学
実
習

３
）
代
表
的
な
反
応
次
数
の
決
定
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

４
）
代
表
的
な
(
擬
)
一
次
反
応
の
反
応
速
度
を
測
定
し
、
速
度
定
数
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
）

分
析
・
物
理
化
学
実
習

５
）
代
表
的
な
複
合
反
応
（
可
逆
反
応
、
平
行
反
応
、
連
続
反
応
な
ど
）
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

６
）
反
応
速
度
と
温
度
と
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

分
析
・
物
理
化
学
実
習

７
）
代
表
的
な
触
媒
反
応
（
酸
・
塩
基
触
媒
反
応
、
酵
素
反
応
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

C
2
　

化
学

物
質

の
分

析

（
１

）
分

析
の

基
礎

【
①

分
析

の
基

本
】

１
）
分
析
に
用
い
る
器
具
を
正
し
く
使
用
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

２
）
測
定
値
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
学

基
礎

化
学

（
実

験
）

３
）
分
析
法
の
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅱ

分
析
・
物
理
化
学
実
習

物
理
化
学
Ⅲ

物
理
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅲ

分
析
・
物
理
化
学
実
習

物
理
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
２

）
溶

液
中

の
化

学
平

衡

【
①

酸
・

塩
基

平
衡

】

１
）
酸
・
塩
基
平
衡
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
p
H
 
お
よ
び
解
離
定
数
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

３
）
溶
液
の
 
p
H
 
を
測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

分
析
化
学
Ⅱ

４
）
緩
衝
作
用
や
緩
衝
液
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅰ

【
②

各
種

の
化

学
平

衡
】

１
）
錯
体
・
キ
レ
ー
ト
生
成
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
沈
殿
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理
化
学
Ⅲ

３
）
酸
化
還
元
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理
化
学
Ⅱ

４
）
分
配
平
衡
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

物
理
化
学
Ⅲ

分
析
・
物
理
化
学
実
習

（
３

）
化

学
物

質
の

定
性

分
析

・
定

量
分

析

【
①

定
性

分
析

】

１
）
代
表
的
な
無
機
イ
オ
ン
の
定
性
反
応
を
説
明
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅰ

２
）
日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
確
認
試
験
を
列
挙
し
、
そ
の
内
容
を
説
明
で
き
る
。

日
本
薬
局
方
概
論

【
②

定
量

分
析

（
容

量
分

析
・

重
量

分
析

）
】

１
）
中
和
滴
定
（
非
水
滴
定
を
含
む
）
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

薬
学

基
礎

化
学

（
実

験
）

分
析
・
物
理
化
学
実
習

２
）
キ
レ
ー
ト
滴
定
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

３
）
沈
殿
滴
定
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

４
）
酸
化
還
元
滴
定
の
原
理
、
操
作
法
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

５
）
日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
容
量
分
析
を
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

分
析
・
物
理
化
学
実
習

６
）
日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
純
度
試
験
を
列
挙
し
、
そ
の
内
容
を
説
明
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅰ

７
）
日
本
薬
局
方
収
載
の
重
量
分
析
法
の
原
理
お
よ
び
操
作
法
を
説
明
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅱ

（
４

）
機

器
を

用
い

る
分

析
法

【
①

分
光

分
析

法
】

１
）
紫
外
可
視
吸
光
度
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

分
析
・
物
理
化
学
実
習

生
化
学
実
習

２
）
蛍
光
光
度
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

３
）
赤
外
吸
収
（
I
R
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

物
理
化
学
Ⅰ

４
）
原
子
吸
光
光
度
法
、
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
（
I
C
P
）
発
光
分
光
分
析
法
お
よ
び

I
C
P
質
量
分
析
法
の
原
理
お
よ
び
応
用

例
を

説
明
で
き
る
。

５
）
旋
光
度
測
定
法
（
旋
光
分
散
）
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

物
理
化
学
Ⅰ

６
）
分
光
分
析
法
を
用
い
て
、
日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
医
薬
品
の
分
析
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

分
析
・
物
理
化
学
実
習

【
②

核
磁

気
共

鳴
（

N
M
R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

】

１
）
核
磁
気
共
鳴
（
N
M
R
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

機
器
分
析
学

【
③

質
量

分
析

法
】

１
）
質
量
分
析
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

機
器
分
析
学

分
析
化
学
Ⅰ

分
析
化
学
Ⅰ

分
析
化
学
Ⅱ

日
本
薬
局
方
概
論

物
理
化
学
Ⅰ

分
析
化
学
Ⅰ

機
器
分
析
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

Ｘ
線

分
析

法
】

１
）
Ｘ
線
結
晶
解
析
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
概
説
で
き
る
。

２
）
粉
末
Ｘ
線
回
折
測
定
法
の
原
理
と
利
用
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

【
⑤

熱
分

析
】

１
）
熱
重
量
測
定
法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

２
）
示
差
熱
分
析
法
お
よ
び
示
差
走
査
熱
量
測
定
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
５

）
分

離
分

析
法

【
①

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
】

１
）
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
分
離
機
構
を
説
明
で
き
る
。

２
）
薄
層
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き
る
。

分
析
・
物
理
化
学
実
習

生
化
学
実
習

３
）
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き
る
。

４
）
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
徴
と
代
表
的
な
検
出
法
を
説
明
で
き
る
。

５
）
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
用
い
て
試
料
を
定
性
・
定
量
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

分
析
・
物
理
化
学
実
習

生
化
学
実
習

【
②

電
気

泳
動

法
】

１
）
電
気
泳
動
法
の
原
理
お
よ
び
応
用
例
を
説
明
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅱ

生
化
学
実
習

（
６

）
臨

床
現

場
で

用
い

る
分

析
技

術

【
①

分
析

の
準

備
】

１
）
分
析
目
的
に
即
し
た
試
料
の
前
処
理
法
を
説
明
で
き
る
。

２
）
臨
床
分
析
に
お
け
る
精
度
管
理
お
よ
び
標
準
物
質
の
意
義
を
説
明
で
き
る
。

【
②

分
析

技
術

】

１
）
臨
床
分
析
で
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
分
析
法
を
列
挙
で
き
る
。

２
）
免
疫
化
学
的
測
定
法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

３
）
酵
素
を
用
い
た
代
表
的
な
分
析
法
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

４
）
代
表
的
な
ド
ラ
イ
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

５
）
代
表
的
な
画
像
診
断
技
術
（
X
線
検
査
、
M
R
I
、
超
音
波
、
内
視
鏡
検
査
、
核
医
学
検
査
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

放
射
薬
品
学

C
3
 
 
化

学
物

質
の

性
質

と
反

応

（
１

）
化

学
物

質
の

基
本

的
性

質

【
①

基
本

事
項

】

１
）
代
表
的
な
化
合
物
を
 
I
U
P
A
C
 
規
則
に
基
づ
い
て
命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
）
薬
学
領
域
で
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
化
合
物
を
慣
用
名
で
記
述
で
き
る
。

３
）
基
本
的
な
化
合
物
を
、
ル
イ
ス
構
造
式
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

４
）
有
機
化
合
物
の
性
質
と
共
鳴
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

有
機
化
学
Ⅱ

５
）
ル
イ
ス
酸
・
塩
基
、
ブ
レ
ン
ス
テ
ッ
ド
酸
・
塩
基
を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅰ

有
機
化
学
Ⅱ

６
）
基
本
的
な
有
機
反
応
（
置
換
、
付
加
、
脱
離
）
の
特
徴
を
理
解
し
、
分
類
で
き
る
。

７
）
炭
素
原
子
を
含
む
反
応
中
間
体
（
カ
ル
ボ
カ
チ
オ
ン
、
カ
ル
ボ
ア
ニ
オ
ン
、
ラ
ジ
カ
ル
）
の
構
造
と
性
質
を

説
明
で
き
る
。

医
薬
品
合
成
化
学

８
）
反
応
の
過
程
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
図
を
用
い
て
説
明
で
き
る
。

９
）
基
本
的
な
有
機
反
応
機
構
を
、
電
子
の
動
き
を
示
す
矢
印
を
用
い
て
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
(
技
能
)

有
機
化
学
Ⅲ

医
薬
品
合
成
化
学

分
析
化
学
Ⅱ

機
器
分
析
学

有
機
化
学
Ⅰ

医
薬
品
合
成
化
学

有
機
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅰ

機
器
分
析
学

機
器
分
析
学

製
剤
学
Ⅰ

分
析
化
学
Ⅱ

分
析
化
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

有
機

化
合

物
の

立
体

構
造

】

１
）
構
造
異
性
体
と
立
体
異
性
体
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
光
学
活
性
の
関
係
を
概
説
で
き
る
。

３
）
エ
ナ
ン
チ
オ
マ
ー
と
ジ
ア
ス
テ
レ
オ
マ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
ラ
セ
ミ
体
と
メ
ソ
体
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
絶
対
配
置
の
表
示
法
を
説
明
し
、
キ
ラ
ル
化
合
物
の
構
造
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
(
知
識
、
技
能
)

６
）
炭
素
―
炭
素
二
重
結
合
の
立
体
異
性
（
c
i
s
,
 
t
r
a
n
s
 
な
ら
び
に
 
E
,
Z
 
異
性
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

７
）
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
投
影
式
と
ニ
ュ
ー
マ
ン
投
影
式
を
用
い
て
有
機
化
合
物
の
構
造
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
(
技
能
)

８
）
エ
タ
ン
、
ブ
タ
ン
の
立
体
配
座
と
そ
の
安
定
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
２

）
有

機
化

合
物

の
基

本
骨

格
の

構
造

と
反

応

【
①

ア
ル

カ
ン

】

１
）
ア
ル
カ
ン
の
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
ア
ル
カ
ン
の
構
造
異
性
体
を
図
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
技
能
)

３
）
シ
ク
ロ
ア
ル
カ
ン
の
環
の
ひ
ず
み
を
決
定
す
る
要
因
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
の
い
す
形
配
座
に
お
け
る
水
素
の
結
合
方
向
（
ア
キ
シ
ア
ル
、
エ
ク
ア
ト
リ
ア
ル
）
を
図
示

で
き
る
。
(
技
能
)

５
）
置
換
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
の
安
定
な
立
体
配
座
を
決
定
す
る
要
因
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
②

ア
ル

ケ
ン

・
ア

ル
キ

ン
】

１
）
ア
ル
ケ
ン
へ
の
代
表
的
な
付
加
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

２
）
ア
ル
ケ
ン
の
代
表
的
な
酸
化
、
還
元
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

３
）
ア
ル
キ
ン
の
代
表
的
な
反
応
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

【
③

芳
香

族
化

合
物

】

１
）
代
表
的
な
芳
香
族
炭
化
水
素
化
合
物
の
性
質
と
反
応
性
を
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
化
学

医
薬
品
合
成
化
学

２
）
芳
香
族
性
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

有
機
化
学
Ⅱ

３
）
芳
香
族
炭
化
水
素
化
合
物
の
求
電
子
置
換
反
応
の
反
応
性
、
配
向
性
、
置
換
基
の
効
果
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
化
学

４
）
代
表
的
な
芳
香
族
複
素
環
化
合
物
の
性
質
を
芳
香
族
性
と
関
連
づ
け
て
説
明
で
き
る
。

有
機
化
学
Ⅱ

５
）
代
表
的
な
芳
香
族
複
素
環
の
求
電
子
置
換
反
応
の
反
応
性
、
配
向
性
、
置
換
基
の
効
果
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
３

）
官

能
基

の
性

質
と

反
応

【
①

概
説

】

１
）
代
表
的
な
官
能
基
を
列
挙
し
、
性
質
を
説
明
で
き
る
。

有
機
化
学
Ⅰ

２
）
官
能
基
の
性
質
を
利
用
し
た
分
離
精
製
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

医
薬
品
化
学
実
習

【
②

有
機

ハ
ロ

ゲ
ン

化
合

物
】

１
）
有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

２
）
求
核
置
換
反
応
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
脱
離
反
応
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

ア
ル

コ
ー

ル
･
フ

ェ
ノ

ー
ル

･
エ

ー
テ

ル
】

１
）
ア
ル
コ
ー
ル
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

２
）
エ
ー
テ
ル
類
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

有
機
化
学
Ⅰ

有
機
化
学
Ⅱ

医
薬
品
化
学

医
薬
品
合
成
化
学

医
薬
品
化
学

医
薬
品
化
学

有
機
化
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

ア
ル

デ
ヒ

ド
・

ケ
ト

ン
・

カ
ル

ボ
ン

酸
・

カ
ル

ボ
ン

酸
誘

導
体

】

１
）
ア
ル
デ
ヒ
ド
類
お
よ
び
ケ
ト
ン
類
の
基
本
的
な
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
合
成
化
学

２
）
カ
ル
ボ
ン
酸
の
基
本
的
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

３
）
カ
ル
ボ
ン
酸
誘
導
体
（
酸
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
、
酸
無
水
物
、
エ
ス
テ
ル
、
ア
ミ
ド
）
の
基
本
的
性
質
と
反
応
を

列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
合
成
化
学

【
⑤

ア
ミ

ン
】

１
）
ア
ミ
ン
類
の
基
本
的
性
質
と
反
応
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

有
機
化
学
Ⅱ

有
機
化
学
Ⅲ

【
⑥

電
子

効
果

】

１
）
官
能
基
が
及
ぼ
す
電
子
効
果
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

有
機
化
学
Ⅱ

【
⑦

酸
性

度
・

塩
基

性
度

】

１
）
ア
ル
コ
ー
ル
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
カ
ル
ボ
ン
酸
、
炭
素
酸
な
ど
の
酸
性
度
を
比
較
し
て
説
明
で
き
る
。

２
）
含
窒
素
化
合
物
の
塩
基
性
度
を
比
較
し
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
品
合
成
化
学

（
４

）
化

学
物

質
の

構
造

決
定

【
①

核
磁

気
共

鳴
（

N
M
R
）

】

　
１
）

1
H
 
お
よ
び
 
1
3
C
 
N
M
R
 
ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き
る
。

機
器
分
析
学

分
子
構
造
解
析
学

２
）
有
機
化
合
物
中
の
代
表
的
プ
ロ
ト
ン
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
化
学
シ
フ
ト
値
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

分
子
構
造
解
析
学

　
３
）

1
H
 
N
M
R
 
の
積
分
値
の
意
味
を
説
明
で
き
る
。

　
４
）

1
H
 
N
M
R
 
シ
グ
ナ
ル
が
近
接
プ
ロ
ト
ン
に
よ
り
分
裂
（
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
す
る
基
本
的
な
分
裂
様
式
を
説
明
で
き
る
。

５
）
代
表
的
な
化
合
物
の
部
分
構
造
を
 
1
H
 
N
M
R
 
か
ら
決
定
で
き
る
。
(
技
能
)

分
子
構
造
解
析
学

薬
化
学
・
生
薬
学
実
習

【
②

赤
外

吸
収

（
I
R
）

】

１
）
I
R
 
ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き
る
。

機
器
分
析
学

分
子
構
造
解
析
学

２
）
I
R
 
ス
ペ
ク
ト
ル
上
の
基
本
的
な
官
能
基
の
特
性
吸
収
を
列
挙
し
、
帰
属
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

分
子
構
造
解
析
学

【
③

質
量

分
析

】

１
）
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
を
概
説
で
き
る
。

機
器
分
析
学

分
子
構
造
解
析
学

２
）
測
定
化
合
物
に
適
し
た
イ
オ
ン
化
法
を
選
択
で
き
る
。
（
技
能
）

分
子
構
造
解
析
学

３
）
ピ
ー
ク
の
種
類
（
基
準
ピ
ー
ク
、
分
子
イ
オ
ン
ピ
ー
ク
、
同
位
体
ピ
ー
ク
、
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
ピ
ー
ク
）
を
説
明
で
き
る
。

機
器
分
析
学

分
子
構
造
解
析
学

４
）
代
表
的
な
化
合
物
の
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
を
解
析
で
き
る
。
（
技
能
）

分
子
構
造
解
析
学

【
④

総
合

演
習

】

１
）
代
表
的
な
機
器
分
析
法
を
用
い
て
、
代
表
的
な
化
合
物
の
構
造
決
定
が
で
き
る
。
（
技
能
）

分
子
構
造
解
析
学

（
５

）
無

機
化

合
物

・
錯

体
の

構
造

と
性

質

【
①

無
機

化
合

物
・

錯
体

】

１
）
代
表
的
な
典
型
元
素
と
遷
移
元
素
を
列
挙
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅰ

放
射
薬
品
学

２
）
代
表
的
な
無
機
酸
化
物
、
オ
キ
ソ
化
合
物
の
名
称
、
構
造
、
性
質
を
列
挙
で
き
る
。

環
境
衛
生
化
学

３
）
活
性
酸
素
と
窒
素
酸
化
物
の
名
称
、
構
造
、
性
質
を
列
挙
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅲ

４
）
代
表
的
な
錯
体
の
名
称
、
構
造
、
基
本
的
な
性
質
を
説
明
で
き
る
。

分
析
化
学
Ⅰ

５
）
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
無
機
化
合
物
、
お
よ
び
錯
体
を
列
挙
で
き
る
。

放
射
薬
品
学

有
機
化
学
Ⅱ

有
機
化
学
Ⅲ

有
機
化
学
Ⅱ

機
器
分
析
学

分
子
構
造
解
析
学

薬
化
学
・
生
薬
学
実
習

薬
化
学
・
生
薬
学
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

C
4
 
 
生

体
分

子
・

医
薬

品
の

化
学

に
よ

る
理

解

（
１

）
医

薬
品

の
標

的
と

な
る

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
な

性
質

【
①

医
薬

品
の

標
的

と
な

る
生

体
高

分
子

の
化

学
構

造
】

１
）
代
表
的
な
生
体
高
分
子
を
構
成
す
る
小
分
子
（
ア
ミ
ノ
酸
、
糖
、
脂
質
、
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
な
ど
）
の
構
造
に

基
づ
く
化
学
的
性
質
を
説
明
で
き
る
。

２
）
医
薬
品
の
標
的
と
な
る
生
体
高
分
子
（
タ
ン
パ
ク
質
、
核
酸
な
ど
）
の
立
体
構
造
と
そ
れ
を
規
定
す
る
化
学

結
合
、
相
互
作
用
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
②

生
体

内
で

機
能

す
る

小
分

子
】

１
）
細
胞
膜
受
容
体
お
よ
び
細
胞
内
（
核
内
）
受
容
体
の
代
表
的
な
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
の
構
造
と
性
質
に
つ
い
て

概
説
で
き
る
。

細
胞
生
化
学
Ⅰ

２
）
代
表
的
な
補
酵
素
が
酵
素
反
応
で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
有
機
反
応
機
構
の
観
点
か
ら
説
明
で
き
る
。

３
）
活
性
酸
素
、
一
酸
化
窒
素
の
構
造
に
基
づ
く
生
体
内
反
応
を
化
学
的
に
説
明
で
き
る
。

４
）
生
体
内
に
存
在
す
る
代
表
的
な
金
属
イ
オ
ン
お
よ
び
錯
体
の
機
能
を
化
学
的
に
説
明
で
き
る
。

（
２

）
生

体
反

応
の

化
学

に
よ

る
理

解

【
①

生
体

内
で

機
能

す
る

リ
ン

、
硫

黄
化

合
物

】

１
）
リ
ン
化
合
物
（
リ
ン
酸
誘
導
体
な
ど
）
お
よ
び
硫
黄
化
合
物
（
チ
オ
ー
ル
、
ジ
ス
ル
フ
ィ
ド
、
チ
オ
エ
ス
テ
ル

な
ど
）
の
構
造
と
化
学
的
性
質
を
説
明
で
き
る
。

２
）
リ
ン
化
合
物
（
リ
ン
酸
誘
導
体
な
ど
）
お
よ
び
硫
黄
化
合
物
（
チ
オ
ー
ル
、
ジ
ス
ル
フ
ィ
ド
、
チ
オ
エ
ス
テ
ル

な
ど
）
の
生
体
内
で
の
機
能
を
化
学
的
性
質
に
基
づ
き
説
明
で
き
る
。

【
②

酵
素

阻
害

剤
と

作
用

様
式

】

１
）
不
可
逆
的
酵
素
阻
害
薬
の
作
用
を
酵
素
の
反
応
機
構
に
基
づ
い
て
説
明
で
き
る
。

血
清
製
剤
学
＊

２
）
基
質
ア
ナ
ロ
グ
が
競
合
阻
害
薬
と
な
る
こ
と
を
酵
素
の
反
応
機
構
に
基
づ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
遷
移
状
態
ア
ナ
ロ
グ
が
競
合
阻
害
薬
と
な
る
こ
と
を
酵
素
の
反
応
機
構
に
基
づ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

受
容

体
の

ア
ゴ

ニ
ス

ト
お

よ
び

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
】

１
）
代
表
的
な
受
容
体
の
ア
ゴ
ニ
ス
ト
（
作
用
薬
、
作
動
薬
、
刺
激
薬
）
と
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
（
拮
抗
薬
、
遮
断
薬
）

と
の
相
違
点
に
つ
い
て
、
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
の
構
造
と
比
較
し
て
説
明
で
き
る
。

２
）
低
分
子
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
誘
導
体
が
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由
を
説
明
で
き
る
。

【
④

生
体

内
で

起
こ

る
有

機
反

応
】

１
）
代
表
的
な
生
体
分
子
（
脂
肪
酸
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
）
の
代
謝
反
応
を
有
機
化
学
の
観
点
か
ら
説
明
で
き
る
。

２
）
異
物
代
謝
の
反
応
（
発
が
ん
性
物
質
の
代
謝
的
活
性
化
な
ど
）
を
有
機
化
学
の
観
点
か
ら
説
明
で
き
る
。

（
３

）
医

薬
品

の
化

学
構

造
と

性
質

、
作

用

【
①

医
薬

品
と

生
体

分
子

の
相

互
作

用
】

１
）
医
薬
品
と
生
体
分
子
と
の
相
互
作
用
を
化
学
的
な
観
点
（
結
合
親
和
性
と
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
化
、
電
子
効
果
、

立
体
効
果
な
ど
）
か
ら
説
明
で
き
る
。

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

【
②

医
薬

品
の

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

】

１
）
医
薬
品
の
構
造
か
ら
そ
の
物
理
化
学
的
性
質
（
酸
性
、
塩
基
性
、
疎
水
性
、
親
水
性
な
ど
）
を
説
明
で
き
る
。

２
）
プ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
薬
物
動
態
を
考
慮
し
た
医
薬
品
の
化
学
構
造
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

医
薬

品
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
】

１
）
代
表
的
な
医
薬
品
の
フ
ァ
ー
マ
コ
フ
ォ
ア
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

２
）
バ
イ
オ
ア
イ
ソ
ス
タ
ー
（
生
物
学
的
等
価
体
）
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
例
を
挙
げ
て
概
説
で
き
る
。

３
）
医
薬
品
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
複
素
環
を
構
造
に
基
づ
い
て
分
類
し
、
医
薬
品
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
し
て
の
性
質

を
説
明
で
き
る
。

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

生
物
医
薬
化
学
Ⅰ

生
化
学
Ⅰ

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

生
化
学
Ⅰ

生
化
学
Ⅱ

生
物
医
薬
化
学
Ⅰ

血
清
製
剤
学
＊

生
物
医
薬
化
学
Ⅰ

生
化
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

酵
素

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
構

造
と

性
質

】

１
）
ヌ
ク
レ
オ
シ
ド
お
よ
び
核
酸
塩
基
ア
ナ
ロ
グ
を
有
す
る
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅱ

２
）
フ
ェ
ニ
ル
酢
酸
、
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
構
造
な
ど
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く

性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
ス
ル
ホ
ン
ア
ミ
ド
構
造
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅱ

４
）
キ
ノ
ロ
ン
骨
格
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
β
-
ラ
ク
タ
ム
構
造
を
も
つ
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

６
）
ペ
プ
チ
ド
ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
⑤

受
容

体
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

１
）
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
骨
格
を
有
す
る
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
ス
テ
ロ
イ
ド
ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
骨
格
お
よ
び
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
骨
格
を
有
す
る
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に

基
づ
く
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
オ
ピ
オ
イ
ド
ア
ナ
ロ
グ
の
代
表
的
医
薬
品
を
列
挙
し
、
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
⑥

D
N
A
 
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

１
）
D
N
A
と
結
合
す
る
医
薬
品
（
ア
ル
キ
ル
化
剤
、
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
類
）
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
化
学
構
造
と
反
応
機
構
を

説
明
で
き
る
。

２
）
D
N
A
に
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ー
ト
す
る
医
薬
品
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
構
造
上
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

３
）
D
N
A
鎖
を
切
断
す
る
医
薬
品
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
構
造
上
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

【
⑦

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

１
）
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
代
表
的
な
基
本
構
造
（
ジ
ヒ
ド
ロ
ピ
リ
ジ
ン
な
ど
）
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅲ

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

C
5
 
 
自

然
が

生
み

出
す

薬
物

（
１

）
薬

に
な

る
動

植
鉱

物

【
①

薬
用

植
物

】

１
）
代
表
的
な
薬
用
植
物
の
学
名
、
薬
用
部
位
、
薬
効
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

生
薬
学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ

２
）
代
表
的
な
薬
用
植
物
を
外
部
形
態
か
ら
説
明
し
、
区
別
で
き
る
。
（
知
識
、
技
能
）

３
）
植
物
の
主
な
内
部
形
態
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
法
律
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
が
規
制
さ
れ
て
い
る
植
物
（
ケ
シ
、
ア
サ
）
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

【
②

生
薬

の
基

原
】

１
）
日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
生
薬
（
植
物
、
動
物
、
藻
類
、
菌
類
由
来
）
を
列
挙
し
、
そ
の
基
原
、
薬
用
部
位
を

説
明
で
き
る
。

生
薬
学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ

日
本
薬
局
方
概
論

【
③

生
薬

の
用

途
】

１
）
日
本
薬
局
方
収
載
の
代
表
的
な
生
薬
（
植
物
、
動
物
、
藻
類
、
菌
類
、
鉱
物
由
来
）
の
薬
効
、
成
分
、
用
途
な
ど
を

説
明
で
き
る
。

日
本
薬
局
方
概
論

２
）
副
作
用
や
使
用
上
の
注
意
が
必
要
な
代
表
的
な
生
薬
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
化
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅳ

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

バ
イ
オ
医
薬
品
学
*

薬
化
学
・
生
薬
学
実
習

生
薬
学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

微
生
物
学
Ⅱ

生
化
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

生
物
医
薬
化
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅱ

14



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

生
薬

の
同

定
と

品
質

評
価

】

 
 
１

）
生
薬
の
同
定
と
品
質
評
価
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
２
）
日
本
薬
局
方
の
生
薬
総
則
お
よ
び
生
薬
試
験
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

日
本
薬
局
方
概
論

　
３
）
代
表
的
な
生
薬
を
鑑
別
で
き
る
。
（
技
能
）

　
４
）
代
表
的
な
生
薬
の
確
認
試
験
を
説
明
で
き
る
。

　
５
）
代
表
的
な
生
薬
の
純
度
試
験
を
説
明
で
き
る
。

（
２

）
薬

の
宝

庫
と

し
て

の
天

然
物

【
①

生
薬

由
来

の
生

物
活

性
物

質
の

構
造

と
作

用
】

 
 
１

）
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
化
学
構
造
に
基
づ
い
て
分
類
し
、
そ
れ
ら
の
生
合
成
経
路
を
概
説
で
き
る
。

　
２
）
脂
質
や
糖
質
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
作
用
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
芳
香
族
化
合
物
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
作
用
を
説
明
で
き
る
。

　
４
）
テ
ル
ペ
ノ
イ
ド
、
ス
テ
ロ
イ
ド
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
作
用
を

　
　
　
説
明
で
き
る
。

　
５
）
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
に
分
類
さ
れ
る
生
薬
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
作
用
を
説
明
で
き
る
。

【
②

微
生

物
由

来
の

生
物

活
性

物
質

の
構

造
と

作
用

】

　
１
）
微
生
物
由
来
の
生
物
活
性
物
質
を
化
学
構
造
に
基
づ
い
て
分
類
で
き
る
。

 
 
２
）
微
生
物
由
来
の
代
表
的
な
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
作
用
を
説
明
で
き
る
。

【
③

天
然

生
物

活
性

物
質

の
取

扱
い

】

　
１
）
天
然
生
物
活
性
物
質
の
代
表
的
な
抽
出
法
、
分
離
精
製
法
を
概
説
し
、
実
施
で
き
る
。
（
知
識
、
技
能
）

薬
化
学
・
生
薬
学
実
習

血
清
製
剤
学
＊

【
④

天
然

生
物

活
性

物
質

の
利

用
】

　
１
）
医
薬
品
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
天
然
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
用
途
を
説
明
で
き
る
。

血
清
製
剤
学
＊

　
２
）
天
然
生
物
活
性
物
質
を
基
に
化
学
修
飾
等
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
し
、
そ
の
用
途
、
リ
ー
ド

　
　
　
化
合
物
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
農
薬
や
香
粧
品
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
天
然
生
物
活
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
用
途
を
説
明
で
き
る
。

C
6
 
 
生

命
現

象
の

基
礎

（
１

）
細

胞
の

構
造

と
機

能

【
①

細
胞

膜
】

　
１
）
細
胞
膜
を
構
成
す
る
代
表
的
な
生
体
成
分
を
列
挙
し
、
そ
の
機
能
を
分
子
レ
ベ
ル
で
説
明
で
き
る
。

　
２
）
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー
シ
ス
と
エ
キ
ソ
サ
イ
ト
ー
シ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
②

細
胞

小
器

官
】

　
１
）
細
胞
小
器
官
（
核
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、
小
胞
体
、
リ
ソ
ソ
ー
ム
、
ゴ
ル
ジ
体
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
な
ど
）
や

　
　
　
リ
ボ
ソ
ー
ム
の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
物
学

【
③

細
胞

骨
格

】

　
１
）
細
胞
骨
格
の
構
造
と
機
能
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
物
学

細
胞
生
化
学
Ⅰ

（
２

）
生

命
現

象
を

担
う

分
子

【
①

脂
質

】

　
１
）
代
表
的
な
脂
質
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅰ

生
化
学
Ⅱ

【
②

糖
質

】

　
１
）
代
表
的
な
単
糖
、
二
糖
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅰ

　
２
）
代
表
的
な
多
糖
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅰ

細
胞
生
物
学

薬
化
学
・
生
薬
学
実
習

生
薬
学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅰ

天
然
物
化
学

微
生
物
学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅰ

天
然
物
化
学

生
薬
学
Ⅰ

生
薬
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

ア
ミ

ノ
酸

】

１
）
ア
ミ
ノ
酸
を
列
挙
し
、
そ
の
構
造
に
基
づ
い
て
性
質
を
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅰ

【
④

タ
ン

パ
ク

質
】

１
）
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
（
一
次
、
二
次
、
三
次
、
四
次
構
造
）
と
性
質
を
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅰ

【
⑤

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

と
核

酸
】

１
）
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
と
核
酸
（
D
N
A
、
R
N
A
）
の
種
類
、
構
造
、
性
質
を
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅱ

【
⑥

ビ
タ

ミ
ン

】

１
）
代
表
的
な
ビ
タ
ミ
ン
の
種
類
、
構
造
、
性
質
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅰ

【
⑦

微
量

元
素

】

１
）
代
表
的
な
必
須
微
量
元
素
の
種
類
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅰ

【
⑧

生
体

分
子

の
定

性
、

定
量

】

１
）
脂
質
、
糖
質
、
ア
ミ
ノ
酸
、
タ
ン
パ
ク
質
、
も
し
く
は
核
酸
の
定
性
ま
た
は
定
量
試
験
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

生
化
学
実
習

（
３

）
生

命
活

動
を

担
う

タ
ン

パ
ク

質

【
①

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

と
機

能
】

１
）
多
彩
な
機
能
を
も
つ
タ
ン
パ
ク
質
（
酵
素
、
受
容
体
、
シ
グ
ナ
ル
分
子
、
膜
輸
送
体
、
運
搬
・
輸
送
タ
ン
パ
ク
質
、

貯
蔵
タ
ン
パ
ク
質
、
構
造
タ
ン
パ
ク
質
、
接
着
タ
ン
パ
ク
質
、
防
御
タ
ン
パ
ク
質
、
調
節
タ
ン
パ
ク
質
）
を
列
挙
し

概
説
で
き
る
。

生
化
学
Ⅰ

血
清
製
剤
学
＊

【
②

タ
ン

パ
ク

質
の

成
熟

と
分

解
】

１
）
タ
ン
パ
ク
質
の
翻
訳
後
の
成
熟
過
程
（
細
胞
小
器
官
間
の
輸
送
や
翻
訳
後
修
飾
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

２
）
タ
ン
パ
ク
質
の
細
胞
内
で
の
分
解
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅱ

【
③

酵
素

】

１
）
酵
素
反
応
の
特
性
と
反
応
速
度
論
を
説
明
で
き
る
。

２
）
酵
素
反
応
に
お
け
る
補
酵
素
、
微
量
金
属
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

３
）
代
表
的
な
酵
素
活
性
調
節
機
構
を
説
明
で
き
る
。

４
）
酵
素
反
応
速
度
を
測
定
し
、
解
析
で
き
る
。
(
技
能
)

生
化
学
実
習

【
④

酵
素

以
外

の
タ

ン
パ

ク
質

】

１
）
膜
輸
送
体
の
種
類
、
構
造
、
機
能
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
物
学

２
）
血
漿
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質
の
種
類
、
構
造
、
機
能
を
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅱ

臨
床
検
査
化
学
Ⅰ

（
４

）
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子

【
①

概
論

】

１
）
遺
伝
情
報
の
保
存
と
発
現
の
流
れ
を
説
明
で
き
る
。

２
）
D
N
A
、
遺
伝
子
、
染
色
体
、
ゲ
ノ
ム
と
は
何
か
を
説
明
で
き
る
。

【
②

遺
伝

情
報

を
担

う
分

子
】

１
）
染
色
体
の
構
造
（
ヌ
ク
レ
オ
ソ
ー
ム
、
ク
ロ
マ
チ
ン
、
セ
ン
ト
ロ
メ
ア
、
テ
ロ
メ
ア
な
ど
）
を
説
明
で
き
る
。

２
）
遺
伝
子
の
構
造
（
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
、
エ
キ
ソ
ン
、
イ
ン
ト
ロ
ン
な
ど
）
を
説
明
で
き
る
。

３
）
R
N
A
 
の
種
類
(
h
n
R
N
A
、
m
R
N
A
、
r
R
N
A
、
t
R
N
A
 
な
ど
)
と
機
能
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

遺
伝

子
の

複
製

】

１
）
D
N
A
 
の
複
製
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

分
子
生
物
学

生
化
学
Ⅰ

生
化
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

分
子
生
物
学

生
化
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

分
子
生
物
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

転
写

・
翻

訳
の

過
程

と
調

節
】

　
１
）
D
N
A
 
か
ら
 
R
N
A
 
へ
の
転
写
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
転
写
制
御
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
転
写
因
子
に
よ
る
転
写
制
御
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
R
N
A
 
の
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
（
キ
ャ
ッ
プ
構
造
、
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、
s
n
R
N
P
、
ポ
リ
A
鎖
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
R
N
A
 
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
へ
の
翻
訳
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
⑤

遺
伝

子
の

変
異

・
修

復
】

　
１
）
D
N
A
 
の
変
異
と
修
復
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅱ

分
子
生
物
学

【
⑥

組
換

え
 
D
N
A
】

　
１
）
遺
伝
子
工
学
技
術
（
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
、
c
D
N
A
 
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
、
P
C
R
、
組
換
え
タ
ン
パ
ク
質
発
現
法
な
ど
）

　
　
　
を
概
説
で
き
る
。

生
化
学
Ⅱ

生
化
学
実
習

　
２
）
遺
伝
子
改
変
生
物
（
遺
伝
子
導
入
•
欠
損
動
物
、
ク
ロ
ー
ン
動
物
、
遺
伝
子
組
換
え
植
物
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

（
５

）
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
生

命
活

動
を

支
え

る
代

謝
系

【
①

 
概

論
】

　
１
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
概
要
を
説
明
で
き
る
。

生
化
学
Ⅰ

【
②

A
T
P
 
の

産
生

と
糖

質
代

謝
】

　
１
）
解
糖
系
及
び
乳
酸
の
生
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
ク
エ
ン
酸
回
路
(
T
C
A
 
サ
イ
ク
ル
)
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
電
子
伝
達
系
（
酸
化
的
リ
ン
酸
化
）
と
 
A
T
P
 
合
成
酵
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
代
謝
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
糖
新
生
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

血
清
製
剤
学
＊

【
③

脂
質

代
謝

】

　
１
）
脂
肪
酸
の
生
合
成
と
β
酸
化
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
生
合
成
と
代
謝
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
④

飢
餓

状
態

と
飽

食
状

態
】

　
１
）
飢
餓
状
態
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
（
ケ
ト
ン
体
の
利
用
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
余
剰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
し
く
み
を
説
明
で
き
る
。

【
⑤

そ
の

他
の

代
謝

系
】

　
１
）
ア
ミ
ノ
酸
分
子
中
の
炭
素
お
よ
び
窒
素
の
代
謝
（
尿
素
回
路
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
の
生
合
成
と
分
解
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
ペ
ン
ト
ー
ス
リ
ン
酸
回
路
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
６

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

細
胞

内
情

報
伝

達

【
①

 
概

論
】

　
１
）
細
胞
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
情
報
伝
達
様
式
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
化
学
Ⅰ

生
化
学
Ⅱ

生
化
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

分
子
生
物
学

分
子
生
物
学

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

生
化
学
Ⅰ

生
化
学
Ⅱ

生
化
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

細
胞

内
情

報
伝

達
】

１
）
細
胞
膜
チ
ャ
ネ
ル
内
蔵
型
受
容
体
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
細
胞
膜
受
容
体
か
ら
 
G
 
タ
ン
パ
ク
系
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
細
胞
膜
受
容
体
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
リ
ン
酸
化
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
細
胞
内
情
報
伝
達
に
お
け
る
セ
カ
ン
ド
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
細
胞
内
（
核
内
）
受
容
体
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

細
胞

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】

１
）
細
胞
間
の
接
着
構
造
、
主
な
細
胞
接
着
分
子
の
種
類
と
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

２
）
主
な
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
分
子
の
種
類
と
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

（
７

）
細

胞
の

分
裂

と
死

【
①

細
胞

分
裂

】

１
）
細
胞
周
期
と
そ
の
制
御
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
体
細
胞
と
生
殖
細
胞
の
細
胞
分
裂
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
②

細
胞

死
】

１
）
細
胞
死
（
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
と
ネ
ク
ロ
ー
シ
ス
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
物
学

【
③

が
ん

細
胞

】

１
）
正
常
細
胞
と
が
ん
細
胞
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
が
ん
遺
伝
子
と
が
ん
抑
制
遺
伝
子
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

C
7
 
 
人

体
の

成
り

立
ち

と
生

体
機

能
の

調
節

（
１

）
人

体
の

成
り

立
ち

【
①

遺
伝

】

１
）
遺
伝
子
と
遺
伝
の
し
く
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

２
）
遺
伝
子
多
型
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

３
）
代
表
的
な
遺
伝
疾
患
を
概
説
で
き
る
。

【
②

発
生

】

１
）
個
体
発
生
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

２
）
細
胞
の
分
化
に
お
け
る
幹
細
胞
、
前
駆
細
胞
の
役
割
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

【
③

器
官

系
概

論
】

１
）
人
体
を
構
成
す
る
器
官
、
器
官
系
の
名
称
、
形
態
、
体
内
で
の
位
置
お
よ
び
機
能
を
説
明
で
き
る
。

２
）
組
織
、
器
官
を
構
成
す
る
代
表
的
な
細
胞
の
種
類
（
上
皮
、
内
皮
、
間
葉
系
な
ど
）
を
列
挙
し
、
形
態
的
お
よ
び

機
能
的
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

３
）
実
験
動
物
・
人
体
模
型
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
用
い
て
各
種
臓
器
の
名
称
と
位
置
を
確
認
で
き
る
。
（
技
能
）

４
）
代
表
的
な
器
官
の
組
織
や
細
胞
を
顕
微
鏡
で
観
察
で
き
る
。
（
技
能
）

【
④

神
経

系
】

１
）
中
枢
神
経
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

２
）
末
梢
（
体
性
・
自
律
）
神
経
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

【
⑤

骨
格

系
・

筋
肉

系
】

１
）
骨
、
筋
肉
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

２
）
代
表
的
な
骨
格
筋
お
よ
び
関
節
の
名
称
を
挙
げ
、
位
置
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

解
剖
学
概
論

機
能
形
態
学

薬
理
学
実
習

解
剖
学
概
論

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅱ

応
用
薬
理
学

解
剖
学
概
論

機
能
形
態
学

細
胞
生
物
学

細
胞
生
物
学

解
剖
学
概
論

細
胞
生
化
学
Ⅰ

分
子
生
物
学

解
剖
学
概
論

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

応
用
薬
理
学

細
胞
生
物
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑥

皮
膚

】

　
１
）
皮
膚
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅲ

【
⑦

循
環

器
系

】

　
１
）
心
臓
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
２
）
血
管
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
 
３
）
リ
ン
パ
管
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

【
⑧

呼
吸

器
系

】

　
１
）
肺
、
気
管
支
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

解
剖
学
概
論

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅰ

【
⑨

消
化

器
系

】

　
１
）
胃
、
小
腸
、
大
腸
な
ど
の
消
化
管
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
２
）
肝
臓
、
膵
臓
、
胆
囊
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

【
⑩

泌
尿

器
系

】

　
１
）
泌
尿
器
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

解
剖
学
概
論

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅲ

【
⑪

生
殖

器
系

】

　
１
）
生
殖
器
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

【
⑫

内
分

泌
系

】

　
１
）
内
分
泌
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

細
胞
生
化
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

【
⑬

感
覚

器
系

】

　
１
）
感
覚
器
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅰ

【
⑭

血
液

・
造

血
器

系
】

　
１
）
血
液
・
造
血
器
系
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

解
剖
学
概
論

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅰ

(
２

)
　

生
体

機
能

の
調

節

【
①

神
経

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１
）
神
経
細
胞
の
興
奮
と
伝
導
、
シ
ナ
プ
ス
伝
達
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
代
表
的
な
神
経
伝
達
物
質
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
 
３
）
神
経
系
、
感
覚
器
を
介
す
る
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
調
節
機
構
の
代
表
例
を
列
挙
し
、
概
説
で
き
る
。

　
４
）
神
経
に
よ
る
筋
収
縮
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
②

ホ
ル

モ
ン

・
内

分
泌

系
に

よ
る

調
節

機
構

】

　
１
）
代
表
的
な
ホ
ル
モ
ン
を
挙
げ
、
そ
の
産
生
器
官
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

細
胞
生
化
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

【
③

オ
ー

タ
コ

イ
ド

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１
）
代
表
的
な
オ
ー
タ
コ
イ
ド
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅲ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

【
④

サ
イ

ト
カ

イ
ン

・
増

殖
因

子
に

よ
る

調
節

機
構

】

　
１
）
代
表
的
な
サ
イ
ト
カ
イ
ン
、
増
殖
因
子
を
挙
げ
、
生
理
活
性
お
よ
び
作
用
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

基
礎
免
疫
学

薬
理
学
Ⅲ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

【
⑤

血
圧

の
調

節
機

構
】

　
１
）
血
圧
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅲ

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅱ

解
剖
学
概
論

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅲ

応
用
薬
理
学

解
剖
学
概
論

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑥

血
糖

の
調

節
機

構
】

１
）
血
糖
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

生
化
学
Ⅰ

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅳ

【
⑦

体
液

の
調

節
】

１
）
体
液
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

２
）
尿
の
生
成
機
構
、
尿
量
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅲ

【
⑧

体
温

の
調

節
】

１
）
体
温
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

【
⑨

血
液

凝
固

・
線

溶
系

】

１
）
血
液
凝
固
・
線
溶
系
の
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

薬
理
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

【
⑩

性
周

期
の

調
節

】

１
）
性
周
期
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

機
能
形
態
学

細
胞
生
化
学
Ⅰ

C
8
 
 
生

体
防

御
と

微
生

物

（
１

）
身

体
を

ま
も

る

【
①

 
生

体
防

御
反

応
】

１
）
異
物
の
侵
入
に
対
す
る
物
理
的
、
生
理
的
、
化
学
的
バ
リ
ア
ー
、
お
よ
び
補
体
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
免
疫
反
応
の
特
徴
（
自
己
と
非
自
己
の
識
別
、
特
異
性
、
多
様
性
、
ク
ロ
ー
ン
性
、
記
憶
、
寛
容
）
を
説
明
で
き
る
。

３
）
自
然
免
疫
と
獲
得
免
疫
、
お
よ
び
両
者
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

４
）
体
液
性
免
疫
と
細
胞
性
免
疫
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
②

免
疫

を
担

当
す

る
組

織
・

細
胞

】

１
）
免
疫
に
関
与
す
る
組
織
を
列
挙
し
、
そ
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

２
）
免
疫
担
当
細
胞
の
種
類
と
役
割
を
説
明
で
き
る
。

３
）
免
疫
反
応
に
お
け
る
主
な
細
胞
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

分
子

レ
ベ

ル
で

見
た

免
疫

の
し

く
み

】

１
）
自
然
免
疫
お
よ
び
獲
得
免
疫
に
お
け
る
異
物
の
認
識
を
比
較
し
て
説
明
で
き
る
。

２
）
M
H
C
 
抗
原
の
構
造
と
機
能
お
よ
び
抗
原
提
示
で
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
T
 
細
胞
と
 
B
 
細
胞
に
よ
る
抗
原
認
識
の
多
様
性
（
遺
伝
子
再
構
成
）
と
活
性
化
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
抗
体
分
子
の
基
本
構
造
、
種
類
、
役
割
を
説
明
で
き
る
。

５
）
免
疫
系
に
関
わ
る
主
な
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
挙
げ
、
そ
の
作
用
を
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅲ

（
２

）
免

疫
系

の
制

御
と

そ
の

破
綻

・
免

疫
系

の
応

用

【
①

 
免

疫
応

答
の

制
御

と
破

綻
】

１
）
炎
症
の
一
般
的
症
状
、
担
当
細
胞
お
よ
び
反
応
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
ア
レ
ル
ギ
ー
を
分
類
し
、
担
当
細
胞
お
よ
び
反
応
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
自
己
免
疫
疾
患
と
免
疫
不
全
症
候
群
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

血
清
製
剤
学
＊

４
）
臓
器
移
植
と
免
疫
反
応
の
関
わ
り
（
拒
絶
反
応
、
免
疫
抑
制
剤
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
感
染
症
と
免
疫
応
答
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎
免
疫
学

微
生
物
学
Ⅱ

６
）
腫
瘍
排
除
に
関
与
す
る
免
疫
反
応
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

基
礎
免
疫
学

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

基
礎
免
疫
学

細
胞
生
化
学
Ⅱ

基
礎
免
疫
学

細
胞
生
化
学
Ⅱ

基
礎
免
疫
学

薬
理
学
Ⅲ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

機
能
形
態
学

微
生
物
学
Ⅰ

基
礎
免
疫
学

薬
理
学
Ⅲ

細
胞
生
化
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

 
免

疫
反

応
の

利
用

】

１
）
ワ
ク
チ
ン
の
原
理
と
種
類
（
生
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
、
ト
キ
ソ
イ
ド
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
な
ど
）
に
つ
い
て

説
明
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅰ

基
礎
免
疫
学

微
生
物
学
Ⅱ

２
）
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
と
ポ
リ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
化
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅳ

３
）
血
清
療
法
と
抗
体
医
薬
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

４
）
抗
原
抗
体
反
応
を
利
用
し
た
検
査
方
法
（
E
L
I
S
A
 
法
、
ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
な
ど
）
を
実
施
で
き
る
。
(
技
能
）

生
化
学
実
習

（
３

）
微

生
物

の
基

本

【
①

 
総

論
】

１
）
原
核
生
物
、
真
核
生
物
お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅳ

【
②

 
細

菌
】

１
）
細
菌
の
分
類
や
性
質
（
系
統
学
的
分
類
、
グ
ラ
ム
陽
性
菌
と
陰
性
菌
、
好
気
性
菌
と
嫌
気
性
菌
な
ど
）
を
説
明
で
き
る
。

２
）
細
菌
の
構
造
と
増
殖
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
細
菌
の
異
化
作
用
（
呼
吸
と
発
酵
）
お
よ
び
同
化
作
用
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
細
菌
の
遺
伝
子
伝
達
（
接
合
、
形
質
導
入
、
形
質
転
換
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
薬
剤
耐
性
菌
お
よ
び
薬
剤
耐
性
化
機
構
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅳ

６
）
代
表
的
な
細
菌
毒
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

 
ウ

イ
ル

ス
】

１
）
ウ
イ
ル
ス
の
構
造
、
分
類
、
お
よ
び
増
殖
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅳ

【
④

 
真

菌
・

原
虫

・
蠕

虫
】

１
）
真
菌
の
性
状
を
概
説
で
き
る
。

２
）
原
虫
お
よ
び
蠕
虫
の
性
状
を
概
説
で
き
る
。

【
⑤

 
消

毒
と

滅
菌

】

１
）
滅
菌
、
消
毒
お
よ
び
殺
菌
、
静
菌
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

２
）
主
な
滅
菌
法
お
よ
び
消
毒
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
⑥

 
検

出
方

法
】

１
）
グ
ラ
ム
染
色
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

２
）
無
菌
操
作
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

３
）
代
表
的
な
細
菌
ま
た
は
真
菌
の
分
離
培
養
、
純
培
養
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

（
４

）
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物

【
①

感
染

の
成

立
と

共
生

】

１
）
感
染
の
成
立
（
感
染
源
、
感
染
経
路
、
侵
入
門
戸
な
ど
）
と
共
生
（
腸
内
細
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
日
和
見
感
染
と
院
内
感
染
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生
物
学
実
習

微
生
物
学
Ⅰ

微
生
物
学
Ⅱ

感
染
症
予
防
学

基
礎
免
疫
学

微
生
物
学
Ⅰ

微
生
物
学
Ⅱ

微
生
物
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅳ

微
生
物
学
Ⅰ

微
生
物
学
Ⅱ

微
生
物
学
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

代
表

的
な

病
原

体
】

１
）
D
N
A
 
ウ
イ
ル
ス
（
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
、
B
 
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

２
）
R
N
A
 
ウ
イ
ル
ス
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
、
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス
、
エ
コ
ー

ウ
イ
ル
ス
、
ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
Ａ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
C
 
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、

麻
疹
ウ
イ
ル
ス
、
風
疹
ウ
イ
ル
ス
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
、
ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
、

H
I
V
、
H
T
L
V
 
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

３
）
グ
ラ
ム
陽
性
球
菌
（
ブ
ド
ウ
球
菌
、
レ
ン
サ
球
菌
な
ど
）
お
よ
び
グ
ラ
ム
陽
性
桿
菌
（
破
傷
風
菌
、
ガ
ス
壊
疽
菌
、

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
、
炭
疽
菌
、
セ
レ
ウ
ス
菌
、
デ
ィ
フ
ィ
シ
ル
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

４
）
グ
ラ
ム
陰
性
球
菌
（
淋
菌
、
髄
膜
炎
菌
な
ど
）
お
よ
び
グ
ラ
ム
陰
性
桿
菌
（
大
腸
菌
、
赤
痢
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
、

チ
フ
ス
菌
、
エ
ル
シ
ニ
ア
属
菌
、
ク
レ
ブ
シ
エ
ラ
属
菌
、
コ
レ
ラ
菌
、
百
日
咳
菌
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
緑
膿
菌
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

５
）
グ
ラ
ム
陰
性
ら
せ
ん
菌
（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
・
ジ
ェ
ジ
ュ
ニ
／
コ
リ
な
ど
）
お
よ
び

ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

６
）
抗
酸
菌
（
結
核
菌
、
ら
い
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

７
）
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

８
）
真
菌
（
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
、
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
、
カ
ン
ジ
ダ
、
ム
ー
コ
ル
、
白
癬
菌
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

９
）
原
虫
（
マ
ラ
リ
ア
原
虫
、
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
、
腟
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
、
赤
痢
ア
メ
ー
バ

な
ど
）
、
蠕
虫
（
回
虫
、
鞭
虫
、
ア
ニ
サ
キ
ス
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

D
　

衛
生

薬
学

D
1
　

健
康

（
１

）
社

会
・

集
団

と
健

康

【
①

健
康

と
疾

病
の

概
念

】

１
）
健
康
と
疾
病
の
概
念
の
変
遷
と
、
そ
の
理
由
を
説
明
で
き
る
。

公
衆
衛
生
学

未
病
治
療
学
＊

【
②

保
健

統
計

】

１
）
集
団
の
健
康
と
疾
病
の
現
状
お
よ
び
そ
の
影
響
要
因
を
把
握
す
る
上
で
の
人
口
統
計
の
意
義
を
概
説
で
き
る
。

２
）
人
口
統
計
お
よ
び
傷
病
統
計
に
関
す
る
指
標
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
人
口
動
態
（
死
因
別
死
亡
率
な
ど
）
の
変
遷
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

疫
学

】

１
）
疾
病
の
予
防
に
お
け
る
疫
学
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

２
）
疫
学
の
三
要
因
（
病
因
、
環
境
要
因
、
宿
主
要
因
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
疫
学
の
種
類
（
記
述
疫
学
、
分
析
疫
学
な
ど
）
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
療
統
計
処
理
学

公
衆
衛
生
学

４
）
リ
ス
ク
要
因
の
評
価
と
し
て
、
オ
ッ
ズ
比
、
相
対
危
険
度
、
寄
与
危
険
度
お
よ
び
信
頼
区
間
に
つ
い
て
説
明
し
、

計
算
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

医
療
統
計
処
理
学

衛
生
化
学
実
習

公
衆
衛
生
学

（
２

）
疾

病
の

予
防

【
①

疾
病

の
予

防
と

は
】

１
）
疾
病
の
予
防
に
つ
い
て
、
一
次
、
二
次
、
三
次
予
防
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
健
康
増
進
政
策
（
健
康
日
本
２
１
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

公
衆
衛
生
学

公
衆
衛
生
学

公
衆
衛
生
学

薬
理
学
Ⅳ

微
生
物
学
Ⅱ

微
生
物
学
Ⅰ

微
生
物
学
Ⅱ
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年
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年

４
年

５
年

６
年
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成

2
5
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学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

感
染

症
と

そ
の

予
防

】

　
１
）
現
代
に
お
け
る
感
染
症
（
日
和
見
感
染
、
院
内
感
染
、
新
興
感
染
症
、
再
興
感
染
症
な
ど
）
の
特
徴
に
つ
い
て

　
　
　
説
明
で
き
る
。

　
２
）
感
染
症
法
に
お
け
る
、
感
染
症
と
そ
の
分
類
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
代
表
的
な
性
感
染
症
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
予
防
接
種
の
意
義
と
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

生
活

習
慣

病
と

そ
の

予
防

】

　
１
）
生
活
習
慣
病
の
種
類
と
そ
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
生
活
習
慣
病
の
代
表
的
な
リ
ス
ク
要
因
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
食
生
活
や
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
と
疾
病
の
関
わ
り
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
態
度
）

【
④

母
子

保
健

】

　
１
）
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
、
代
表
的
な
検
査
項
目
を
列
挙
で
き
る
。

　
２
）
母
子
感
染
す
る
代
表
的
な
疾
患
を
列
挙
し
、
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅱ

【
⑤

労
働

衛
生

】

　
１
）
代
表
的
な
労
働
災
害
、
職
業
性
疾
病
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
労
働
衛
生
管
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

（
３

）
栄

養
と

健
康

【
①

栄
養

】

　
１
）
五
大
栄
養
素
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
各
栄
養
素
の
消
化
、
吸
収
、
代
謝
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
説
で
き
る
。

　
３
）
食
品
中
の
三
大
栄
養
素
の
栄
養
的
な
価
値
を
説
明
で
き
る
。

　
４
）
五
大
栄
養
素
以
外
の
食
品
成
分
（
食
物
繊
維
、
抗
酸
化
物
質
な
ど
）
の
機
能
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
関
わ
る
基
礎
代
謝
量
、
呼
吸
商
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
の
意
味
を
説
明
で
き
る
。

　
６
）
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
７
）
栄
養
素
の
過
不
足
に
よ
る
主
な
疾
病
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

　
８
）
疾
病
治
療
に
お
け
る
栄
養
の
重
要
性
を
説
明
で
き
る
。

【
②

食
品

機
能

と
食

品
衛

生
】

　
１
）
炭
水
化
物
・
タ
ン
パ
ク
質
が
変
質
す
る
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
油
脂
が
変
敗
す
る
機
構
を
説
明
し
、
油
脂
の
変
質
試
験
を
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
３
）
食
品
の
変
質
を
防
ぐ
方
法
（
保
存
法
）
を
説
明
で
き
る
。

　
４
）
食
品
成
分
由
来
の
発
が
ん
性
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
生
成
機
構
を
説
明
で
き
る
。

　
５
）
代
表
的
な
食
品
添
加
物
を
用
途
別
に
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
働
き
を
説
明
で
き
る
。

 
 
６
）
特
別
用
途
食
品
と
保
健
機
能
食
品
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
 
７
）
食
品
衛
生
に
関
す
る
法
的
規
制
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

食
中

毒
と

食
品

汚
染

】

　
１
）
代
表
的
な
細
菌
性
・
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
原
因
と
な
る
微
生
物
の
性
質
、
症
状
、
原
因
食
品

　
　
　
お
よ
び
予
防
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅱ

微
生
物
学
Ⅱ

　
２
）
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
代
表
的
な
自
然
毒
を
列
挙
し
、
そ
の
原
因
物
質
、
作
用
機
構
、
症
状
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
化
学
物
質
（
重
金
属
、
残
留
農
薬
な
ど
）
や
カ
ビ
に
よ
る
食
品
汚
染
の
具
体
例
を
挙
げ
、
ヒ
ト
の
健
康
に
及
ぼ
す

　
　
　
影
響
を
説
明
で
き
る
。

衛
生
薬
学
Ⅱ

未
病
治
療
学
＊

公
衆
衛
生
学

公
衆
衛
生
学

衛
生
薬
学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅱ

衛
生
化
学
実
習

微
生
物
学
Ⅱ

感
染
症
予
防
学

公
衆
衛
生
学

公
衆
衛
生
学
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５
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６
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Ｂ
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s
）

該
　

当
　

科
　

目

D
2
　

環
境

（
１

）
化

学
物

質
・

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

【
①

化
学

物
質

の
毒

性
】

１
）
代
表
的
な
有
害
化
学
物
質
の
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
の
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
肝
臓
、
腎
臓
、
神
経
な
ど
に
特
異
的
に
毒
性
を
示
す
代
表
的
な
化
学
物
質
を
列
挙
で
き
る
。

３
）
重
金
属
、
P
C
B
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
代
表
的
な
有
害
化
学
物
質
や
農
薬
の
急
性
毒
性
、
慢
性
毒
性
の
特
徴
に

つ
い
て
説
明
で
き
る
。

４
）
重
金
属
や
活
性
酸
素
に
よ
る
障
害
を
防
ぐ
た
め
の
生
体
防
御
因
子
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

５
）
薬
物
の
乱
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
、
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

６
）
代
表
的
な
中
毒
原
因
物
質
の
解
毒
処
置
法
を
説
明
で
き
る
。

７
）
代
表
的
な
中
毒
原
因
物
質
（
乱
用
薬
物
を
含
む
）
の
試
験
法
を
列
挙
し
、
概
説
で
き
る
。

【
②

化
学

物
質

の
安

全
性

評
価

と
適

正
使

用
】

１
）
個
々
の
化
学
物
質
の
使
用
目
的
に
鑑
み
、
適
正
使
用
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
討
議
す
る
。

（
態
度
）

２
）
化
学
物
質
の
毒
性
を
評
価
す
る
た
め
の
主
な
試
験
法
を
列
挙
し
、
概
説
で
き
る
。

３
）
毒
性
試
験
の
結
果
を
評
価
す
る
の
に
必
要
な
量
-
反
応
関
係
、
閾
値
、
無
毒
性
量
（
N
O
A
E
L
）
な
ど
に
つ
い
て

概
説
で
き
る
。

４
）
化
学
物
質
の
安
全
摂
取
量
（
1
日
許
容
摂
取
量
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
有
害
化
学
物
質
に
よ
る
人
体
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
法
的
規
制
（
化
審
法
、
化
管
法
な
ど
）
を
説
明
で
き
る
。

【
③

化
学

物
質

に
よ

る
発

が
ん

】

１
）
発
が
ん
性
物
質
な
ど
の
代
謝
的
活
性
化
の
機
構
を
列
挙
し
、
そ
の
反
応
機
構
を
説
明
で
き
る
。

２
）
遺
伝
毒
性
試
験
（
A
m
e
s
試
験
な
ど
）
の
原
理
を
説
明
で
き
る
。

３
）
発
が
ん
に
至
る
過
程
（
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

【
④

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

】

１
）
電
離
放
射
線
を
列
挙
し
、
生
体
へ
の
影
響
を
説
明
で
き
る
。

２
）
代
表
的
な
放
射
性
核
種
（
天
然
、
人
工
）
と
生
体
と
の
相
互
作
用
を
説
明
で
き
る
。

３
）
電
離
放
射
線
を
防
御
す
る
方
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

４
）
非
電
離
放
射
線
（
紫
外
線
、
赤
外
線
な
ど
）
を
列
挙
し
、
生
体
へ
の
影
響
を
説
明
で
き
る
。

（
２

）
生

活
環

境
と

健
康

【
①

地
球

環
境

と
生

態
系

】

１
）
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
成
因
、
人
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
生
態
系
の
構
成
員
を
列
挙
し
、
そ
の
特
徴
と
相
互
関
係
を
説
明
で
き
る
。

３
）
化
学
物
質
の
環
境
内
動
態
（
生
物
濃
縮
な
ど
）
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

４
）
地
球
環
境
の
保
全
に
関
す
る
国
際
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
人
が
生
態
系
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
環
境
問
題
を
討
議
す
る
。
（
態
度
）

【
②

環
境

保
全

と
法

的
規

制
】

１
）
典
型
七
公
害
と
そ
の
現
状
、
お
よ
び
四
大
公
害
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
環
境
基
本
法
の
理
念
を
説
明
で
き
る
。

３
）
環
境
汚
染
（
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
な
ど
）
を
防
止
す
る
た
め
の
法
規
制
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

環
境
薬
学
*

衛
生
薬
学
Ⅲ

環
境
薬
学
*

環
境
衛
生
化
学

環
境
衛
生
化
学

環
境
衛
生
化
学

環
境
衛
生
化
学

放
射
薬
品
学

衛
生
薬
学
Ⅲ

24



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
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該
　

当
　

科
　

目

【
③

水
環

境
】

　
１
）
原
水
の
種
類
を
挙
げ
、
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

　
２
）
水
の
浄
化
法
、
塩
素
処
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
水
道
水
の
水
質
基
準
の
主
な
項
目
を
列
挙
し
、
測
定
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

衛
生
化
学
実
習

　
４
）
下
水
処
理
お
よ
び
排
水
処
理
の
主
な
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
水
質
汚
濁
の
主
な
指
標
を
列
挙
し
、
測
定
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

衛
生
化
学
実
習

　
６
）
富
栄
養
化
の
原
因
と
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
問
題
点
を
挙
げ
、
対
策
を
説
明
で
き
る
。

【
④

大
気

環
境

】

　
１
）
主
な
大
気
汚
染
物
質
を
列
挙
し
、
そ
の
推
移
と
発
生
源
、
健
康
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
主
な
大
気
汚
染
物
質
を
測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

衛
生
化
学
実
習

 
 
３
）
大
気
汚
染
に
影
響
す
る
気
象
要
因
（
逆
転
層
な
ど
）
を
概
説
で
き
る
。

【
⑤

室
内

環
境

】

　
１
）
室
内
環
境
を
評
価
す
る
た
め
の
代
表
的
な
指
標
を
列
挙
し
、
測
定
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

衛
生
化
学
実
習

　
２
）
室
内
環
境
と
健
康
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
⑥

廃
棄

物
】

　
１
）
廃
棄
物
の
種
類
と
処
理
方
法
を
列
挙
で
き
る
。

　
２
）
廃
棄
物
処
理
の
問
題
点
を
列
挙
し
、
そ
の
対
策
を
説
明
で
き
る
。

 
 
３
）
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

E
　

医
療

薬
学

E
1
　

薬
の

作
用

と
体

の
変

化

（
１

）
薬

の
作

用

【
①

薬
の

作
用

】

　
１
）
薬
の
用
量
と
作
用
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

　
２
）
ア
ゴ
ニ
ス
ト
（
作
用
薬
、
作
動
薬
、
刺
激
薬
）
と
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
（
拮
抗
薬
、
遮
断
薬
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
薬
物
が
作
用
す
る
し
く
み
に
つ
い
て
、
受
容
体
、
酵
素
、
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
お
よ
び
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
を
例
に

　
　
　
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
代
表
的
な
受
容
体
を
列
挙
し
、
刺
激
あ
る
い
は
遮
断
さ
れ
た
場
合
の
生
理
反
応
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

　
５
）
薬
物
の
作
用
発
現
に
関
連
す
る
代
表
的
な
細
胞
内
情
報
伝
達
系
を
列
挙
し
、
活
性
化
あ
る
い
は
抑
制
さ
れ
た
場
合

　
　
　
の
生
理
反
応
を
説
明
で
き
る
。
（
C
6
(
6
)
【
②
細
胞
内
情
報
伝
達
】
1
.
～
 
5
.
 
参
照
）

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

　
６
）
薬
物
の
体
内
動
態
（
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
）
と
薬
効
発
現
の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　
　
（
E
4
（
1
）
【
②
吸
収
】
、
【
③
分
布
】
、
【
④
代
謝
】
、
【
⑤
排
泄
】
参
照
）

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
７
）
薬
物
の
選
択
（
禁
忌
を
含
む
）
、
用
法
、
用
量
の
変
更
が
必
要
と
な
る
要
因
（
年
齢
、
疾
病
、
妊
娠
等
）
に
つ
い
て

　
　
　
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
投
与
設
計
学

薬
理
学
Ⅳ

　
８
）
薬
理
作
用
に
由
来
す
る
代
表
的
な
薬
物
相
互
作
用
を
列
挙
し
、
そ
の
機
序
を
説
明
で
き
る
。

　
　
　
（
E
4
（
1
）
【
②
吸
収
】
5
.
【
④
代
謝
】
5
.
【
⑤
排
泄
】
5
.
参
照
）

薬
物
投
与
設
計
学

　
９
）
薬
物
依
存
性
、
耐
性
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

【
②

動
物

実
験

】

　
１
）
動
物
実
験
に
お
け
る
倫
理
に
つ
い
て
配
慮
で
き
る
。
（
態
度
）

　
２
）
実
験
動
物
を
適
正
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
）

　
３
）
実
験
動
物
で
の
代
表
的
な
投
与
方
法
が
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
理
学
実
習

衛
生
薬
学
Ⅲ

環
境
薬
学
*

衛
生
薬
学
Ⅲ

環
境
薬
学
*

薬
理
学
Ⅲ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅳ

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

衛
生
薬
学
Ⅲ

環
境
薬
学
*

衛
生
薬
学
Ⅲ

環
境
薬
学
*
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目

【
③

日
本

薬
局

方
】

１
）
日
本
薬
局
方
収
載
の
生
物
学
的
定
量
法
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

日
本
薬
局
方
概
論

薬
理
学
実
習

（
２

）
身

体
の

病
的

変
化

を
知

る

【
①

症
候

】

１
）
以
下
の
症
候
・
病
態
に
つ
い
て
、
生
じ
る
原
因
と
そ
れ
ら
を
伴
う
代
表
的
疾
患
を
挙
げ
、
患
者
情
報
を
も
と
に
疾
患
を

推
測
で
き
る
。

シ
ョ
ッ
ク
、
高
血
圧
、
低
血
圧
、
発
熱
、
け
い
れ
ん
、
意
識
障
害
・
失
神
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
脱
水
、
全
身
倦
怠
感
、

肥
満
・
や
せ
、
黄
疸
、
発
疹
、
貧
血
、
出
血
傾
向
、
リ
ン
パ
節
腫
脹
、
浮
腫
、
心
悸
亢
進
・
動
悸
、
胸
水
、
胸
痛
、

呼
吸
困
難
、
咳
・
痰
、
　
血
痰
・
喀
血
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
運
動
麻
痺
・
不
随
意
運
動
・
筋
力
低
下
、
腹
痛
、

悪
心
・
嘔
吐
、
嚥
下
困
難
・
障
害
、
食
欲
不
振
、
　
下
痢
・
便
秘
、
吐
血
・
下
血
、
腹
部
膨
満
（
腹
水
を
含
む
）
、

タ
ン
パ
ク
 
尿
、
血
尿
、
尿
量
・
排
尿
の
異
常
、
月
経
異
常
、
関
節
痛
・
関
節
腫
脹
、
腰
背
部
痛
、
記
憶
障
害
、

知
覚
異
常
（
し
び
れ
を
含
む
）
・
神
経
痛
、
視
力
障
害
、
聴
力
障
害

臨
床
検
査
化
学
Ⅰ

臨
床
検
査
化
学
Ⅱ

救
急
救
命
医
学
＊

【
②

病
態

・
臨

床
検

査
】

１
）
尿
検
査
お
よ
び
糞
便
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

２
）
血
液
検
査
、
血
液
凝
固
機
能
検
査
お
よ
び
脳
脊
髄
液
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

３
）
血
液
生
化
学
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

４
）
免
疫
学
的
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

５
）
動
脈
血
ガ
ス
分
析
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

６
）
代
表
的
な
生
理
機
能
検
査
（
心
機
能
、
腎
機
能
、
肝
機
能
、
呼
吸
機
能
等
）
、
病
理
組
織
検
査
お
よ
び
画
像
検
査
の

検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

７
）
代
表
的
な
微
生
物
検
査
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

８
）
代
表
的
な
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
検
査
項
目
を
列
挙
し
、
目
的
と
異
常
所
見
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
検
査
化
学
Ⅲ

救
急
救
命
医
学
＊

（
３

）
薬

物
治

療
の

位
置

づ
け

１
）
代
表
的
な
疾
患
に
お
け
る
薬
物
治
療
、
食
事
療
法
、
そ
の
他
の
非
薬
物
治
療
（
外
科
手
術
な
ど
）
の
位
置
づ
け
を

説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

２
）
代
表
的
な
疾
患
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
役
割
に
つ
い
て
、
病
態
、
薬
効
薬
理
、
薬
物
動
態
に
基
づ
い
て
討
議
す
る
。

（
知
識
・
技
能
）

実
務
実
習
演
習

（
４

）
医

薬
品

の
安

全
性

１
）
薬
物
の
主
作
用
と
副
作
用
、
毒
性
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
薬
物
の
副
作
用
と
有
害
事
象
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
以
下
の
障
害
を
呈
す
る
代
表
的
な
副
作
用
疾
患
に
つ
い
て
、
推
定
さ
れ
る
原
因
医
薬
品
、
身
体
所
見
、
検
査
所
見

お
よ
び
対
処
方
法
を
説
明
で
き
る
。

血
液
障
害
・
電
解
質
異
常
、
肝
障
害
、
腎
障
害
、
消
化
器
障
害
、
循
環
器
障
害
、
精
神
障
害
、
皮
膚
障
害
、

呼
吸
器
障
害
、
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
（
シ
ョ
ッ
ク
を
含
む
）
、
代
謝
障
害
、
筋
障
害

４
）
代
表
的
薬
害
、
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
、
健
康
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
討
議
す
る
。
（
態
度
）

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

E
2
　

薬
理

・
病

態
・

薬
物

治
療

（
１

）
神

経
系

の
疾

患
と

薬

【
①

自
律

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
】

１
）
交
感
神
経
系
に
作
用
し
、
そ
の
支
配
器
官
の
機
能
を
修
飾
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作
用
を
説
明
で
き
る
。

２
）
副
交
感
神
経
系
に
作
用
し
、
そ
の
支
配
器
官
の
機
能
を
修
飾
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な
副
作
用
を
説
明
で
き
る
。

３
）
神
経
節
に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
を
説
明
で
き
る
。

４
）
自
律
神
経
系
に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
理
学
実
習

臨
床
検
査
化
学
Ⅰ

臨
床
検
査
化
学
Ⅱ

臨
床
検
査
化
学
Ⅲ

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

26



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

体
性

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
・

筋
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

１
）
知
覚
神
経
に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
（
局
所
麻
酔
薬
な
ど
）
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
を

説
明
で
き
る
。

２
）
運
動
神
経
系
に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
を
挙
げ
、
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
を
説
明
で
き
る
。

３
）
知
覚
神
経
、
運
動
神
経
に
作
用
す
る
代
表
的
な
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
理
学
実
習

４
）
以
下
の
疾
患
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
G
u
i
l
l
a
i
n
-
B
a
r
r
é
（
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー
）
症
候
群
、
重
症
筋
無
力
症
（
重
複
）

臨
床
病
態
学

【
③

中
枢

神
経

系
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

１
）
全
身
麻
酔
薬
、
催
眠
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
演
習

２
）
麻
薬
性
鎮
痛
薬
、
非
麻
薬
性
鎮
痛
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
（
W
H
O

三
段
階
除
痛
ラ
ダ
ー
を
含
む
）
を
説
明
で
き
る
。

３
）
中
枢
興
奮
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

応
用
薬
理
学

４
）
統
合
失
調
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

５
）
う
つ
病
、
躁
う
つ
病
（
双
極
性
障
害
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

６
）
不
安
神
経
症
（
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
全
般
性
不
安
障
害
）
、
心
身
症
、
不
眠
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の

選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
演
習

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊

７
）
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

８
）
脳
血
管
疾
患
（
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
（
脳
血
栓
、
脳
塞
栓
、
一
過
性
脳
虚
血
）
、
く
も
膜
下
出
血
）
に
つ
い
て
、

治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医
薬
品
の
 
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

９
）
P
a
r
k
i
n
s
o
n
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
）
病
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

病
院
薬
学

1
0
）
認
知
症
（
A
l
z
h
e
i
m
e
r
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
）
型
認
知
症
、
脳
血
管
性
認
知
症
等
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）
を
説
明
で
き
る
。

1
1
）
片
頭
痛
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

1
2
）
中
枢
神
経
系
に
作
用
す
る
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
理
学
実
習

1
3
）
中
枢
神
経
系
疾
患
の
社
会
生
活
へ
の
影
響
お
よ
び
薬
物
治
療
の
重
要
性
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
態
度
）

1
4
）
以
下
の
疾
患
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

脳
炎
・
髄
膜
炎
（
重
複
）
、
多
発
性
硬
化
症
（
重
複
）
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、
N
a
r
c
o
l
e
p
s
y

（
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
）
、
薬
物
依
存
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

薬
物
治
療
学
Ⅱ

臨
床
薬
理
学
Ⅱ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

１
）
神
経
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効
（
薬
理
・
薬
物
動
態
）
の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅰ

（
２

）
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

お
よ

び
骨

・
関

節
の

疾
患

と
薬

【
①

抗
炎

症
薬

】

１
）
抗
炎
症
薬
（
ス
テ
ロ
イ
ド
性
お
よ
び
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
）
お
よ
び
解
熱
性
鎮
痛
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

２
）
抗
炎
症
薬
の
作
用
機
序
に
基
づ
い
て
炎
症
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
創
傷
治
癒
の
過
程
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅲ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

応
用
薬
理
学

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅱ

臨
床
病
態
学

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

応
用
薬
理
学

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊

臨
床
薬
理
学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１
）
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
薬
（
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
等
）
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）

　
　
　
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅰ

　
２
）
免
疫
抑
制
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
以
下
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

　
　
　
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　
　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
蕁
麻
疹
、
接
触
性
皮
膚
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、
花
粉
症
、

　
　
　
消
化
管
ア
レ
ル
ギ
ー
、
気
管
支
喘
息
（
重
複
）

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊

　
４
）
以
下
の
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
原
因
薬
物
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
対
処
法
を
説
明

　
　
　
で
き
る
。

　
　
　
S
t
e
v
e
n
s
-
J
o
h
n
s
o
n
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
-
ジ
ョ
ン
ソ
ン
）
症
候
群
、
中
毒
性
表
皮
壊
死
症
（
重
複
）
、
薬
剤
性

　
　
　
過
敏
症
症
候
群
、
薬
疹

　
５
）
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び

　
　
　
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊

　
６
）
以
下
の
疾
患
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　
　
尋
常
性
乾
癬
、
水
疱
症
、
光
線
過
敏
症
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

　
７
）
以
下
の
臓
器
特
異
的
自
己
免
疫
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

　
　
　
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　
　
バ
セ
ド
ウ
病
（
重
複
）
、
橋
本
病
（
重
複
）
、
悪
性
貧
血
(
重
複
）
、
ア
ジ
ソ
ン
病
、
1
型
糖
尿
病
（
重
複
）
、

　
　
　
重
症
筋
無
力
症
、
多
発
性
硬
化
症
、
特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、
自
己
免
疫
性
溶
血
性
貧
血
（
重
複
）
、

　
　
　
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群

　
８
）
以
下
の
全
身
性
自
己
免
疫
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び

　
　
　
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　
　
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
筋
炎
／
皮
膚
筋
炎
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
（
重
複
）

薬
物
治
療
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

　
９
）
臓
器
移
植
（
腎
臓
、
肝
臓
、
骨
髄
、
臍
帯
血
、
輸
血
）
に
つ
い
て
、
拒
絶
反
応
お
よ
び
移
植
片
対
宿
主
病
（
G
V
H
D
）

　
　
　
の
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

【
③

骨
・

関
節

・
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

　
　
　
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

　
２
）
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

　
　
　
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
化
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅳ

　
３
）
変
形
性
関
節
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

　
　
　
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅰ

臨
床
病
態
学

実
務
実
習
演
習

　
４
）
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
の
異
常
を
伴
う
疾
患
（
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
（
低
下
）
症
、
骨
軟
化
症
（
く
る
病
を
含
む
）
、

　
　
　
悪
性
腫
瘍
に
伴
う
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

　
　
　
お
よ
び
 
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅳ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１
）
免
疫
・
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効
（
薬
理
・
薬
物
動
態
）

　
　
　
の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅲ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

応
用
薬
理
学

細
胞
生
化
学
Ⅱ

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
３

）
循

環
器

系
・

血
液

系
・

造
血

器
系

・
泌

尿
器

系
・

生
殖

器
系

の
疾

患
と

薬

【
①

循
環

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

１
）
以
下
の
不
整
脈
お
よ
び
関
連
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び

病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

不
整
脈
の
例
示
：
上
室
性
期
外
収
縮
（
P
A
C
）
、
心
室
性
期
外
収
縮
（
P
V
C
）
、
心
房
細
動
（
A
f
）
、
発
作
性
上
室

頻
拍
（
P
S
V
T
)
、
W
P
W
症
候
群
、
心
室
頻
拍
（
V
T
）
、
心
室
細
動
（
V
f
）
、
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
、
Q
T
延
長
症
候
群

２
）
急
性
お
よ
び
慢
性
心
不
全
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
演
習

３
）
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

４
）
以
下
の
高
血
圧
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

本
態
性
高
血
圧
症
、
二
次
性
高
血
圧
症
（
腎
性
高
血
圧
症
、
腎
血
管
性
高
血
圧
症
を
含
む
）

実
務
実
習
演
習

５
）
以
下
の
疾
患
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
A
S
O
）
、
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
、
弁
膜
症
、
先
天
性
心
疾
患

薬
物
治
療
学
Ⅱ

６
）
循
環
器
系
に
作
用
す
る
薬
物
の
効
果
を
動
物
実
験
で
測
定
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
理
学
実
習

【
②

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

１
）
止
血
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

血
清
製
剤
学
＊

２
）
抗
血
栓
薬
、
抗
凝
固
薬
お
よ
び
血
栓
溶
解
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用

を
説
明
で
き
る
。

３
）
以
下
の
貧
血
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

鉄
欠
乏
性
貧
血
、
巨
赤
芽
球
性
貧
血
(
悪
性
貧
血
等
）
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
自
己
免
疫
性
溶
血
性
貧
血
（
A
I
H
A
）
、

腎
性
貧
血
、
鉄
芽
球
性
貧
血

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊

４
）
播
種
性
血
管
内
凝
固
症
候
群
（
D
I
C
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

５
）
以
下
の
疾
患
に
つ
い
て
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

血
友
病
、
血
栓
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
（
T
T
P
）
、
白
血
球
減
少
症
、
血
栓
塞
栓
症
、
白
血
病
（
重
複
）
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
（
重
複
）

（
E
2
（
7
）
【
⑧
悪
性
腫
瘍
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
参
照
）

【
③

泌
尿

器
系

、
生

殖
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
薬

物
治

療
】

１
）
利
尿
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅲ

２
）
急
性
お
よ
び
慢
性
腎
不
全
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

３
）
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
検
査
化
学
Ⅲ

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

病
院
薬
学

４
）
過
活
動
膀
胱
お
よ
び
低
活
動
膀
胱
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び

病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

臨
床
病
態
学

５
）
以
下
の
泌
尿
器
系
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
、
糸
球
体
腎
炎
（
重
複
）
、
糖
尿
病
性
腎
症
（
重
複
）
、
薬
剤
性
腎
症
（
重
複
）
、
腎
盂

腎
炎
（
重
複
）
、
膀
胱
炎
（
重
複
）
、
尿
路
感
染
症
（
重
複
）
、
尿
路
結
石

臨
床
検
査
化
学
Ⅲ

６
）
以
下
の
生
殖
器
系
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

前
立
腺
肥
大
症
、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
筋
腫

７
）
妊
娠
・
分
娩
・
避
妊
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
薬
物
に
つ
い
て
、
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

お
よ
び
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

８
）
以
下
の
生
殖
器
系
疾
患
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

異
常
妊
娠
、
異
常
分
娩
、
不
妊
症

応
用
薬
理
学

血
清
製
剤
学
＊

臨
床
病
態
学

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

臨
床
病
態
学

薬
理
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

臨
床
病
態
学

応
用
薬
理
学

応
用
薬
理
学

病
院
薬
学

薬
理
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

１
）
循
環
系
・
泌
尿
器
系
・
生
殖
器
系
疾
患
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効

（
薬
理
・
薬
物
動
態
）
の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

（
４

）
呼

吸
器

系
・

消
化

器
系

の
疾

患
と

薬

【
①

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

１
）
気
管
支
喘
息
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

２
）
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
お
よ
び
喫
煙
に
関
連
す
る
疾
患
（
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の

薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品

の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

３
）
間
質
性
肺
炎
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

４
）
鎮
咳
薬
、
去
痰
薬
、
呼
吸
興
奮
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明

で
き
る
。

【
②

消
化

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

１
）
以
下
の
上
部
消
化
器
疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び

病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

胃
食
道
逆
流
症
（
逆
流
性
食
道
炎
を
含
む
）
、
消
化
性
潰
瘍
、
胃
炎

応
用
薬
理
学

２
）
炎
症
性
腸
疾
患
（
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
等
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

３
）
肝
疾
患
（
肝
炎
、
肝
硬
変
（
ウ
イ
ル
ス
性
を
含
む
）
、
薬
剤
性
肝
障
害
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理

作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）

を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

４
）
膵
炎
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
病
態
学

５
）
胆
道
疾
患
（
胆
石
症
、
胆
道
炎
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

６
）
機
能
性
消
化
管
障
害
（
過
敏
性
腸
症
候
群
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

７
）
便
秘
・
下
痢
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
検
査
化
学
Ⅲ

８
）
悪
心
・
嘔
吐
に
つ
い
て
、
治
療
薬
お
よ
び
関
連
薬
物
（
催
吐
薬
）
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

９
）
痔
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

１
）
呼
吸
器
系
・
消
化
器
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効
（
薬
理
・
薬
物
動
態
）

の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅰ

（
５

）
代

謝
系

・
内

分
泌

系
の

疾
患

と
薬

【
①

代
謝

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

１
）
糖
尿
病
と
そ
の
合
併
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び

病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

病
院
薬
学

実
務
実
習
演
習

２
）
脂
質
異
常
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態

生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

３
）
高
尿
酸
血
症
・
痛
風
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅳ

病
院
薬
学

臨
床
薬
理
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅰ

臨
床
病
態
学

臨
床
薬
理
学
Ⅱ

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊

薬
理
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

臨
床
病
態
学

臨
床
薬
理
学
Ⅲ
＊

細
胞
生
化
学
Ⅱ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１
）
性
ホ
ル
モ
ン
関
連
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅲ

臨
床
病
態
学

応
用
薬
理
学

　
２
）
B
a
s
e
d
o
w
（
バ
セ
ド
ウ
）
病
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び

　
　
　
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

応
用
薬
理
学

　
３
）
甲
状
腺
炎
（
慢
性
（
橋
本
病
）
、
亜
急
性
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

　
　
　
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
４
）
尿
崩
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

　
　
　
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
化
学
Ⅰ

臨
床
検
査
化
学
Ⅲ

　
５
）
以
下
の
疾
患
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　
　
先
端
巨
大
症
、
高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
、
下
垂
体
機
能
低
下
症
、
A
D
H
不
適
合
分
泌
症
候
群
（
S
I
A
D
H
）
、
副

　
　
　
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
•
低
下
症
、
C
u
s
h
i
n
g
（
ク
ッ
シ
ン
グ
）
症
候
群
、
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
、
褐
色
細
胞
腫
、

　
　
　
副
腎
不
全
（
急
性
、
慢
性
）
、
子
宮
内
膜
症
（
重
複
）
、
ア
ジ
ソ
ン
病
（
重
複
）

細
胞
生
化
学
Ⅰ

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１
）
代
謝
系
・
内
分
布
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効
（
薬
理
・
薬
物
動
態
）
の

　
　
　
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅳ

（
６

）
感

覚
器

・
皮

膚
の

疾
患

と
薬

【
①

眼
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１
）
緑
内
障
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

　
　
　
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
２
）
白
内
障
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

　
　
　
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
加
齢
性
黄
斑
変
性
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

　
　
　
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
４
）
以
下
の
疾
患
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
 

　
　
　
結
膜
炎
（
重
複
）
、
網
膜
症
、
ぶ
ど
う
膜
炎
、
網
膜
色
素
変
性
症

【
②

耳
鼻

咽
喉

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１
）
め
ま
い
（
動
揺
病
、
M
e
n
i
e
r
e
（
メ
ニ
エ
ー
ル
）
病
等
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、

　
　
　
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
検
査
化
学
Ⅲ

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅲ

　
２
）
以
下
の
疾
患
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。
 

　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
（
重
複
）
、
花
粉
症
（
重
複
）
、
副
鼻
腔
炎
（
重
複
）
、
中
耳
炎
（
重
複
）
、
口
内
炎
・

　
　
　
咽
頭
炎
・
扁
桃
腺
炎
(
重
複
)
、
喉
頭
蓋
炎

薬
物
治
療
学
Ⅰ

実
務
実
習
演
習

【
③

皮
膚

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１
）
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

　
　
　
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　
 
（
E
2
（
2
）
【
②
免
疫
・
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
参
照
）

薬
物
治
療
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅲ

　
２
）
皮
膚
真
菌
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、

　
　
　
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
　
 
（
E
2
（
7
）
【
⑤
真
菌
感
染
症
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 
参
照
）

薬
理
学
Ⅲ

薬
理
学
Ⅳ

　
３
）
褥
瘡
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

　
　
　
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅲ

薬
理
学
Ⅳ

　
４
）
以
下
の
疾
患
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
　
　
蕁
麻
疹
（
重
複
）
、
薬
疹
（
重
複
）
、
水
疱
症
（
重
複
）
、
乾
癬
(
重
複
）
、
接
触
性
皮
膚
炎
（
重
複
）
、
光
線

　
　
　
過
敏
症
（
重
複
)

薬
物
治
療
学
Ⅰ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１
）
感
覚
器
・
皮
膚
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効
（
薬
理
・
薬
物
動
態
）
の
関
連
を

　
　
　
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅳ

細
胞
生
化
学
Ⅰ

臨
床
病
態
学

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅰ

薬
物
治
療
学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
７

）
病

原
微

生
物

（
感

染
症

）
・

悪
性

新
生

物
（

が
ん

）
と

薬

【
①

抗
菌

薬
】

１
）
以
下
の
抗
菌
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
、
主
な
副
作
用
、
相
互
作
用
、
組
織
移
行
性
）

お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

β
-
ラ
ク
タ
ム
系
、
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
、
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
、
ア
ミ
ノ
配
糖
体
（
ア
ミ
ノ
グ
リ
コ
シ
ド
）
系
、

キ
ノ
ロ
ン
系
、
グ
リ
コ
ペ
プ
チ
ド
系
、
抗
結
核
薬
、
サ
ル
フ
ァ
剤
（
S
T
合
剤
を
含
む
）
、
そ
の
他
の
抗
菌
薬

２
）
細
菌
感
染
症
に
関
係
す
る
代
表
的
な
生
物
学
的
製
剤
（
ワ
ク
チ
ン
等
）
を
挙
げ
、
そ
の
作
用
機
序
を
説
明

で
き
る
。

【
②

抗
菌

薬
の

耐
性

】

１
）
主
要
な
抗
菌
薬
の
耐
性
獲
得
機
構
お
よ
び
耐
性
菌
出
現
へ
の
対
応
を
説
明
で
き
る
。

微
生
物
学
Ⅱ

感
染
症
予
防
学

薬
理
学
Ⅳ

【
③

細
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

１
）
以
下
の
呼
吸
器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
、
感
染
経
路
と
予
防
方
法
お
よ
び
薬
物

治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

上
気
道
炎
（
か
ぜ
症
候
群
（
大
部
分
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
を
含
む
）
、
気
管
支
炎
、
扁
桃
炎
、
細
菌
性
肺
炎
、

肺
結
核
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
感
染
症
、
百
日
咳
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

２
）
以
下
の
消
化
器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）

を
説
明
で
き
る
。

急
性
虫
垂
炎
、
胆
囊
炎
、
胆
管
炎
、
病
原
性
大
腸
菌
感
染
症
、
食
中
毒
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感
染
症
、

赤
痢
、
コ
レ
ラ
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
偽
膜
性
大
腸
炎

３
）
以
下
の
感
覚
器
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）

を
説
明
で
き
る
。

副
鼻
腔
炎
、
中
耳
炎
、
結
膜
炎

実
務
実
習
演
習

４
）
以
下
の
尿
路
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）

を
説
明
で
き
る
。

腎
盂
腎
炎
、
膀
胱
炎
、
尿
道
炎

５
）
以
下
の
性
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
、
予
防
方
法
お
よ
び
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の

選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

梅
毒
、
淋
病
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
症
等

６
）
脳
炎
、
髄
膜
炎
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明
で
き
る
。

７
）
以
下
の
皮
膚
細
菌
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）
を
説
明
で
き
る
。

伝
染
性
膿
痂
疹
、
丹
毒
、
癰
、
毛
囊
炎
、
ハ
ン
セ
ン
病

８
）
感
染
性
心
内
膜
炎
、
胸
膜
炎
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
お
よ
び
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の

選
択
等
）
 
を
説
明
で
き
る
。

９
）
以
下
の
薬
剤
耐
性
菌
に
よ
る
院
内
感
染
に
つ
い
て
、
感
染
経
路
と
予
防
方
法
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状

等
）
お
よ
び
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

M
R
S
A
、
V
R
E
、
セ
ラ
チ
ア
、
緑
膿
菌
等

1
0
）
以
下
の
全
身
性
細
菌
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
、
感
染
経
路
と
予
防
方
法
お
よ
び

薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

ジ
フ
テ
リ
ア
、
劇
症
型
A
群
β
溶
血
性
連
鎖
球
菌
感
染
症
、
新
生
児
B
群
連
鎖
球
菌
感
染
症
、
破
傷
風
、
敗
血
症

薬
理
学
Ⅳ

微
生
物
学
Ⅱ

感
染
症
予
防
学

薬
理
学
Ⅳ

薬
理
学
Ⅳ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅳ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
お

よ
び

プ
リ

オ
ン

病
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

１
）
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
、
水
痘
・
帯
状
疱
疹
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理

（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

２
）
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

３
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
感
染
経
路
と

予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
理
学
Ⅱ

４
）
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
（
H
A
V
、
H
B
V
、
H
C
V
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

感
染
経
路
と
予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
（
急
性
肝
炎
、
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
細
胞
が
ん
）
、

症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。
（
重
複
）

５
）
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
A
I
D
S
）
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、

感
染
経
路
と
予
防
方
法
お
よ
び
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明
で
き
る
。

６
）
以
下
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
プ
リ
オ
ン
病
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
感
染
経
路
と
予
防
方
法
お
よ
び
病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

伝
染
性
紅
斑
（
リ
ン
ゴ
病
）
、
手
足
口
病
、
伝
染
性
単
核
球
症
、
突
発
性
発
疹
、
咽
頭
結
膜
熱
、
ウ
イ
ル
ス

性
下
痢
症
、
麻
疹
、
風
疹
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、
風
邪
症
候
群
、
C
r
e
u
t
z
f
e
l
d
t
-
J
a
k
o
b
（
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
-

ヤ
コ
ブ
）
病

【
⑤

真
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

１
）
抗
真
菌
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
お
よ
び
臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

２
）
以
下
の
真
菌
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を

説
明
で
き
る
。

皮
膚
真
菌
症
、
カ
ン
ジ
ダ
症
、
ニ
ュ
ー
モ
シ
ス
チ
ス
肺
炎
、
肺
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
症
、
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
症

臨
床
診
療
学
＊

【
⑥

原
虫

・
寄

生
虫

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

１
）
以
下
の
原
虫
感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び
病
態

（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

マ
ラ
リ
ア
、
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢

２
）
以
下
の
寄
生
虫
感
染
症
に
つ
い
て
、
治
療
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
）
、
お
よ
び

病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

回
虫
症
、
蟯
虫
症
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症

【
⑦

悪
性

腫
瘍

】

１
）
腫
瘍
の
定
義
（
良
性
腫
瘍
と
悪
性
腫
瘍
の
違
い
）
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
物
学

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

２
）
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
以
下
の
項
目
を
概
説
で
き
る
。

組
織
型
分
類
お
よ
び
病
期
分
類
、
悪
性
腫
瘍
の
検
査
（
細
胞
診
、
組
織
診
、
画
像
診
断
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

（
腫
瘍
関
連
の
変
異
遺
伝
子
、
遺
伝
子
産
物
を
含
む
）
）
、
悪
性
腫
瘍
の
疫
学
（
が
ん
罹
患
の
現
状
お
よ
び

が
ん
死
亡
の
現
状
）
、
悪
性
腫
瘍
の
リ
ス
ク
お
よ
び
予
防
要
因

３
）
悪
性
腫
瘍
の
治
療
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
位
置
づ
け
を
概
説
で
き
る
。

細
胞
生
物
学

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

薬
理
学
Ⅳ

薬
理
学
Ⅳ

臨
床
診
療
学
＊

薬
理
学
Ⅳ

臨
床
診
療
学
＊

微
生
物
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅳ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑧

悪
性

腫
瘍

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

１
）
以
下
の
抗
悪
性
腫
瘍
薬
の
薬
理
（
薬
理
作
用
、
機
序
、
主
な
副
作
用
、
相
互
作
用
、
組
織
移
行
性
）
お
よ
び

臨
床
適
用
を
説
明
で
き
る
。

ア
ル
キ
ル
化
薬
、
代
謝
拮
抗
薬
、
抗
腫
瘍
抗
生
物
質
、
微
小
管
阻
害
薬
、
ト
ポ
イ
ソ
メ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
、

抗
腫
瘍
ホ
ル
モ
ン
関
連
薬
、
白
金
製
剤
、
分
子
標
的
治
療
薬
、
そ
の
他
の
抗
悪
性
腫
瘍
薬

細
胞
生
化
学
Ⅰ

２
）
抗
悪
性
腫
瘍
薬
に
対
す
る
耐
性
獲
得
機
構
を
説
明
で
き
る
。

３
）
抗
悪
性
腫
瘍
薬
の
主
な
副
作
用
（
下
痢
、
悪
心
・
嘔
吐
、
白
血
球
減
少
、
皮
膚
障
害
（
手
足
症
候
群
を
含
む
）
、

血
小
板
減
少
等
）
の
軽
減
の
た
め
の
対
処
法
を
説
明
で
き
る
。

４
）
代
表
的
な
が
ん
化
学
療
法
の
レ
ジ
メ
ン
（
F
O
L
F
O
X
等
）
に
つ
い
て
、
構
成
薬
物
お
よ
び
そ
の
役
割
、
副
作
用
、

対
象
疾
患
を
概
説
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅳ

５
）
以
下
の
白
血
病
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

急
性
（
慢
性
）
骨
髄
性
白
血
病
、
急
性
（
慢
性
）
リ
ン
パ
性
白
血
病
、
成
人
T
細
胞
白
血
病
（
A
T
L
）

臨
床
診
療
学
＊

６
）
悪
性
リ
ン
パ
腫
お
よ
び
多
発
性
骨
髄
腫
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品

の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

７
）
骨
肉
腫
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅳ

８
）
以
下
の
消
化
器
系
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択

等
）
を
説
明
で
き
る
。

胃
癌
、
食
道
癌
、
肝
癌
、
大
腸
癌
、
胆
囊
・
胆
管
癌
、
膵
癌

薬
物
治
療
学
Ⅰ

薬
理
学
Ⅳ

９
）
肺
癌
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
理
学
Ⅱ

臨
床
診
療
学
＊

1
0
）
以
下
の
頭
頸
部
お
よ
び
感
覚
器
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

脳
腫
瘍
、
網
膜
芽
細
胞
腫
、
喉
頭
、
咽
頭
、
鼻
腔
・
副
鼻
腔
、
口
腔
の
悪
性
腫
瘍

1
1
）
以
下
の
生
殖
器
の
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）

を
説
明
で
き
る
。

前
立
腺
癌
、
子
宮
癌
、
卵
巣
癌

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

1
2
）
腎
・
尿
路
系
の
悪
性
腫
瘍
（
腎
癌
、
膀
胱
癌
）
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療

（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

1
3
）
乳
癌
に
つ
い
て
、
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
・
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

臨
床
薬
理
学
Ⅱ

臨
床
診
療
学
＊

【
⑨

が
ん

終
末

期
医

療
と

緩
和

ケ
ア

】

１
）
が
ん
終
末
期
の
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
と
治
療
を
説
明
で
き
る
。

２
）
が
ん
性
疼
痛
の
病
態
（
病
態
生
理
、
症
状
等
）
と
薬
物
治
療
（
医
薬
品
の
選
択
等
）
を
説
明
で
き
る
。

【
⑩

化
学

構
造

と
薬

効
】

１
）
病
原
微
生
物
・
悪
性
新
生
物
が
関
わ
る
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
薬
物
の
基
本
構
造
と
薬
効
（
薬
理
・

薬
物
動
態
）
の
関
連
を
概
説
で
き
る
。

薬
理
学
Ⅳ

（
８

）
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

と
ゲ

ノ
ム

情
報

【
①

組
換

え
体

医
薬

品
】

１
）
組
換
え
体
医
薬
品
の
特
色
と
有
用
性
を
説
明
で
き
る
。

２
）
代
表
的
な
組
換
え
体
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

３
）
組
換
え
体
医
薬
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

細
胞
生
物
学

【
②

遺
伝

子
治

療
】

１
）
遺
伝
子
治
療
の
原
理
、
方
法
と
手
順
、
現
状
、
お
よ
び
倫
理
的
問
題
点
を
概
説
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

医
薬
倫
理
学

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

薬
物
治
療
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅳ

薬
理
学
Ⅳ

薬
物
治
療
学
Ⅱ

細
胞
生
化
学
Ⅱ

薬
理
学
Ⅳ

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

薬
理
学
Ⅳ

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

細
胞

、
組

織
を

利
用

し
た

移
植

医
療

】

１
）
移
植
医
療
の
原
理
、
方
法
と
手
順
、
現
状
お
よ
び
ゲ
ノ
ム
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
倫
理
的
問
題
点
を
概
説

で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

医
薬
倫
理
学

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

２
）
摘
出
お
よ
び
培
養
組
織
を
用
い
た
移
植
医
療
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

医
薬
倫
理
学

３
）
臍
帯
血
、
末
梢
血
お
よ
び
骨
髄
に
由
来
す
る
血
液
幹
細
胞
を
用
い
た
移
植
医
療
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
治
療
学
Ⅱ

４
）
胚
性
幹
細
胞
（
E
S
細
胞
）
、
人
工
多
能
性
幹
細
胞
（
i
P
S
細
胞
）
を
用
い
た
細
胞
移
植
医
療
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

（
９

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

と
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

１
）
地
域
に
お
け
る
疾
病
予
防
、
健
康
維
持
増
進
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
薬
剤
師
が
果
た
す
役
割
を

概
説
で
き
る
。

未
病
治
療
学
＊

２
）
要
指
導
医
薬
品
お
よ
び
一
般
用
医
薬
品
（
リ
ス
ク
の
程
度
に
応
じ
た
区
分
（
第
一
類
、
第
二
類
、
第
三
類
）
も

含
む
）
に
つ
い
て
説
明
し
、
各
分
類
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
製
剤
を
列
挙
で
き
る
。

３
）
代
表
的
な
症
候
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
頻
度
の
高
い
疾
患
、
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
疾
患
を
列
挙
で
き
る
。

薬
局
管
理
学

４
）
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
の
選
択
、
受
診
勧
奨
の
要
否
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
患
者
情
報
を
収
集

で
き
る
。
（
技
能
）

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
a

薬
局
管
理
学

５
）
以
下
の
疾
患
・
症
候
に
対
す
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
る
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
等
に

含
ま
れ
る
成
分
・
作
用
・
副
作
用
を
列
挙
で
き
る
。

発
熱
、
痛
み
、
か
ゆ
み
、
消
化
器
症
状
、
呼
吸
器
症
状
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
細
菌
・
真
菌
感
染
症
、
生
活
習
慣
病
　
等

薬
局
管
理
学

６
）
主
な
養
生
法
（
運
動
・
食
事
療
法
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
保
健
機
能
食
品
を
含
む
）
と
そ
の
健
康
の
保
持
・
促
進

に
お
け
る
意
義
を
説
明
で
き
る
。

未
病
治
療
学
＊

７
）
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
と
医
療
用
医
薬
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
保
健
機
能
食
品
等
と
の
代
表
的
な

相
互
作
用
を
説
明
で
き
る
。

８
）
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
等
に
よ
る
治
療
効
果
と
副
作
用
を
判
定
す
る
た
め
の
情
報
を
収
集
し
評
価

で
き
る
。
（
技
能
）

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
b

薬
局
管
理
学

（
1
0
）

医
療

の
中

の
漢

方
薬

【
①

漢
方

薬
の

基
礎

】

１
）
漢
方
の
特
徴
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

２
）
以
下
の
漢
方
の
基
本
用
語
を
説
明
で
き
る
。

陰
陽
、
虚
実
、
寒
熱
、
表
裏
、
気
血
水
、
証

３
）
配
合
生
薬
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
漢
方
薬
の
系
統
的
な
分
類
が
説
明
で
き
る
。

４
）
漢
方
薬
と
西
洋
薬
、
民
間
薬
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
保
健
機
能
食
品
な
ど
と
の
相
違
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

未
病
治
療
学
＊

天
然
薬
物
学
*

【
②

漢
方

薬
の

応
用

】

１
）
漢
方
医
学
に
お
け
る
診
断
法
、
体
質
や
病
態
の
捉
え
方
、
治
療
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

漢
方
概
論

未
病
治
療
学
＊

２
）
日
本
薬
局
方
に
収
載
さ
れ
る
漢
方
薬
の
適
応
と
な
る
証
、
症
状
や
疾
患
に
つ
い
て
例
示
し
て
説
明
で
き
る
。

日
本
薬
局
方
概
論

漢
方
概
論

３
）
現
代
医
療
に
お
け
る
漢
方
薬
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

漢
方
概
論

天
然
薬
物
学
*

【
③

漢
方

薬
の

注
意

点
】

１
）
漢
方
薬
の
副
作
用
と
使
用
上
の
注
意
点
を
例
示
し
て
説
明
で
き
る
。

漢
方
概
論

天
然
薬
物
学
*

（
1
1
）

薬
物

治
療

の
最

適
化

【
①

総
合

演
習

】

１
）
代
表
的
な
疾
患
の
症
例
に
つ
い
て
、
患
者
情
報
お
よ
び
医
薬
品
情
報
な
ど
の
情
報
に
基
づ
い
て
薬
物
治
療
の

最
適
化
を
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

実
務
実
習
演
習

２
）
過
剰
量
の
医
薬
品
に
よ
る
副
作
用
へ
の
対
応
（
解
毒
薬
を
含
む
）
を
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

３
）
長
期
療
養
に
付
随
す
る
合
併
症
を
列
挙
し
、
そ
の
薬
物
治
療
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

漢
方
概
論

臨
床
検
査
化
学
Ⅱ

医
薬
倫
理
学

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

E
3
 
薬

物
治

療
に

役
立

つ
情

報

（
１

）
医

薬
品

情
報

【
①

情
報

】

１
）
医
薬
品
を
使
用
し
た
り
取
り
扱
う
上
で
、
必
須
の
医
薬
品
情
報
を
列
挙
で
き
る
。

２
）
医
薬
品
情
報
に
関
わ
っ
て
い
る
職
種
を
列
挙
し
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

３
）
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
等
を
含
む
）
の
開
発
過
程
で
行
わ
れ
る
試
験
（
非
臨
床
試
験
、
臨
床
試
験
、
安
定
性

試
験
等
）
と
得
ら
れ
る
医
薬
品
情
報
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

４
）
医
薬
品
の
市
販
後
に
行
わ
れ
る
調
査
・
試
験
と
得
ら
れ
る
医
薬
品
情
報
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

５
）
医
薬
品
情
報
に
関
係
す
る
代
表
的
な
法
律
・
制
度
（
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
、
G
C
P
、
G
V
P
、
G
P
S
P
、
R
M
P
 
な
ど
）
と
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て

概
説
で
き
る
。

【
②

情
報

源
】

１
）
医
薬
品
情
報
源
の
一
次
資
料
、
二
次
資
料
、
三
次
資
料
の
分
類
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

２
）
医
薬
品
情
報
源
と
し
て
代
表
的
な
二
次
資
料
、
三
次
資
料
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

３
）
厚
生
労
働
省
、
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
、
製
薬
企
業
な
ど
の
発
行
す
る
資
料
を
列
挙
し
、
概
説
で
き
る
。

４
）
医
薬
品
添
付
文
書
（
医
療
用
、
一
般
用
）
の
法
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

５
）
医
薬
品
添
付
文
書
（
医
療
用
、
一
般
用
）
の
記
載
項
目
（
警
告
、
禁
忌
、
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量
、
使
用

上
の
注
意
な
ど
）
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
意
味
や
記
載
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

６
）
医
薬
品
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ム
の
位
置
づ
け
と
医
薬
品
添
付
文
書
と
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

収
集

・
評

価
・

加
工

・
提

供
・

管
理

】

１
）
目
的
（
効
能
効
果
、
副
作
用
、
相
互
作
用
、
薬
剤
鑑
別
、
妊
婦
へ
の
投
与
、
中
毒
な
ど
）
に
合
っ
た
適
切
な

情
報
源
を
選
択
し
、
必
要
な
情
報
を
検
索
、
収
集
で
き
る
。
（
技
能
）

２
）
M
E
D
L
I
N
E
な
ど
の
医
学
・
薬
学
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
、
シ
ソ
ー
ラ
ス
の
重
要
性
を

理
解
し
、
検
索
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

３
）
医
薬
品
情
報
の
信
頼
性
、
科
学
的
妥
当
性
な
ど
を
評
価
す
る
際
に
必
要
な
基
本
的
項
目
を
列
挙
で
き
る
。

４
）
臨
床
試
験
な
ど
の
原
著
論
文
お
よ
び
三
次
資
料
に
つ
い
て
医
薬
品
情
報
の
質
を
評
価
で
き
る
。
（
技
能
）

５
）
医
薬
品
情
報
を
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
加
工
・
提
供
し
管
理
す
る
際
の
方
法
と
注
意
点
（
知
的
所
有
権
、
守
秘

義
務
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
④

E
B
M
（

E
v
i
d
e
n
c
e
-
b
a
s
e
d
 
M
e
d
i
c
i
n
e
）

】

１
）
E
B
M
の
基
本
概
念
と
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

２
）
代
表
的
な
臨
床
研
究
法
（
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
、
ケ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
研
究
な
ど
）

の
長
所
と
短
所
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

３
）
臨
床
研
究
論
文
の
批
判
的
吟
味
に
必
要
な
基
本
的
項
目
を
列
挙
し
、
内
的
妥
当
性
（
研
究
結
果
の
正
確
度
や

再
現
性
）
と
外
的
妥
当
性
（
研
究
結
果
の
一
般
化
の
可
能
性
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

（
E
3
（
1
）
【
③
収
集
・
評
価
・
加
 
工
・
提
供
・
管
理
】
参
照
）

４
）
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
の
概
念
を
理
解
し
、
結
果
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
b

医
療
統
計
処
理
学

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑤

生
物

統
計

】

　
１
）
臨
床
研
究
に
お
け
る
基
本
的
な
統
計
量
（
平
均
値
、
中
央
値
、
標
準
偏
差
、
標
準
誤
差
、
信
頼
区
間
な
ど
）

　
　
　
の
意
味
と
違
い
を
説
明
で
き
る
。

　
２
）
帰
無
仮
説
の
概
念
お
よ
び
検
定
と
推
定
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
代
表
的
な
分
布
（
正
規
分
布
、
ｔ
分
布
、
二
項
分
布
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布
、
χ

2
分
布
、
F
分
布
）
に
つ
い
て

　
　
　
概
説
で
き
る
。

　
４
）
主
な
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
検
定
と
ノ
ン
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
検
定
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
使
い
分
け
を
説
明
で
き
る
。

　
５
）
二
群
間
の
差
の
検
定
（
ｔ
検
定
、
χ

2
検
定
な
ど
）
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

　
６
）
主
な
回
帰
分
析
（
直
線
回
帰
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
な
ど
）
と
相
関
係
数
の
検
定
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
７
）
基
本
的
な
生
存
時
間
解
析
法
（
カ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
曲
線
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

【
⑥

臨
床

研
究

デ
ザ

イ
ン

と
解

析
】

　
１
）
臨
床
研
究
（
治
験
を
含
む
）
の
代
表
的
な
手
法
（
介
入
研
究
、
観
察
研
究
）
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を

　
　
　
概
説
で
き
る
。

　
２
）
臨
床
研
究
に
お
け
る
バ
イ
ア
ス
・
交
絡
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
３
）
観
察
研
究
で
の
主
な
疫
学
研
究
デ
ザ
イ
ン
（
症
例
報
告
、
症
例
集
積
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
、
ケ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
研
究
、
ネ
ス
テ
ッ
ド
ケ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
研
究
、
ケ
ー
ス
コ
ホ
ー
ト
研
究
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
４
）
副
作
用
の
因
果
関
係
を
評
価
す
る
た
め
の
方
法
（
副
作
用
判
定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
５
）
優
越
性
試
験
と
非
劣
性
試
験
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
６
）
介
入
研
究
の
計
画
上
の
技
法
（
症
例
数
設
定
、
ラ
ン
ダ
ム
化
、
盲
検
化
な
ど
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
７
）
統
計
解
析
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
８
）
介
入
研
究
の
効
果
指
標
（
真
の
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と
代
用
の
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
、
主
要
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と

　
　
　
副
次
的
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
）
の
違
い
を
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

　
９
）
臨
床
研
究
の
結
果
（
有
効
性
、
安
全
性
）
の
主
な
パ
ラ
メ
ー
タ
（
相
対
リ
ス
ク
、
相
対
リ
ス
ク
減
少
、
絶
対

　
　
　
リ
ス
ク
、
絶
対
リ
ス
ク
減
少
、
治
療
必
要
数
、
オ
ッ
ズ
比
、
発
生
率
、
発
生
割
合
）
を
説
明
し
、
計
算
で
き
る
。

　
　
　
（
知
識
・
技
能
）

【
⑦

医
薬

品
の

比
較

・
評

価
】

　
１
）
病
院
や
薬
局
に
お
い
て
医
薬
品
を
採
用
・
選
択
す
る
際
に
検
討
す
べ
き
項
目
を
列
挙
し
、
そ
の
意
義
を
説
明
で
き
る
。

　
２
）
医
薬
品
情
報
に
も
と
づ
い
て
、
代
表
的
な
同
種
同
効
薬
の
有
効
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
比
較
・
評
価
で
き
る
。

　
　
　
（
技
能
）

　
３
）
医
薬
品
情
報
に
も
と
づ
い
て
、
先
発
医
薬
品
と
後
発
医
薬
品
の
品
質
、
安
全
性
、
経
済
性
な
ど
に
つ
い
て
、

　
　
　
比
較
・
評
価
で
き
る
。
（
技
能
）

（
２

）
患

者
情

報

【
①

情
報

と
情

報
源

】

　
１
）
薬
物
治
療
に
必
要
な
患
者
基
本
情
報
を
列
挙
で
き
る
。

　
２
）
患
者
情
報
源
の
種
類
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
説
明
で
き
る
。

【
②

収
集

・
評

価
・

管
理

】

　
１
）
問
題
志
向
型
シ
ス
テ
ム
（
P
O
S
）
を
説
明
で
き
る
。

　
２
）
S
O
A
P
形
式
な
ど
の
患
者
情
報
の
記
録
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
医
薬
品
の
効
果
や
副
作
用
を
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
患
者
情
報
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
４
）
患
者
情
報
の
取
扱
い
に
お
け
る
守
秘
義
務
と
管
理
の
重
要
性
を
説
明
で
き
る
。

　
　
 
（
A
（
2
）
【
③
患
者
の
権
利
】
参
照
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

病
院
薬
学

薬
剤
師
業
務
概
論

医
療
統
計
処
理
学

医
療
統
計
処
理
学

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
b

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

病
院
薬
学

薬
剤
師
業
務
概
論
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
３

）
個

別
化

医
療

【
①

遺
伝

的
素

因
】

　
１
）
薬
物
の
主
作
用
お
よ
び
副
作
用
に
影
響
す
る
代
表
的
な
遺
伝
的
素
因
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
薬
物
動
態
に
影
響
す
る
代
表
的
な
遺
伝
的
素
因
（
薬
物
代
謝
酵
素
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
遺
伝
子
変
異
な
ど
）

　
　
　
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
３
）
遺
伝
的
素
因
を
考
慮
し
た
薬
物
治
療
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

【
②

年
齢

的
要

因
】

　
１
）
低
出
生
体
重
児
、
新
生
児
、
乳
児
、
幼
児
、
小
児
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
で
注
意
す
べ
き
点
を

　
　
　
説
明
で
き
る
。

　
２
）
高
齢
者
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
で
注
意
す
べ
き
点
を
説
明
で
き
る
。

【
③

臓
器

機
能

低
下

】

　
１
）
腎
疾
患
・
腎
機
能
低
下
時
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与
設
計
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
を
説
明
で
き
る
。

　
２
）
肝
疾
患
・
肝
機
能
低
下
時
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与
設
計
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
心
臓
疾
患
を
伴
っ
た
患
者
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
・
投
与
設
計
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
を
説
明
で
き
る
。

【
④

そ
の

他
の

要
因

】

　
１
）
薬
物
の
効
果
に
影
響
す
る
生
理
的
要
因
（
性
差
、
閉
経
、
日
内
変
動
な
ど
）
を
列
挙
で
き
る
。

　
２
）
妊
娠
・
授
乳
期
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
生
殖
・
妊
娠
・
授
乳
期
の
薬
物
治
療
で
注
意
す
べ
き
点
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
栄
養
状
態
の
異
な
る
患
者
（
肥
満
、
低
ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
、
腹
水
な
ど
）
に
お
け
る
薬
物
動
態
と
、
薬
物
治
療
で

　
　
　
注
意
す
べ
き
点
を
説
明
で
き
る
。

【
⑤

個
別

化
医

療
の

計
画

・
立

案
】

　
１
）
個
別
の
患
者
情
報
（
遺
伝
的
素
因
、
年
齢
的
要
因
、
臓
器
機
能
な
ど
）
と
医
薬
品
情
報
を
も
と
に
、
薬
物
治
療
を

　
　
　
計
画
・
立
案
で
き
る
。
（
技
能
）

薬
物
投
与
設
計
学

　
２
）
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断
に
も
と
づ
く
薬
物
治
療
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
化
学
Ⅰ

E
4
 
薬

の
生

体
内

運
命

（
１

）
薬

物
の

体
内

動
態

【
①

生
体

膜
透

過
】

　
１
）
薬
物
の
生
体
膜
透
過
に
お
け
る
単
純
拡
散
、
促
進
拡
散
お
よ
び
能
動
輸
送
の
特
徴
を
説
明
で
き
る
。

細
胞
生
物
学

　
２
）
薬
物
の
生
体
膜
透
過
に
関
わ
る
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
例
を
挙
げ
、
そ
の
特
徴
と
薬
物
動
態
に
お
け
る
役
割
を

　
　
　
説
明
で
き
る
。

【
②

吸
収

】

　
１
）
経
口
投
与
さ
れ
た
薬
物
の
吸
収
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
非
経
口
的
に
投
与
さ
れ
る
薬
物
の
吸
収
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
薬
物
の
吸
収
に
影
響
す
る
因
子
（
薬
物
の
物
性
、
生
理
学
的
要
因
な
ど
）
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

　
４
）
薬
物
の
吸
収
過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で
き
る
。

　
５
）
初
回
通
過
効
果
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
投
与
設
計
学

薬
物
投
与
設
計
学

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
物
投
与
設
計
学

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
物
投
与
設
計
学
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

分
布

】

　
１
）
薬
物
が
結
合
す
る
代
表
的
な
血
漿
タ
ン
パ
ク
質
を
挙
げ
、
タ
ン
パ
ク
結
合
の
強
い
薬
物
を
列
挙
で
き
る
。

　
２
）
薬
物
の
組
織
移
行
性
（
分
布
容
積
）
と
血
漿
タ
ン
パ
ク
結
合
な
ら
び
に
組
織
結
合
と
の
関
係
を
、
定
量
的

　
　
　
に
説
明
で
き
る
。

　
３
）
薬
物
の
タ
ン
パ
ク
結
合
お
よ
び
結
合
阻
害
の
測
定
・
解
析
方
法
を
説
明
で
き
る
。

　
４
）
血
液
－
組
織
関
門
の
構
造
・
機
能
と
、
薬
物
の
脳
や
胎
児
等
へ
の
移
行
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
薬
物
の
リ
ン
パ
お
よ
び
乳
汁
中
へ
の
移
行
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
６
）
薬
物
の
分
布
過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で
き
る
。

薬
物
投
与
設
計
学

【
④

代
謝

】

　
１
）
代
表
的
な
薬
物
代
謝
酵
素
を
列
挙
し
、
そ
の
代
謝
反
応
が
起
こ
る
組
織
な
ら
び
に
細
胞
内
小
器
官
、
反
応
様
式

　
　
　
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
薬
物
代
謝
の
第
Ⅰ
相
反
応
（
酸
化
・
還
元
・
加
水
分
解
）
、
第
Ⅱ
相
反
応
（
抱
合
）
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て

　
　
　
説
明
で
き
る
。

　
３
）
代
表
的
な
薬
物
代
謝
酵
素
（
分
子
種
）
に
よ
り
代
謝
さ
れ
る
薬
物
を
列
挙
で
き
る
。

　
４
）
プ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
と
活
性
代
謝
物
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
薬
物
代
謝
酵
素
の
阻
害
お
よ
び
誘
導
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
そ
れ
ら
に
関
連
し
て
起
こ
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
、

　
　
　
例
を
挙
げ
、
説
明
で
き
る
。

薬
物
投
与
設
計
学

【
⑤

排
泄

】

　
１
）
薬
物
の
尿
中
排
泄
機
構
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅰ

　
２
）
腎
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
と
、
糸
球
体
ろ
過
、
分
泌
、
再
吸
収
の
関
係
を
定
量
的
に
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

　
３
）
代
表
的
な
腎
排
泄
型
薬
物
を
列
挙
で
き
る
。

　
４
）
薬
物
の
胆
汁
中
排
泄
と
腸
肝
循
環
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
薬
物
の
排
泄
過
程
に
お
け
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
、
説
明
で
き
る
。

薬
物
投
与
設
計
学

（
２

）
薬

物
動

態
の

解
析

【
①

薬
物

速
度

論
】

　
１
）
線
形
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
と
、
関
連
す
る
薬
物
動
態
パ
ラ
メ
ー
タ
（
全
身
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、
分
布
容
積
、

　
　
　
消
失
半
減
期
、
生
物
学
的
利
用
能
な
ど
）
の
概
念
を
説
明
で
き
る
。

　
２
）
線
形
１
－
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
解
析
が
で
き
る
（
急
速
静
注
・
経
口
投
与
［
単
回
お
よ
び

　
　
　
反
復
 
投
与
］
、
定
速
静
注
）
。
（
知
識
、
技
能
）

　
３
）
体
内
動
態
が
非
線
形
性
を
示
す
薬
物
の
例
を
挙
げ
、
非
線
形
モ
デ
ル
に
基
づ
い
た
解
析
が
で
き
る
。
（
知
識
、

　
　
　
技
能
）

　
４
）
モ
ー
メ
ン
ト
解
析
の
意
味
と
、
関
連
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
算
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
組
織
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
肝
、
腎
）
お
よ
び
固
有
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
意
味
と
、
そ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
、
数
式

　
　
　
を
使
っ
て
説
明
で
き
る
。

　
６
）
薬
物
動
態
学
－
薬
力
学
解
析
（
P
K
-
P
D
解
析
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物
投
与
設
計
学

製
剤
・
薬
剤
学
実
習

【
②

T
D
M
 
(
T
h
e
r
a
p
e
u
t
i
c
 
D
r
u
g
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g
)
と

投
与

設
計

】

　
１
）
治
療
薬
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
T
D
M
）
の
意
義
を
説
明
し
、
T
D
M
が
有
効
な
薬
物
を
列
挙
で
き
る
。

　
２
）
T
D
M
を
行
う
際
の
採
血
ポ
イ
ン
ト
、
試
料
の
取
り
扱
い
、
測
定
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
薬
物
動
態
パ
ラ
メ
ー
タ
を
用
い
て
患
者
ご
と
の
薬
物
投
与
設
計
が
で
き
る
。
（
知
識
、
技
能
）

　
４
）
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
マ
コ
キ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
概
念
と
応
用
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

製
剤
・
薬
剤
学
実
習

薬
物
投
与
設
計
学

製
剤
・
薬
剤
学
実
習

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅰ

薬
物
動
態
学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

E
5
 
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

（
１

）
製

剤
の

性
質

【
①

固
形

材
料

】

　
１
）
粉
体
の
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
結
晶
（
安
定
形
お
よ
び
準
安
定
形
）
や
非
晶
質
、
無
水
物
や
水
和
物
の
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
固
形
材
料
の
溶
解
現
象
（
溶
解
度
、
溶
解
平
衡
な
ど
）
や
溶
解
し
た
物
質
の
拡
散
と
溶
解
速
度
に
つ
い
て
説
明

　
　
　
で
き
る
。

　
　
　
（
C
2
（
2
）
【
①
酸
・
塩
基
平
衡
】
1
.
及
び
【
②
各
種
の
化
学
平
衡
】
2
.
参
照
）

　
４
）
固
形
材
料
の
溶
解
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
子
（
p
H
や
温
度
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
固
形
材
料
の
溶
解
度
や
溶
解
速
度
を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

【
②

半
固

形
・

液
状

材
料

】

　
１
）
流
動
と
変
形
（
レ
オ
ロ
ジ
ー
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
高
分
子
の
構
造
と
高
分
子
溶
液
の
性
質
（
粘
度
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
③

分
散

系
材

料
】

　
１
）
界
面
の
性
質
（
界
面
張
力
、
分
配
平
衡
、
吸
着
な
ど
）
や
代
表
的
な
界
面
活
性
剤
の
種
類
と
性
質
に
つ
い
て

　
　
　
説
明
で
き
る
。

　
　
　
（
C
2
（
2
）
【
②
各
種
の
化
学
平
衡
】
4
.
参
照
）

　
２
）
代
表
的
な
分
散
系
（
分
子
集
合
体
、
コ
ロ
イ
ド
、
乳
剤
、
懸
濁
剤
な
ど
）
を
列
挙
し
、
そ
の
性
質
に
つ
い
て

　
　
　
説
明
で
き
る
。

　
３
）
分
散
し
た
粒
子
の
安
定
性
と
分
離
現
象
（
沈
降
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
 
４
）
分
散
安
定
性
を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

【
④

薬
物

及
び

製
剤

材
料

の
物

性
】

　
１
）
製
剤
分
野
で
汎
用
さ
れ
る
高
分
子
の
構
造
を
理
解
し
、
そ
の
物
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
薬
物
の
安
定
性
（
反
応
速
度
、
複
合
反
応
な
ど
）
や
安
定
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
子
（
p
H
、
温
度
な
ど
）

　
　
　
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
　
　
（
C
1
（
3
）
【
①
反
応
速
度
】
1
.
～
7
.
参
照
）

　
３
）
薬
物
の
安
定
性
を
高
め
る
代
表
的
な
製
剤
的
手
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

（
２

）
製

剤
設

計

【
①

代
表

的
な

製
剤

】

　
１
）
製
剤
化
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
経
口
投
与
す
る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
粘
膜
に
適
用
す
る
製
剤
（
点
眼
剤
、
吸
入
剤
な
ど
）
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
注
射
に
よ
り
投
与
す
る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
皮
膚
に
適
用
す
る
製
剤
の
種
類
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
６
）
そ
の
他
の
製
剤
（
生
薬
関
連
製
剤
、
透
析
に
用
い
る
製
剤
な
ど
）
の
種
類
と
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

【
②

製
剤

化
と

製
剤

試
験

法
】

　
１
）
代
表
的
な
医
薬
品
添
加
物
の
種
類
・
用
途
・
性
質
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
製
剤
化
の
単
位
操
作
、
汎
用
さ
れ
る
製
剤
機
械
お
よ
び
代
表
的
な
製
剤
の
具
体
的
な
製
造
工
程
に
つ
い
て

　
　
　
説
明
で
き
る
。

　
３
）
汎
用
さ
れ
る
容
器
、
包
装
の
種
類
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
製
剤
に
関
連
す
る
試
験
法
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅰ

製
剤
学
Ⅱ

製
剤
学
Ⅱ

製
剤
学
Ⅰ

製
剤
学
Ⅰ

製
剤
学
Ⅰ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

生
物

学
的

同
等

性
】

　
１
）
製
剤
の
特
性
（
適
用
部
位
、
製
剤
か
ら
の
薬
物
の
放
出
性
な
ど
）
を
理
解
し
た
上
で
、
生
物
学
的
同
等
性
に

　
　
　
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

薬
物
動
態
学
Ⅱ

製
剤
学
Ⅲ

（
３

）
D
D
S
（

D
r
u
g
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
S
y
s
t
e
m
：

薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

）

【
①

D
D
S
 
の

必
要

性
】

　
１
）
D
D
S
の
概
念
と
有
用
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
代
表
的
な
D
D
S
技
術
を
列
挙
し
、
説
明
で
き
る
。

　
　
　
（
プ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、
E
4
(
1
)
【
④
代
謝
】
4
.
も
参
照
）

【
②

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ド
リ

リ
ー

ス
（

放
出

制
御

）
】

　
１
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
リ
リ
ー
ス
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
投
与
部
位
ご
と
に
、
代
表
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
リ
リ
ー
ス
技
術
を
列
挙
し
、
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明

　
　
　
で
き
る
。

　
３
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
リ
リ
ー
ス
技
術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

【
③

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
（

標
的

指
向

化
）

】

　
１
）
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅲ

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

　
２
）
投
与
部
位
ご
と
に
、
代
表
的
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
列
挙
し
、
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅲ

　
３
）
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

製
剤
学
Ⅲ

バ
イ
オ
医
薬
品
学
＊

【
④

吸
収

改
善

】

　
１
）
吸
収
改
善
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
投
与
部
位
ご
と
に
、
代
表
的
な
吸
収
改
善
技
術
を
列
挙
し
、
そ
の
特
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
吸
収
改
善
技
術
を
適
用
し
た
代
表
的
な
医
薬
品
を
列
挙
で
き
る
。

F
　

薬
学

臨
床

　
　

　
前

）
：

病
院

・
薬

局
で

の
実

務
実

習
履

修
前

に
修

得
す

べ
き

事
項

（
１

）
薬

学
臨

床
の

基
礎

【
①

早
期

臨
床

体
験

】
 
※
原
則
と
し
て
 
2
年
次
修
了
ま
で
に
学
習
す
る
事
項

　
１
）
患
者
・
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
様
々
な
薬
剤
師
の
業
務
を
見
聞
し
、
そ
の
体
験
か
ら
薬
剤
師
業
務
の

　
　
　
重
要
性
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
２
）
地
域
の
保
健
・
福
祉
を
見
聞
し
た
具
体
的
体
験
に
基
づ
き
そ
の
重
要
性
や
課
題
を
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
３
）
一
次
救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生
、
外
傷
対
応
等
）
を
説
明
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
て
実
施
で
き
る
。

　
　
　
（
知
識
・
技
能
）

救
急
救
命
医
学
＊

【
②

臨
床

に
お

け
る

心
構

え
】
〔
Ａ
（
１
）
、
（
２
）
参
照
〕

　
１
）
前
）
医
療
の
担
い
手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範
や
法
令
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
態
度
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
c

　
２
）
前
）
患
者
・
生
活
者
中
心
の
医
療
の
視
点
か
ら
患
者
・
生
活
者
の
個
人
情
報
や
自
己
決
定
権
に
配
慮
す
べ
き

　
　
　
個
々
の
対
応
が
で
き
る
。
（
態
度
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
a

　
３
）
前
）
患
者
・
生
活
者
の
健
康
の
回
復
と
維
持
、
生
活
の
質
の
向
上
に
薬
剤
師
が
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
の

　
　
　
重
要
性
を
討
議
す
る
。
（
態
度
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
c

　
４
）
医
療
の
担
い
手
が
守
る
べ
き
倫
理
規
範
を
遵
守
し
、
ふ
さ
わ
し
い
態
度
で
行
動
す
る
。
（
態
度
）

　
５
）
患
者
・
生
活
者
の
基
本
的
権
利
、
自
己
決
定
権
に
つ
い
て
配
慮
す
る
。
（
態
度
）

　
６
）
薬
学
的
管
理
を
実
施
す
る
際
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
態
度
）

　
７
）
職
務
上
知
り
得
た
情
報
に
つ
い
て
守
秘
義
務
を
遵
守
す
る
。
（
態
度
）

早
期
体
験
学
習

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

製
剤
学
Ⅲ

製
剤
学
Ⅲ

製
剤
学
Ⅲ
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

臨
床

実
習

の
基

礎
】

　
１
）
前
）
病
院
・
薬
局
に
お
け
る
薬
剤
師
業
務
全
体
の
流
れ
を
概
説
で
き
る
。

　
２
）
前
）
病
院
・
薬
局
で
薬
剤
師
が
実
践
す
る
薬
学
的
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
前
）
病
院
薬
剤
部
門
を
構
成
す
る
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
業
務
を
列
挙
し
、
そ
の
内
容
と
関
連
を
概
説
で
き
る
。

　
４
）
前
）
病
院
に
所
属
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
職
種
名
を
列
挙
し
、
そ
の
業
務
内
容
を
相
互
に
関
連
づ
け
て
説
明

　
　
　
で
き
る
。

　
５
）
前
）
薬
剤
師
の
関
わ
る
社
会
保
障
制
度
（
医
療
、
福
祉
、
介
護
）
の
概
略
を
説
明
で
き
る
。

　
　
　
〔
Ｂ
（
３
）
①
参
照
〕

　
６
）
病
院
に
お
け
る
薬
剤
部
門
の
位
置
づ
け
と
業
務
の
流
れ
に
つ
い
て
他
部
門
と
関
連
付
け
て
説
明
で
き
る
。

　
７
）
代
表
的
な
疾
患
の
入
院
治
療
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
８
）
入
院
か
ら
退
院
に
至
る
ま
で
入
院
患
者
の
医
療
に
継
続
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
態
度
）

　
９
）
急
性
期
医
療
（
救
急
医
療
・
集
中
治
療
・
外
傷
治
療
等
）
や
周
術
期
医
療
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に

　
　
　
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
1
0
）
周
産
期
医
療
や
小
児
医
療
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
1
1
）
終
末
期
医
療
や
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
1
2
）
外
来
化
学
療
法
に
お
け
る
適
切
な
薬
学
的
管
理
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
1
3
）
保
険
評
価
要
件
を
薬
剤
師
業
務
と
関
連
付
け
て
概
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
4
）
薬
局
に
お
け
る
薬
剤
師
業
務
の
流
れ
を
相
互
に
関
連
付
け
て
説
明
で
き
る
。

　
1
5
）
来
局
者
の
調
剤
に
対
し
て
、
処
方
せ
ん
の
受
付
か
ら
薬
剤
の
交
付
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
関
わ
る
こ
と
が

　
　
　
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

（
２

）
処

方
せ

ん
に

基
づ

く
調

剤

【
①

法
令

・
規

則
等

の
理

解
と

遵
守

】
〔

Ｂ
（
２
）
、
（
３
）
参
照
〕

　
１
）
前
）
調
剤
業
務
に
関
わ
る
事
項
（
処
方
せ
ん
、
調
剤
録
、
疑
義
照
会
等
）
の
意
義
や
取
り
扱
い
を
法
的
根
拠

　
　
　
に
基
づ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

薬
事
関
連
法
規

　
２
）
調
剤
業
務
に
関
わ
る
法
的
文
書
（
処
方
せ
ん
、
調
剤
録
等
）
の
適
切
な
記
載
と
保
存
・
管
理
が
で
き
る
。

　
　
　
（
知
識
・
技
能
）

　
３
）
法
的
根
拠
に
基
づ
き
、
一
連
の
調
剤
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
４
）
保
険
薬
局
と
し
て
必
要
な
条
件
や
設
備
等
を
具
体
的
に
関
連
付
け
て
説
明
で
き
る
。

薬
局
管
理
学

薬
事
関
連
法
規

【
②

処
方

せ
ん

と
疑

義
照

会
】

　
１
）
前
）
代
表
的
な
疾
患
に
使
用
さ
れ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量
、
警
告
・
禁
忌
、
副
作
用
、

　
　
　
相
互
作
用
を
列
挙
で
き
る
。

　
２
）
前
）
処
方
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
３
）
前
）
処
方
せ
ん
の
様
式
と
必
要
記
載
事
項
、
記
載
方
法
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
前
）
処
方
せ
ん
の
監
査
の
意
義
、
そ
の
必
要
性
と
注
意
点
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
前
）
処
方
せ
ん
を
監
査
し
、
不
適
切
な
処
方
せ
ん
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
が
説
明
で
き
る
。

　
６
）
前
）
処
方
せ
ん
等
に
基
づ
き
疑
義
照
会
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
a

　
７
）
処
方
せ
ん
の
記
載
事
項
（
医
薬
品
名
、
分
量
、
用
法
・
用
量
等
）
が
適
切
で
あ
る
か
確
認
で
き
る
。

　
　
　
（
知
識
・
技
能
）

　
８
）
注
射
薬
処
方
せ
ん
の
記
載
事
項
（
医
薬
品
名
、
分
量
、
投
与
速
度
、
投
与
ル
ー
ト
等
）
が
適
切
で
あ
る
か
確
認

　
　
　
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
９
）
処
方
せ
ん
の
正
し
い
記
載
方
法
を
例
示
で
き
る
。
（
技
能
）

　
1
0
）
薬
歴
、
診
療
録
、
患
者
の
状
態
か
ら
処
方
が
妥
当
で
あ
る
か
判
断
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
1
1
）
薬
歴
、
診
療
録
、
患
者
の
状
態
か
ら
判
断
し
て
適
切
に
疑
義
照
会
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
管
理
学

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

処
方

せ
ん

に
基

づ
く

医
薬

品
の

調
製

】

　
１
）
前
）
薬
袋
、
薬
札
（
ラ
ベ
ル
）
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
適
切
に
記
入
で
き
る
。
（
技
能
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
a

　
２
）
前
）
主
な
医
薬
品
の
成
分
（
一
般
名
）
、
商
標
名
、
剤
形
、
規
格
等
を
列
挙
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

　
３
）
前
）
処
方
せ
ん
に
従
っ
て
、
計
数
・
計
量
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
a

　
４
）
前
）
後
発
医
薬
品
選
択
の
手
順
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

　
５
）
前
）
代
表
的
な
注
射
剤
・
散
剤
・
水
剤
等
の
配
合
変
化
の
あ
る
組
合
せ
と
そ
の
理
由
を
説
明
で
き
る
。

薬
剤
師
業
務
概
論

　
６
）
前
）
無
菌
操
作
の
原
理
を
説
明
し
、
基
本
的
な
無
菌
操
作
を
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
剤
師
業
務
概
論

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
a

　
７
）
前
）
抗
悪
性
腫
瘍
薬
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回
避
の
基
本
的
手
技
を
実
施
で
き
る
。

　
　
　
（
技
能
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
a

　
８
）
前
）
処
方
せ
ん
に
基
づ
き
調
剤
さ
れ
た
薬
剤
の
監
査
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
a

　
９
）
主
な
医
薬
品
の
一
般
名
・
剤
形
・
規
格
か
ら
該
当
す
る
製
品
を
選
択
で
き
る
。
（
技
能
）

　
1
0
）
適
切
な
手
順
で
後
発
医
薬
品
を
選
択
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
1
1
）
処
方
せ
ん
に
従
っ
て
計
数
・
計
量
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

　
1
2
）
錠
剤
の
粉
砕
、
お
よ
び
カ
プ
セ
ル
剤
の
開
封
の
可
否
を
判
断
し
、
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
1
3
）
一
回
量
(
一
包
化
）
調
剤
の
必
要
性
を
判
断
し
、
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
1
4
）
注
射
処
方
せ
ん
に
従
っ
て
注
射
薬
調
剤
が
で
き
る
。
（
技
能
）

　
1
5
）
注
射
剤
・
散
剤
・
水
剤
等
の
配
合
変
化
に
関
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
回
避
方
法
を
列
挙
で
き
る
。

　
1
6
）
注
射
剤
（
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
等
）
の
無
菌
的
混
合
操
作
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

　
1
7
）
抗
悪
性
腫
瘍
薬
な
ど
の
取
扱
い
に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
ハ
ザ
ー
ド
回
避
の
手
技
を
実
施
で
き
る
。

　
　
　
（
知
識
・
技
能
）

　
1
8
）
特
別
な
注
意
を
要
す
る
医
薬
品
（
劇
薬
・
毒
薬
・
麻
薬
・
向
精
神
薬
・
抗
悪
性
腫
瘍
薬
等
）
の
調
剤
と
適
切
な

　
　
　
取
扱
い
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
1
9
）
調
製
さ
れ
た
薬
剤
に
対
し
て
、
監
査
が
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

患
者

・
来

局
者

応
対

、
服

薬
指

導
、

患
者

教
育

】

 
 
１

）
前
）
適
切
な
態
度
で
、
患
者
・
来
局
者
と
応
対
で
き
る
。
（
態
度
）

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
a

薬
局
管
理
学

　
２
）
前
）
妊
婦
・
授
乳
婦
、
小
児
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
応
対
や
服
薬
指
導
に
お
い
て
、
配
慮
す
べ
き
事
項
を

　
　
　
具
体
的
に
列
挙
で
き
る
。

　
３
）
前
）
患
者
・
来
局
者
か
ら
、
必
要
な
情
報
（
症
状
、
心
理
状
態
、
既
往
歴
、
生
活
習
慣
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
薬
歴
、

　
　
　
副
作
用
歴
等
）
を
適
切
な
手
順
で
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
４
）
前
）
患
者
・
来
局
者
に
、
主
な
医
薬
品
の
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量
、
警
告
・
禁
忌
、
副
作
用
、
相
互
作
用
、

　
　
　
保
管
方
法
等
に
つ
い
て
適
切
に
説
明
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
５
）
前
）
代
表
的
な
疾
患
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
生
活
指
導
項
目
を
列
挙
で
き
る
。

　
６
）
前
）
患
者
・
来
局
者
に
使
用
上
の
説
明
が
必
要
な
製
剤
（
眼
軟
膏
、
坐
剤
、
吸
入
剤
、
自
己
注
射
剤
等
）
の
取
扱
い

　
　
　
方
法
を
説
明
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
７
）
前
）
薬
歴
・
診
療
録
の
基
本
的
な
記
載
事
項
と
そ
の
意
義
・
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
a

薬
剤
師
業
務
概
論

　
８
）
前
）
代
表
的
な
疾
患
の
症
例
に
つ
い
て
の
患
者
応
対
の
内
容
を
適
切
に
記
録
で
き
る
。
（
技
能
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
a

　
９
）
患
者
・
来
局
者
に
合
わ
せ
て
適
切
な
応
対
が
で
き
る
。
（
態
度
）

　
1
0
）
患
者
・
来
局
者
か
ら
、
必
要
な
情
報
（
症
状
、
心
理
状
態
、
既
往
歴
、
生
活
習
慣
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
薬
歴
、

　
　
　
副
作
用
歴
等
）
を
適
切
な
手
順
で
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
1
1
）
医
師
の
治
療
方
針
を
理
解
し
た
上
で
、
患
者
へ
の
適
切
な
服
薬
指
導
を
実
施
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

臨
床
診
療
学
*

　
1
2
）
患
者
・
来
局
者
の
病
状
や
背
景
に
配
慮
し
、
医
薬
品
を
安
全
か
つ
有
効
に
使
用
す
る
た
め
の
服
薬
指
導
や

　
　
　
患
者
教
育
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
1
3
）
妊
婦
・
授
乳
婦
、
小
児
、
高
齢
者
等
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
患
者
へ
の
服
薬
指
導
に
お
い
て
、
適
切
な
応
対

　
　
　
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
1
4
）
お
薬
手
帳
、
健
康
手
帳
、
患
者
向
け
説
明
書
等
を
使
用
し
た
服
薬
指
導
が
で
き
る
。
（
態
度
）

　
1
5
）
収
集
し
た
患
者
情
報
を
薬
歴
や
診
療
録
に
適
切
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

【
⑤

医
薬

品
の

供
給

と
管

理
】

　
１
）
前
）
医
薬
品
管
理
の
意
義
と
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

　
２
）
前
）
医
薬
品
管
理
の
流
れ
を
概
説
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
b

　
３
）
前
）
劇
薬
、
毒
薬
、
麻
薬
、
向
精
神
薬
お
よ
び
覚
醒
剤
原
料
等
の
管
理
と
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
前
）
特
定
生
物
由
来
製
品
の
管
理
と
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
５
）
前
）
代
表
的
な
放
射
性
医
薬
品
の
種
類
と
用
途
、
保
管
管
理
方
法
を
説
明
で
き
る
。

放
射
薬
品
学

　
６
）
前
）
院
内
製
剤
の
意
義
、
調
製
上
の
手
続
き
、
品
質
管
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
７
）
前
）
薬
局
製
剤
・
漢
方
製
剤
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
８
）
前
）
医
薬
品
の
品
質
に
影
響
を
与
え
る
因
子
と
保
存
条
件
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
b

　
９
）
医
薬
品
の
供
給
・
保
管
・
廃
棄
に
つ
い
て
適
切
に
実
施
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
1
0
）
医
薬
品
の
適
切
な
在
庫
管
理
を
実
施
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
1
1
）
医
薬
品
の
適
正
な
採
用
と
採
用
中
止
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
1
2
）
劇
薬
・
毒
薬
・
麻
薬
・
向
精
神
薬
お
よ
び
覚
醒
剤
原
料
の
適
切
な
管
理
と
取
り
扱
い
が
で
き
る
。

　
　
　
（
知
識
・
技
能
）

　
1
3
）
特
定
生
物
由
来
製
品
の
適
切
な
管
理
と
取
り
扱
い
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
a

薬
局
管
理
学

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

44



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑥

安
全

管
理

】

　
１
）
前
）
処
方
か
ら
服
薬
（
投
薬
）
ま
で
の
過
程
で
誤
り
を
生
じ
や
す
い
事
例
を
列
挙
で
き
る
。

　
２
）
前
）
特
に
リ
ス
ク
の
高
い
代
表
的
な
医
薬
品
（
抗
悪
性
腫
瘍
薬
、
糖
尿
病
治
療
薬
、
使
用
制
限
の
あ
る
薬
等
）

　
　
　
の
特
徴
と
注
意
点
を
列
挙
で
き
る
。

　
３
）
前
）
代
表
的
な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
事
例
を
解
析
し
、
そ
の
原
因
、
リ
ス
ク

　
　
　
を
回
避
す
る
た
め
の
具
体
策
と
発
生
後
の
適
切
な
対
処
法
を
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
c

　
４
）
前
）
感
染
予
防
の
基
本
的
考
え
方
と
そ
の
方
法
が
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

　
５
）
前
）
衛
生
的
な
手
洗
い
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
a

　
６
）
前
）
代
表
的
な
消
毒
薬
の
用
途
、
使
用
濃
度
お
よ
び
調
製
時
の
注
意
点
を
説
明
で
き
る
。

　
７
）
前
）
医
薬
品
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
を
概
説
で
き
る
。

　
８
）
特
に
リ
ス
ク
の
高
い
代
表
的
な
医
薬
品
（
抗
悪
性
腫
瘍
薬
、
糖
尿
病
治
療
薬
、
使
用
制
限
の
あ
る
薬
等
）
の

　
　
　
安
全
管
理
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

　
９
）
調
剤
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
事
項
を
具
体
的
に
説
明
で
き
る
。

　
1
0
）
施
設
内
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
）
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
事
例
を
も
と
に
、
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

　
　
　
た
め
の
具
体
策
と
発
生
後
の
適
切
な
対
処
法
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
1
1
）
施
設
内
の
安
全
管
理
指
針
を
遵
守
す
る
。
（
態
度
）

　
1
2
）
施
設
内
で
衛
生
的
な
手
洗
い
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
（
技
能
）

　
1
3
）
臨
床
検
体
・
感
染
性
廃
棄
物
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
1
4
）
院
内
で
の
感
染
対
策
（
予
防
、
蔓
延
防
止
な
ど
）
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
案
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

（
３

）
薬

物
療

法
の

実
践

【
①

患
者

情
報

の
把

握
】

　
１
）
前
）
基
本
的
な
医
療
用
語
、
略
語
の
意
味
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

　
２
）
前
）
患
者
お
よ
び
種
々
の
情
報
源
（
診
療
録
、
薬
歴
・
指
導
記
録
、
看
護
記
録
、
お
薬
手
帳
、
持
参
薬
等
）

　
　
　
か
ら
、
薬
物
療
法
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
　
　
〔
Ｅ
３
（
２
）
①
参
照
〕

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
a

　
３
）
前
）
身
体
所
見
の
観
察
・
測
定
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
の
目
的
と
得
ら
れ
た
所
見
の
薬
学
的
管
理

　
　
　
へ
の
活
用
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
前
）
基
本
的
な
身
体
所
見
を
観
察
・
測
定
し
、
評
価
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
５
）
基
本
的
な
医
療
用
語
、
略
語
を
適
切
に
使
用
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
６
）
患
者
・
来
局
者
お
よ
び
種
々
の
情
報
源
（
診
療
録
、
薬
歴
・
指
導
記
録
、
看
護
記
録
、
お
薬
手
帳
、
持
参
薬

　
　
　
等
）
か
ら
、
薬
物
療
法
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
７
）
患
者
の
身
体
所
見
を
薬
学
的
管
理
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

【
②

医
薬

品
情

報
の

収
集

と
活

用
】
〔

Ｅ
３
（
１
）
参
照
〕

　
１
）
前
）
薬
物
療
法
に
必
要
な
医
薬
品
情
報
を
収
集
・
整
理
・
加
工
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
b

　
２
）
施
設
内
に
お
い
て
使
用
で
き
る
医
薬
品
の
情
報
源
を
把
握
し
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
３
）
薬
物
療
法
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
根
拠
に
基
づ
い
た
報
告
書
を
作
成
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
４
）
医
療
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
薬
品
情
報
提
供
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
５
）
安
全
で
有
効
な
薬
物
療
法
に
必
要
な
医
薬
品
情
報
の
評
価
、
加
工
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
６
）
緊
急
安
全
性
情
報
、
安
全
性
速
報
、
不
良
品
回
収
、
製
造
中
止
な
ど
の
緊
急
情
報
を
施
設
内
で
適
切
に
取
扱
う

　
　
　
こ
と
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

臨
床
診
療
学
*

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
b

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
処

方
設

計
と

提
案

）
】

　
１
）
前
）
代
表
的
な
疾
患
に
対
し
て
、
疾
患
の
重
症
度
等
に
応
じ
て
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
処
方
設
計
が
で
き
る
。

　
２
）
前
）
病
態
（
肝
・
腎
障
害
な
ど
）
や
生
理
的
特
性
（
妊
婦
・
授
乳
婦
、
小
児
、
高
齢
者
な
ど
）
等
を
考
慮
し
、

　
　
　
薬
剤
の
選
択
や
用
法
・
用
量
設
定
を
立
案
で
き
る
。

　
３
）
前
）
患
者
の
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
の
評
価
方
法
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
が
良
く
な
い
原
因
と
そ
の
対
処
法
を
説
明

　
　
　
で
き
る
。

　
４
）
前
）
皮
下
注
射
、
筋
肉
内
注
射
、
静
脈
内
注
射
・
点
滴
等
の
基
本
的
な
手
技
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
b

　
５
）
前
）
代
表
的
な
輸
液
の
種
類
と
適
応
を
説
明
で
き
る
。

　
６
）
前
）
患
者
の
栄
養
状
態
や
体
液
量
、
電
解
質
の
過
不
足
な
ど
が
評
価
で
き
る
。

　
７
）
代
表
的
な
疾
患
の
患
者
に
つ
い
て
、
診
断
名
、
病
態
、
科
学
的
根
拠
等
か
ら
薬
物
治
療
方
針
を
確
認
で
き
る
。

　
８
）
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
確
認
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
処
方
を
立
案
で
き
る
。

　
９
）
患
者
の
状
態
（
疾
患
、
重
症
度
、
合
併
症
、
肝
・
腎
機
能
や
全
身
状
態
、
遺
伝
子
の
特
性
、
心
理
・
希
望
等
）

　
　
　
や
薬
剤
の
特
徴
（
作
用
機
序
や
製
剤
的
性
質
等
）
に
基
づ
き
、
適
切
な
処
方
を
提
案
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
1
0
）
処
方
設
計
の
提
案
に
際
し
、
薬
物
投
与
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
や
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
活
用
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
1
1
）
入
院
患
者
の
持
参
薬
に
つ
い
て
、
継
続
・
変
更
・
中
止
の
提
案
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
1
2
）
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
、
処
方
変
更
、
調
剤
や
用
法
の
工
夫
が
提
案
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
1
3
）
処
方
提
案
に
際
し
て
、
医
薬
品
の
経
済
性
等
を
考
慮
し
て
、
適
切
な
後
発
医
薬
品
を
選
択
で
き
る
。

　
1
4
）
処
方
提
案
に
際
し
、
薬
剤
の
選
択
理
由
、
投
与
量
、
投
与
方
法
、
投
与
期
間
等
に
つ
い
て
、
医
師
や
看
護
師

　
　
　
等
に
判
り
や
す
く
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

【
④

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
薬

物
療

法
に

お
け

る
効

果
と

副
作

用
の

評
価

）
】

　
１
）
前
）
代
表
的
な
疾
患
に
用
い
ら
れ
る
医
薬
品
の
効
果
、
副
作
用
に
関
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
べ
き
症
状
と
検
査

　
　
　
所
見
等
を
具
体
的
に
説
明
で
き
る
。

病
院
薬
学

　
２
）
前
）
代
表
的
な
疾
患
に
お
け
る
薬
物
療
法
の
評
価
に
必
要
な
患
者
情
報
収
集
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

病
院
薬
学

実
務

実
習

事
前

学
習

Ⅱ
a

　
３
）
前
）
代
表
的
な
疾
患
の
症
例
に
お
け
る
薬
物
治
療
上
の
問
題
点
を
列
挙
し
、
適
切
な
評
価
と
薬
学
的
管
理
の

　
　
　
立
案
を
行
い
、
S
O
A
P
形
式
等
で
記
録
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
４
）
医
薬
品
の
効
果
と
副
作
用
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
検
査
項
目
と
そ
の
実
施
を
提
案
で
き
る
。

　
　
　
（
知
識
・
態
度
）

　
５
）
薬
物
血
中
濃
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
て
い
る
患
者
に
つ
い
て
、
血
中
濃
度
測
定
の

　
　
　
提
案
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
６
）
薬
物
血
中
濃
度
の
推
移
か
ら
薬
物
療
法
の
効
果
お
よ
び
副
作
用
に
つ
い
て
予
測
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
７
）
臨
床
検
査
値
の
変
化
と
使
用
医
薬
品
の
関
連
性
を
説
明
で
き
る
。

　
８
）
薬
物
治
療
の
効
果
に
つ
い
て
、
患
者
の
症
状
や
検
査
所
見
な
ど
か
ら
評
価
で
き
る
。

　
９
）
副
作
用
の
発
現
に
つ
い
て
、
患
者
の
症
状
や
検
査
所
見
な
ど
か
ら
評
価
で
き
る
。

　
1
0
）
薬
物
治
療
の
効
果
、
副
作
用
の
発
現
、
薬
物
血
中
濃
度
等
に
基
づ
き
、
医
師
に
対
し
、
薬
剤
の
種
類
、
投
与
量
、

　
　
　
投
与
方
法
、
投
与
期
間
等
の
変
更
を
提
案
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
1
1
）
報
告
に
必
要
な
要
素
（
5
W
1
H
）
に
留
意
し
て
、
収
集
し
た
患
者
情
報
を
正
確
に
記
載
で
き
る
。
（
技
能
）

　
1
2
）
患
者
の
薬
物
治
療
上
の
問
題
点
を
列
挙
し
、
適
切
な
評
価
と
薬
学
的
管
理
の
立
案
を
行
い
、
S
O
A
P
形
式
等
で

　
　
　
適
切
に
記
録
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
1
3
）
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
安
全
性
情
報
報
告
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
載
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

臨
床
検
査
化
学
Ⅱ

病
院
薬
学

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
剤
師
業
務
概
論

病
院
薬
学

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

実
務
実
習
演
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
４

）
チ

ー
ム

医
療

へ
の

参
画

 
〔

Ａ
（
４
）
参
照
〕

【
①

医
療

機
関

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１
）
前
）
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
２
）
前
）
多
様
な
医
療
チ
ー
ム
の
目
的
と
構
成
、
構
成
員
の
役
割
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
前
）
病
院
と
地
域
の
医
療
連
携
の
意
義
と
具
体
的
な
方
法
（
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
、
退
院
時
共
同
指
導
、
病
院
・

　
　
　
薬
局
連
携
、
関
連
施
設
と
の
連
携
等
）
を
説
明
で
き
る
。

　
４
）
薬
物
療
法
上
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
他
の
薬
剤
師
お
よ
び
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
と
連
携
で
き
る
。
（
態
度
）

　
５
）
医
師
・
看
護
師
等
の
他
職
種
と
患
者
の
状
態
（
病
状
、
検
査
値
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
心
理
、
生
活
環
境
等
）
、

　
　
　
治
療
 
開
始
後
の
変
化
（
治
療
効
果
、
副
作
用
、
心
理
状
態
、
Q
O
L
等
）
の
情
報
を
共
有
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
６
）
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
患
者
の
治
療
目
標
と
治
療
方
針
に

　
　
　
つ
い
て
討
議
（
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
患
者
回
診
へ
の
参
加
等
）
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
７
）
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
・
協
力
し
て
、
患
者
の
最
善
の
治
療
・
ケ
ア
提
案
を
体
験
す
る
。

　
　
　
（
知
識
・
態
度
）

　
８
）
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
退
院
後
の
治
療
・
ケ
ア
の
計
画
を
検
討
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

　
９
）
病
院
内
の
多
様
な
医
療
チ
ー
ム
（
I
C
T
、
N
S
T
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
、
褥
瘡
チ
ー
ム
等
）
の
活
動
に
薬
剤
師
の
立
場

　
　
　
で
参
加
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

【
②

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１
）
前
）
地
域
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
わ
る
職
種
と
そ
の
連
携
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
）
お
よ
び
そ
の
意
義
に

　
　
　
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

 
 
２
）
前
）
地
域
に
お
け
る
医
療
機
関
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携
の
重
要
性
を
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
c

 
 
３
）
地
域
に
お
け
る
医
療
機
関
と
薬
局
薬
剤
師
の
連
携
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

 
 
４
）
地
域
医
療
を
担
う
職
種
間
で
地
域
住
民
に
関
す
る
情
報
共
有
を
体
験
す
る
。
（
技
能
・
態
度
）

（
５

）
地

域
の

保
健

・
医

療
・

福
祉

へ
の

参
画
 
〔

Ｂ
（
４
）
参
照
〕

【
①

在
宅

（
訪

問
）

医
療

・
介

護
へ

の
参

画
】

　
１
）
前
）
在
宅
医
療
・
介
護
の
目
的
、
仕
組
み
、
支
援
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明
で
き
る
。

　
２
）
前
）
在
宅
医
療
・
介
護
を
受
け
る
患
者
の
特
色
と
背
景
を
説
明
で
き
る
。

　
３
）
前
）
在
宅
医
療
・
介
護
に
関
わ
る
薬
剤
師
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
４
）
在
宅
医
療
・
介
護
に
関
す
る
薬
剤
師
の
管
理
業
務
（
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
業
務
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
業
務
）

　
　
　
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

５
）
地
域
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
支
援
専
門
員
等
の
活
動
と
薬
剤
師
と
の
関
わ
り
を
体
験
す
る
。
（
知
識

・
　
　
　
態
度
）

　
６
）
在
宅
患
者
の
病
状
（
症
状
、
疾
患
と
重
症
度
、
栄
養
状
態
等
）
と
そ
の
変
化
、
生
活
環
境
等
の
情
報
収
集
と

　
　
　
報
告
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

【
②

地
域

保
健

（
公

衆
衛

生
、

学
校

薬
剤

師
、

啓
発

活
動

）
へ

の
参

画
】

　
１
）
前
）
地
域
保
健
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
代
表
的
な
活
動
（
薬
物
乱
用
防
止
、
自
殺
防
止
、
感
染
予
防
、

　
　
　
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
活
動
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
管
理
学

　
２
）
前
）
公
衆
衛
生
に
求
め
ら
れ
る
具
体
的
な
感
染
防
止
対
策
を
説
明
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

　
３
）
学
校
薬
剤
師
の
業
務
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

　
４
）
地
域
住
民
の
衛
生
管
理
（
消
毒
、
食
中
毒
の
予
防
、
日
用
品
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
の
誤
嚥
誤
飲
の
予
防

　
　
　
等
）
に
お
 
け
る
薬
剤
師
活
動
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習
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１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

】
〔

Ｅ
２
（
９
）
参
照
〕

 
 
１
）
前
）
現
在
の
医
療
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
討
議

　
　
　
す
る
。
（
態
度
）

薬
剤
師
業
務
概
論

 
 
２
）
前
）
代
表
的
な
症
候
（
頭
痛
・
腹
痛
・
発
熱
等
）
を
示
す
来
局
者
に
つ
い
て
、
適
切
な
情
報
収
集
と
疾
患

　
　
　
の
推
測
、
適
切
な
対
応
の
選
択
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

 
 
３
）
前
）
代
表
的
な
症
候
に
対
す
る
薬
局
製
剤
（
漢
方
製
剤
含
む
）
、
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
の
適
切

　
　
　
な
取
り
扱
い
と
説
明
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

 
 
４
）
前
）
代
表
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

 
 
５
）
薬
局
製
剤
（
漢
方
製
剤
含
む
）
、
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
、
健
康
食
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
医
療

　
　
　
機
器
等
を
リ
ス
ク
に
応
じ
適
切
に
取
り
扱
い
、
管
理
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

 
 
６
）
来
局
者
か
ら
収
集
し
た
情
報
や
身
体
所
見
な
ど
に
基
づ
き
、
来
局
者
の
病
状
（
疾
患
、
重
症
度
等
）
や
体
調

　
　
　
を
推
測
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

 
 
７
）
来
局
者
に
対
し
て
、
病
状
に
合
わ
せ
た
適
切
な
対
応
（
医
師
へ
の
受
診
勧
奨
、
救
急
対
応
、
要
指
導
医
薬
品
・

　
　
　
一
般
用
医
薬
品
お
よ
び
検
査
薬
な
ど
の
推
奨
、
生
活
指
導
等
）
を
選
択
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

 
 
８
）
選
択
し
た
薬
局
製
剤
（
漢
方
製
剤
含
む
）
、
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
、
健
康
食
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、

　
　
　
医
療
機
器
等
の
使
用
方
法
や
注
意
点
な
ど
を
来
局
者
に
適
切
に
判
り
や
す
く
説
明
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）

 
 
９
）
疾
病
の
予
防
お
よ
び
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
体
験
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）

【
④

災
害

時
医

療
と

薬
剤

師
】

　
１
）
前
）
災
害
時
医
療
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

　
２
）
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
医
薬
品
供
給
体
制
・
医
療
救
護
体
制
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

　
３
）
災
害
時
に
お
け
る
病
院
・
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
態
度
）

G
　

薬
学

研
究

（
１

）
薬

学
に

お
け

る
研

究
の

位
置

づ
け

　
１
）
基
礎
か
ら
臨
床
に
至
る
研
究
の
目
的
と
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
 
２
）
研
究
に
は
自
立
性
と
独
創
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

　
３
）
現
象
を
客
観
的
に
捉
え
る
観
察
眼
を
も
ち
、
論
理
的
に
思
考
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

　
４
）
新
た
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
創
造
的
精
神
を
養
う
。
（
態
度
）

（
２

）
研

究
に

必
要

な
法

規
範

と
倫

理

 
 
１
）
自
ら
が
実
施
す
る
研
究
に
係
る
法
令
、
指
針
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

　
２
）
研
究
の
実
施
、
患
者
情
報
の
取
扱
い
等
に
お
い
て
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
 
３
）
正
義
性
、
社
会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究
に
取
り
組
む
。
（
態
度
）
A
-
(
2
)
-
④
-
3
再
掲

（
３

）
研

究
の

実
践

　
１
）
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
研
究
成
果
を
調
査
し
、
読
解
、
評
価
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

 
 
２
）
課
題
達
成
の
た
め
に
解
決
す
べ
き
問
題
点
を
抽
出
し
、
研
究
計
画
を
立
案
す
る
。
（
知
識
・
技
能
）

 
 
３
）
研
究
計
画
に
沿
っ
て
、
意
欲
的
に
研
究
を
実
施
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

　
４
）
研
究
の
各
プ
ロ
セ
ス
を
適
切
に
記
録
し
、
結
果
を
考
察
す
る
。
（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

　
５
）
研
究
成
果
の
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
適
切
な
質
疑
応
答
が
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

　
６
）
研
究
成
果
を
報
告
書
や
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
）

総
合
薬
学
研
究
Ⅱ
＊

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習

総
合
薬
学
研
究
Ⅰ

総
合
薬
学
研
究
Ⅰ

総
合
薬
学
研
究
Ⅰ

総
合
薬
学
研
究
Ⅰ

総
合
薬
学
研
究
Ⅰ

総
合
薬
学
研
究
Ⅰ

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ
a

実
務
実
習
演
習

薬
局
実
務
実
習

病
院
実
務
実
習
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1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

6
年

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

A
1
4
0

1
3
3

1
2
6

1
3
2

1
5
3

1
3
6

B
1
4
9

1
4
6

1
1
8

1
3
4

1
3
5

1
4
2

留
年

に
よ

る
者

C
9

2
0

1
3

2
0

1
3

2
9

休
学

に
よ

る
者

D
0

0
0

0
0

0

E
-

-
-

-
-

-

F
1
4
0

1
2
6

1
0
5

1
1
4

1
2
2

1
1
3

F
/
A

1
0
0
%

9
5
%

8
3
%

8
6
%

8
0
%

8
3
%

7
%

1
4
%

1
1
%

1
5
%

1
0
%

2
0
%

6
）
（
ス

ト
レ

ー
ト

在
籍

者
数

）
/
（
入

学
時

の
学

生
数

）
の

値
を

％
で

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

3
）
評

価
実

施
年

度
の

５
月

１
日

現
在

に
お

け
る

各
学

年
の

在
籍

学
生

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

4
）
過

年
度

在
籍

者
数

を
「
留

年
に

よ
る

者
」
と

「
休

学
に

よ
る

者
」
に

分
け

て
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
休

学
と

留
年

が
重

複
す

る
学

生
は

留
年

者
に

算
入

し
て

く
だ

さ
い

。

5
）
（
在

籍
学

生
数

）
－

｛
（
過

年
度

在
籍

者
数

）
＋

（
編

入
学

な
ど

に
よ

る
在

籍
者

数
）
｝
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
ス

ト
レ

ー
ト

在
籍

者
数

　
{B

-
(C

+
D

+
E
)｝

7
）
（
過

年
度

在
籍

者
数

）
/
（
在

籍
学

生
数

）
の

値
を

％
で

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

ス
ト

レ
ー

ト
在

籍
率

 6
）

過
年

度
在

籍
率

 7
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 （
C

+
D

）
/
B

1
）
各

学
年

が
入

学
し

た
年

度
の

入
学

者
選

抜
で

設
定

さ
れ

て
い

た
入

学
定

員
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

2
）
当

該
学

年
が

入
学

し
た

時
点

で
の

実
入

学
者

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

過
年

度
在

籍
者

数
 4

）

編
入

学
な

ど
に

よ
る

在
籍

者
数

ス
ト

レ
ー

ト
在

籍
者

数
 5

）

在
籍

学
生

数
 3

）

（
基

礎
資

料
３

－
１

）
　

評
価

実
施

年
度

に
お

け
る

学
年

別
在

籍
状

況

入
学

年
度

の
入

学
定

員
 1

)

入
学

時
の

学
生

数
 2

）学
年
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（基礎資料３－２） 　評価実施年度の直近５年間における６年制学科の学年別進級状況

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

在籍者数 
1) 168 148 134 142 149

休学者数 
2) 0 2 0 1 2

退学者数 
2) 8 6 2 2 2

留年者数 
2) 16 6 9 8 15

進級率 
3) 86% 91% 91% 92% 87%

在籍者数 
1) 139 156 149 133 146

休学者数 
2) 0 1 2 2 1

退学者数 
2) 5 5 5 6 4

留年者数 
2) 12 14 8 13 9

進級率 
3) 88% 87% 89% 84% 90%

在籍者数 
1) 132 129 140 140 118

休学者数 
2) 2 2 0 0 2

退学者数 
2) 1 0 0 2 1

留年者数 
2) 5 2 6 6 5

進級率 
3) 94% 97% 96% 94% 93%

在籍者数 
1) 122 124 125 137 134

休学者数 
2) 0 0 0 1 0

退学者数 
2) 0 0 0 0 0

留年者数 
2) 0 0 3 1 4

進級率 
3) 100% 100% 98% 99% 97%

在籍者数 
1) 126 122 127 123 135

休学者数 
2) 0 1 0 0 1

退学者数 
2) 0 0 0 0 0

留年者数 
2) 0 2 1 0 0

進級率 
3) 100% 98% 99% 100% 99%

1） 在籍者数は、当該年の５月１日における１年次から５年次に在籍していた学生数を記載してください。

2） 休学者数、退学者数、留年者数については、各年度の年度末に、それぞれの学年から次の学年に進級でき
なかった学生数を、その理由となった事象に分けて記載してください。

3） 進級率は、次式で計算し、％で記入してください。
｛（在籍者数）－（休学者数＋退学者数＋留年者数）｝/在籍者数

5年次

1年次

2年次

3年次

4年次
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（
基

礎
資

料
３

－
３

）
　

評
価

実
施

年
度

の
直

近
５

年
間

に
お

け
る

学
士

課
程

修
了

（
卒

業
）
状

況
の

実
態

2
0
1
8
年

度
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度

1
3
8

1
2
6

1
1
9

1
2
6

1
2
3

1
1
5

1
0
7

1
0
0

1
0
7

1
0
7

8
3
%

8
5
%

8
4
%

8
5
%

8
7
%

６
年

　
　

　
　

  
　

 C
1
0
3

9
4

9
4

1
0
3

1
0
1

７
年

9
1
1

6
4

3

８
年

2
2

0
0

3

９
年

以
上

1
0

0
0

0

1
4
0

1
2
9

1
2
9

1
3
6

1
3
6

7
4
%

7
3
%

7
3
%

7
6
%

7
4
%

4
）
 そ

れ
ぞ

れ
の

年
度

の
６

年
次

学
生

（
C

）
が

入
学

し
た

年
度

の
実

入
学

者
数

（
編

入
学

者
を

除
く
）
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

5
）
 ス

ト
レ

ー
ト

卒
業

率
 ＝

 （
卒

業
ま

で
に

要
し

た
在

学
期

間
が

６
年

間
の

学
生

数
）
／

（
入

学
時

の
学

生
数

）
の

値
（
C

/
D

）
を

％
で

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

卒
業

ま
で

に
要

し
た

在
学

期
間

別
の

内
訳

 3
)

卒
業

判
定

時
（
年

度
末

）
の

在
籍

学
生

数
 1

) 　
  

A

学
士

課
程

修
了

（
卒

業
）
者

数
 1

）
　

　
　

　
　

　
　

  
B

卒
業

率
 2

) 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 B

/
A

入
学

時
の

学
生

数
（
実

入
学

者
数

）
 4

) 　
　

  
D

ス
ト

レ
ー

ト
卒

業
率

 5
) 　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
  

C
/
D

　
　

 な
お

、
卒

業
者

数
は

、
当

該
年

度
の

卒
業

判
定

会
議

（
年

度
末

）
に

お
け

る
卒

業
認

定
者

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

2
）
 卒

業
率

＝
（
学

士
課

程
修

了
者

数
）
/
（
６

年
次

の
在

籍
者

数
）
の

値
（
B

/
A

）
を

％
で

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

3
) 

 「
編

入
学

者
を

除
い

た
卒

業
者

数
」
の

内
訳

を
卒

業
ま

で
に

要
し

た
期

間
別

に
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。

1
)　

当
該

年
度

の
９

月
に

卒
業

し
た

学
生

は
、

「
在

籍
学

生
数

」
（
A

）
に

も
、

「
卒

業
者

数
」
（
B

）
に

も
含

み
ま

せ
ん

。
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2
0
1
7
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
平

均
値

 5
)

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
3
6

1
5
3

1
3
2

1
2
6

1
3
3

1
4
0

1
3
7

1
1
3
%

1
2
8
%

1
1
0
%

1
0
5
%

1
1
1
%

1
1
7
%

1
1
4
%

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

 ２
年

次
 C

0
0

0
0

0
0

0

 ３
年

次
 D

0
0

0
0

0
0

0

 ４
年

次
 E

0
0

0
0

0
0

0

1
）

各
年

度
の

実
入

学
者

数
と

し
て

、
当

該
年

の
５

月
１

日
に

在
籍

し
て

い
た

新
入

生
数

を
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。

2
）

各
年

度
の

実
入

学
者

数
を

そ
の

年
度

の
入

学
定

員
で

除
し

た
数

値
を

％
で

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

3
）

そ
の

年
度

に
受

け
入

れ
た

編
入

学
者

（
転

学
部

、
転

学
科

な
ど

を
含

む
）
の

合
計

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

4
）

編
入

（
転

入
）
学

に
よ

る
入

学
者

の
受

け
入

れ
学

年
別

の
内

数
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

5
）

６
年

間
の

平
均

値
を

人
数

に
つ

い
て

は
整

数
で

、
充

足
率

に
つ

い
て

は
％

で
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

編
入

学
者

数
 3

）
　

 C
+
D

+
E

編
入

学
し

た
学

年

別
の

内
数

 4
)

（
基

礎
資

料
３

－
４

）
　

 直
近

６
年

間
の

定
員

充
足

状
況

と
編

入
学

者
の

動
向

入
学

年
度

入
学

定
員

　
 A

実
入

学
者

数
 1

) 　
　

B

入
学

定
員

充
足

率
 2

) 　
 B

/
A

編
入

学
定

員
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（
基
礎
資
料
４
）
　
学
生
受
入
れ
状
況
 
(
入

学
試

験
種

類
別

)

学
科

名
入

試
の

種
類

2
0
1
8
年

度
入

試
（

2
0
1
7
年

度
実

施
）

2
0
1
9
年

度
入

試
（

2
0
1
8
年

度
実

施
）

2
0
2
0
年

度
入

試
（

2
0
1
9
年

度
実

施
）

2
0
2
1
年

度
入

試
（

2
0
2
0
年

度
実

施
）

2
0
2
2
年

度
入

試
（

2
0
2
1
年

度
実

施
）

2
0
2
3
年

度
入

試
（

2
0
2
2
年

度
実

施
）

募
集

定
員

数
に

対
す

る
入

学
者

数
の

比
率

（
６

年
間

の
平

均
）

受
験

者
数

1
,
0
3
5

1
,
1
1
1

8
5
6

7
2
9

7
1
9

7
2
6

合
格

者
数

3
7
7

3
8
8

3
4
8

3
0
3

2
8
9

3
1
5

入
学

者
数

(
A
)

1
0
1

8
5

8
7

8
2

9
1

7
7

募
集

定
員

数
(
B
)

8
0

7
4

7
4

7
4

7
4

7
4

A
/
B
*
1
0
0
(
%
)

1
2
6
.
3
%

1
1
4
.
9
%

1
1
7
.
6
%

1
1
0
.
8
%

1
2
3
.
0
%

1
0
4
.
1
0
%

受
験

者
数

2
3
6

3
0
4

2
3
1

2
3
2

1
7
8

2
0
2

合
格

者
数

1
0
1

1
3
1

1
2
9

1
4
0

1
0
7

7
9

入
学

者
数

(
A
)

3
2

4
6

4
2

募
集

定
員

数
(
B
)

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

A
/
B
*
1
0
0
(
%
)

3
0
.
0
%

2
0
.
0
%

4
0
.
0
%

6
0
.
0
%

4
0
.
0
%

2
0
.
0
0
%

受
験

者
数

1
0
0

1
1
8

8
7

7
4

6
6

5
3

合
格

者
数

5
0

3
5

3
3

4
0

4
0

3
6

入
学

者
数

(
A
)

2
9

2
2

1
8

2
2

1
8

2
0

募
集

定
員

数
(
B
)

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

A
/
B
*
1
0
0
(
%
)

1
4
5
.
0
%

1
1
0
.
0
%

9
0
.
0
%

1
1
0
.
0
%

9
0
.
0
%

1
0
0
.
0
0
%

受
験

者
数

5
6

6
0

6
0

4
6

4
7

4
7

合
格

者
数

2
0

2
3

1
7

2
3

2
7

2
5

入
学

者
数

(
A
)

2
0

2
3

1
7

2
3

2
7

2
5

募
集

定
員

数
(
B
)

1
0

1
5

1
5

1
5

1
5

1
5

A
/
B
*
1
0
0
(
%
)

2
0
0
.
0
%

1
5
3
.
3
%

1
1
3
.
3
%

1
5
3
.
3
%

1
8
0
.
0
%

1
6
6
.
7
0
%

受
験

者
数

1
,
4
2
7

1
,
5
9
3

1
,
2
3
4

1
,
0
8
1

1
,
0
1
0

1
,
0
2
8

合
格

者
数

5
4
8

5
7
7

5
2
7

5
0
6

4
6
3

4
5
5

入
学

者
数

(
A
)

1
5
3

1
3
2

1
2
6

1
3
3

1
4
0

1
2
4

募
集

定
員

数
(
B
)

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

A
/
B
*
1
0
0
(
%
)

1
2
7
.
5
%

1
1
0
.
0
%

1
0
5
.
0
%

1
1
0
.
8
%

1
1
6
.
7
%

1
0
3
.
3
%

[
注

]

薬 学 部

薬 学 科

７
　

薬
科

学
科

と
の

一
括

入
試

の
場

合
は

、
欄

外
に

「
（

備
考

）
○

年
次

に
・

・
・

・
・

を
基

に
学

科
を

決
定

す
る

。
な

お
、

薬
学

科
の

定
員

は
△

△
△

名
」

と
注

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

１
　

入
学

者
数

は
、

実
施

し
た

入
試

に
よ

り
５

月
１

日
（

評
価

対
象

年
度

に
実

施
し

た
入

試
の

デ
ー

タ
は

調
書

提
出

時
）

に
新

入
学

者
と

な
っ

て
い

る
学

生
数

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

２
　

実
施

し
て

い
る

全
種

類
の

入
試

が
網

羅
さ

れ
る

よ
う

に
「

入
試

の
種

類
」

の
名

称
を

記
入

し
、

適
宜

欄
を

設
け

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
該

当
し

な
い

入
試

方
法

の
欄

は
削

除
し

て
く

だ
さ

い
。

３
　

入
試

の
種

類
ご

と
に

「
募

集
定

員
数

(
B
)
に

対
す

る
入

学
者

数
(
A
)
」

の
割

合
［

A
/
B
*
1
0
0
(
%
)
］

を
算

出
し

て
く

だ
さ

い
。

４
　

「
留

学
生

入
試

」
に

交
換

留
学

生
は

含
め

な
い

で
く

だ
さ

い
。

５
　

各
入

学
（

募
集

）
定

員
が

若
干

名
の

場
合

は
「

若
干

名
」

と
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

６
　

６
年

制
が

複
数

学
科

で
構

成
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

「
学

部
合

計
」

欄
を

設
け

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

一
般

選
抜

共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜

一
般
公
募
制
推
薦
選
抜

専
願

推
薦

選
抜

学
　

科
　

計
1
1
2
.
2
%
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教授 准教授 専任講師 助教 合計 基準数 
1）

18名 12名 6名 4名 40名 30名

教授 准教授 専任講師 助教 合計 必要数 
2）

4名 1名 1名 0名 6名 5名

助手 
1）

兼担教員 
2）

0名 0名

TA SA その他 
1） 合計

0名 0名 0名 0名

事務職員 技能職員 
2）

その他
 3） 合計

2名 1名 0名 3名

2） 薬用植物園や実験動物の管理、電気施設など保守管理に携わる職員

3） 司書、保健・看護職員など

1）学校教育法第92条⑨による教員として大学設置基準第10条２の教育業務及び研究に携わる常勤者

2）４年制学科を併設する薬学部で、薬学科の専門教育を担当する４年制学科の専任教員

表３．演習、実習、実験などの補助に当たる教員以外の者

1）実習などの補助を担当する臨時、契約職員など（無給は除く）

表４．薬学部専任の職員
1)

 自己点検・評価を実施した年度の実績を記入

1） 薬学部の業務を専門に行う職員（非常勤を含む。ただし非常勤数は（　）に内数で
記入。複数学部の兼任は含まないこと。）

表２．薬学科（６年制）の教育研究に携わっている表１．以外の薬学部教員

（基礎資料５）教員・職員の数

表１．大学設置基準（別表第１）の対象となる薬学科（６年制）の専任教員

　上記における臨床実務経験を有する者の内数

1）大学設置基準第13条別表第１のイ（表１）及び備考４に基づく数／別表２は含まない

2）上記基準数の６分の１（大学設置基準第13条別表第１のイ備考10）に相当する数
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教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率（％）

７０代 0名 0名 0名 0名 0名 0%

６０代 5名 0名 0名 0名 5名 12.5%

５０代 9名 3名 1名 0名 13名 32.5%

４０代 4名 9名 1名 0名 14名 35.0%

３０代 0名 0名 4名 3名 7名 17.5%

２０代 0名 0名 0名 1名 1名 2.5%

合計 18名 12名 6名 4名 40名

教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率（％）

男性 16名 10名 3名 2名 31名 77.5%

女性 2名 2名 3名 2名 9名 22.5%

（基礎資料６）　専任教員（基礎資料５の表１）の年齢構成

専任教員の定年年齢：（　　65　歳）

（参考資料）　専任教員（基礎資料５の表１）の男女構成
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実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

生
化
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

生
化
学
Ⅰ

1
0
.
5
0

0
.
3
5

生
化
学
Ⅰ
（
再
履
修
）

1
0
.
5
0

0
.
3
5

基
礎
免
疫
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

基
礎
免
疫
学
（
再
履
修
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅰ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

3
.
0
0

0
.
1
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅲ

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

未
病
医
薬
学
演
習
Ⅲ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
9
3
.
5
0

6
.
4
5

生
化
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

生
化
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

創
薬
概
論

3
.
0
0

0
.
1
0

7
6
.
5
0

2
.
5
5

薬
学
科

教
授

薬
学
科

講
師

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計

61



学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

薬
理
学
Ⅰ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

薬
理
学
Ⅲ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

薬
理
学
Ⅲ
（
再
履
修
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

応
用
薬
理
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

医
用
生
理
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

薬
理
学
Ⅱ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後

期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

医
用
生
理
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

臨
床
薬
理
学
Ⅲ

1
.
5
0

0
.
0
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

薬
理
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

薬
理
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

化
学
反
応
工
学
特
論
Ⅰ
B

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
7
4
.
0
0

5
.
8
0

薬
理
学
Ⅰ

9
.
0
0

0
.
3
0

薬
理
学
Ⅲ

9
.
0
0

0
.
3
0

薬
理
学
Ⅲ
（
再
履
修
）

9
.
0
0

0
.
3
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

基
礎
科
学
英
語

3
.
0
0

0
.
1
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅲ

3
.
0
0

0
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

薬
理
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

薬
理
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

1
1
2
.
5
0

3
.
7
5

薬
学
科

講
師

薬
学
科

教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計
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学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

微
生
物
学
Ⅱ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

微
生
物
学
Ⅱ
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

化
学
療
法
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

微
生
物
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

微
生
物
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

微
生
物
学
Ⅰ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

未
病
治
療
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

未
病
治
療
学
（
再
履
修
）

1
0
.
5
0

0
.
3
5

総
合
薬
学
演
習
Ⅰ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

3
.
0
0

0
.
1
0

化
学
療
法
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

環
境
保
健
学
特
論

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

未
病
医
薬
学
演
習
Ⅰ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

2
1
4
.
5
0

7
.
1
5

細
胞
生
物
学

2
2
.
5
0

0
.
7
5

細
胞
生
物
学
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

化
学
療
法
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

微
生
物
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

微
生
物
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

微
生
物
学
Ⅰ

1
0
.
5
0

0
.
3
5

バ
イ
オ
医
薬
品
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

化
学
療
法
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

未
病
医
薬
学
演
習
Ⅰ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
7
7
.
0
0

5
.
9
0

薬
学
科

准
教
授

薬
学
科

教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計
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学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

微
生
物
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

微
生
物
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

化
学
療
法
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

化
学
療
法
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

薬
理
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

薬
理
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

1
5
9
.
0
0

5
.
3
0

細
胞
生
化
学
Ⅱ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

細
胞
生
化
学
Ⅱ
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
・
総
合
薬
学
特
別
演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

分
子
薬
効
解
析
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学
概
論

1
.
5
0

0
.
0
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

薬
理
学
Ⅳ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

分
子
薬
効
解
析
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

薬
理
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

薬
理
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

機
能
性
高
分
子
化
学
特
論
Ⅰ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

未
病
医
療
学
演
習
Ⅱ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
9
5
.
0
0

6
.
5
0

薬
学
科

講
師

薬
学
科

教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計
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学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

分
子
薬
効
解
析
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

細
胞
生
化
学
Ⅰ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

総
合
薬
学
演
習
Ⅰ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

3
.
0
0

0
.
1
0

分
子
薬
効
解
析
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

細
胞
生
化
学
Ⅰ
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

薬
理
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

薬
理
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

早
期
体
験
学
習

◎
3
.
0
0

0
.
1
0

未
病
医
療
学
演
習
Ⅱ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
6
0
.
5
0

5
.
3
5

薬
学
基
礎
化
学
演
習

3
.
0
0

0
.
1
0

衛
生
薬
学
Ⅲ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
前

期
）

4
.
5
0

0
.
1
5

環
境
薬
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
・
総
合
薬
学
特
別
演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

公
衆
衛
生
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後

期
）

1
.
5
0

0
.
0
5

環
境
薬
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅲ

3
.
0
0

0
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

衛
生
化
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

衛
生
化
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

化
学
反
応
工
学
特
論
Ⅱ
B

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

環
境
保
健
学
特
論

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

未
病
医
薬
学
演
習
Ⅲ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
9
5
.
0
0

6
.
5
0

薬
学
科

准
教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計

薬
学
科

教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計



学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

基
礎
科
学
英
語

3
.
0
0

0
.
1
0

環
境
衛
生
化
学

2
2
.
5
0

0
.
7
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

衛
生
化
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

衛
生
化
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

1
0
0
.
5
0

3
.
3
5

薬
学
概
論

1
.
5
0

0
.
0
5

衛
生
薬
学
Ⅱ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

衛
生
薬
学
Ⅱ
（
再
履
修
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

環
境
分
析
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

衛
生
薬
学
Ⅰ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

放
射
薬
品
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

衛
生
薬
学
Ⅰ
（
再
履
修
）
　

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
学
英
語

4
.
5
0

0
.
1
5

環
境
分
析
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後

期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

実
用
薬
学
英
語

4
.
5
0

0
.
1
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

衛
生
化
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

衛
生
化
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

2
0
8
.
5
0

6
.
9
5

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計

薬
学
科

講
師

薬
学
科

教
授
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学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

環
境
分
析
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

衛
生
薬
学
Ⅱ

1
0
.
5
0

0
.
3
5

衛
生
薬
学
Ⅱ
（
再
履
修
）

1
0
.
5
0

0
.
3
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

環
境
分
析
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

衛
生
化
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

衛
生
化
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

1
0
8
.
0
0

3
.
6
0

薬
学
基
礎
化
学

6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学
基
礎
化
学
演
習

9
.
0
0

0
.
3
0

物
理
化
学
Ⅱ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

物
理
化
学
Ⅱ
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

立
体
構
造
解
析
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
前

期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

分
析
・
物
理
化
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

分
析
・
物
理
化
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

物
理
化
学
Ⅰ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

物
理
化
学
Ⅲ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

物
理
化
学
Ⅰ
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

物
理
化
学
Ⅲ
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

立
体
構
造
解
析
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

2
6
7
.
0
0

8
.
9
0

薬
学
科

准
教
授

薬
学
科

教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計
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学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

分
析
化
学
Ⅱ

1
0
.
5
0

0
.
3
5

分
析
化
学
Ⅱ
（
再
履
修
）

1
0
.
5
0

0
.
3
5

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

生
体
分
析
科
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

日
本
薬
局
方
概
論

3
.
0
0

0
.
1
0

分
析
・
物
理
化
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

分
析
・
物
理
化
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

機
器
分
析
学

2
2
.
5
0

0
.
7
5

生
体
分
析
科
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅲ

3
.
0
0

0
.
1
0

分
析
化
学
Ⅰ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

分
析
化
学
Ⅰ
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

1
8
6
.
0
0

6
.
2
0

分
析
・
物
理
化
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

分
析
・
物
理
化
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

生
体
分
析
科
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
前

期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

薬
学
基
礎
化
学
演
習

3
.
0
0

0
.
1
0

分
析
化
学
Ⅱ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

分
析
化
学
Ⅱ
（
再
履
修
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

生
体
分
析
科
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

1
1
8
.
5
0

3
.
9
5

薬
学
科

助
教

薬
学
科

准
教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計



学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

薬
学
概
論

1
.
5
0

0
.
0
5

薬
物
動
態
学
Ⅰ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

薬
物
動
態
学
Ⅰ
（
再
履
修
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

薬
物
投
与
設
計
学

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
物
投
与
設
計
学
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
事
関
連
法
規

1
.
5
0

0
.
0
5

日
本
薬
局
方
概
論

3
.
0
0

0
.
1
0

薬
物
動
態
シ
ス
テ
ム
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後

期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

薬
物
動
態
シ
ス
テ
ム
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

応
用
社
会
学

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

薬
物
治
療
設
計
学
演
習
Ⅰ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
物
動
態
制
御
学
特
論

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

2
2
6
.
5
0

7
.
5
5

薬
学
科

教
授

（
実
務
）

授
業
担
当
時
間
の
合
計

69



学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

薬
物
動
態
学
Ⅰ

1
0
.
5
0

0
.
3
5

薬
物
動
態
学
Ⅰ
（
再
履
修
）

1
0
.
5
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

3
.
0
0

0
.
1
0

薬
物
動
態
シ
ス
テ
ム
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

薬
物
動
態
学
Ⅱ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
学
英
語

3
.
0
0

0
.
1
0

薬
物
動
態
学
Ⅱ
(
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
物
動
態
シ
ス
テ
ム
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

実
用
薬
学
英
語

4
.
5
0

0
.
1
5

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

薬
物
動
態
制
御
学
特
論

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
物
治
療
設
計
学
演
習
Ⅰ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

2
1
0
.
0
0

6
.
6
5

薬
学
基
礎
化
学
演
習

3
.
0
0

0
.
1
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

1
.
5
0

0
.
0
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

8
1
.
0
0

2
.
7
0

薬
学
科

講
師

薬
学
科

准
教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計
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学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

製
剤
学
Ⅰ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

日
本
薬
局
方
概
論

3
.
0
0

0
.
1
0

製
剤
設
計
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

製
剤
学
Ⅲ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

製
剤
設
計
学

6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後

期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅲ

3
.
0
0

0
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

応
用
無
機
化
学
特
論
Ⅱ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

D
D
S
特
論

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
物
治
療
設
計
学
演
習
Ⅰ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
9
9
.
5
0

6
.
6
5

製
剤
設
計
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

製
剤
学
Ⅱ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

製
剤
設
計
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
4
.
5
0

0
.
1
5

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
A

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

製
剤
・
薬
剤
学
実
習
　
B

◎
3
3
.
0
0

1
.
1
0

機
能
性
高
分
子
化
学
特
論
Ⅱ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

D
D
S
特
論

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

薬
物
治
療
設
計
学
演
習
Ⅰ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
7
8
.
5
0

5
.
9
5

薬
学
科

准
教
授

薬
学
科

教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計



学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

臨
床
検
査
化
学
Ⅰ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

実
務
実
習
演
習

1
3
.
5
0

0
.
4
5

医
療
薬
剤
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

臨
床
検
査
化
学
Ⅱ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

臨
床
薬
理
学
Ⅱ

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療
薬
剤
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後

期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅲ

3
.
0
0

0
.
1
0

医
療
経
済
論

6
.
0
0

0
.
2
0

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ

◎
6
7
.
5
0

2
.
2
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

1
6
6
.
5
0

5
.
5
5

実
務
実
習
演
習

1
3
.
5
0

0
.
4
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

医
療
経
済
論

6
.
0
0

0
.
2
0

医
療
薬
剤
学

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ

◎
5
4
.
0
0

1
.
8
0

9
9
.
0
0

3
.
3
0

助
教

薬
学
科

薬
学
科

教
授

（
実
務
）

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計
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学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅰ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

実
務
実
習
演
習

1
6
.
5
0

0
.
5
5

臨
床
薬
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

9
.
0
0

0
.
3
0

薬
学
概
論

1
.
5
0

0
.
0
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

臨
床
薬
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
薬
学

2
2
.
5
0

0
.
7
5

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

早
期
体
験
学
習

◎
3
.
0
0

0
.
1
0

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ

◎
6
7
.
5
0

2
.
2
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

1
8
4
.
5
0

6
.
1
5

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

6
.
0
0

0
.
2
0

生
命
倫
理
学

4
.
5
0

0
.
1
5

薬
剤
師
業
務
概
論

1
2
.
0
0

0
.
4
0

実
務
実
習
演
習

1
3
.
5
0

0
.
4
5

臨
床
薬
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

9
.
0
0

0
.
3
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後

期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅲ

3
.
0
0

0
.
1
0

臨
床
薬
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

早
期
体
験
学
習

◎
2
2
.
5
0

0
.
7
5

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ

◎
6
7
.
5
0

2
.
2
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

1
8
3
.
0
0

6
.
1
0

薬
学
科

教
授

（
実
務
）

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計

薬
学
科

准
教
授

（
実
務
）
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学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

基
礎
情
報
処
理
演
習
（
Ａ
ク
ラ
ス
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

基
礎
情
報
処
理
演
習
（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

実
務
実
習
演
習

1
3
.
5
0

0
.
4
5

臨
床
薬
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅰ

1
0
.
5
0

0
.
3
5

医
薬
品
安
全
性
学
Ⅱ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

感
染
症
予
防
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

臨
床
薬
学
（
5
年
）

3
.
0
0

0
.
1
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ

◎
6
7
.
5
0

2
.
2
5

1
6
8
.
0
0

5
.
6
0

解
剖
学
概
論

1
2
.
0
0

0
.
4
0

解
剖
学
概
論
（
再
履
修
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
/
総
合
薬
学
特
別
演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

臨
床
診
療
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

機
能
形
態
学

2
2
.
5
0

0
.
7
5

機
能
形
態
学
（
再
履
修
）

2
2
.
5
0

0
.
7
5

医
学
英
語
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

臨
床
病
態
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

臨
床
薬
理
学
Ⅲ

7
.
5
0

0
.
2
5

臨
床
検
査
化
学
Ⅲ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

臨
床
検
査
化
学
Ⅲ
（
再
履
修
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

医
学
英
語
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

救
急
救
命
医
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ

◎
5
4
.
0
0

1
.
8
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

薬
物
治
療
学
特
論

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

臨
床
薬
学
演
習
Ⅰ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

2
7
1
.
5
0

9
.
0
5

薬
学
科

講
師

（
実
務
）

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計

薬
学
科

教
授
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学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

医
療
統
計
処
理
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

薬
物
治
療
学
Ⅰ

2
2
.
5
0

0
.
7
5

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

薬
物
治
療
学
Ⅱ

1
2
.
0
0

0
.
4
0

医
薬
倫
理
学

1
2
.
0
0

0
.
4
0

医
学
英
語
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

薬
物
治
療
学
Ⅱ
（
再
履
修
）

1
2
.
0
0

0
.
4
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ

◎
5
4
.
0
0

1
.
8
0

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

薬
物
治
療
学
特
論

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

臨
床
薬
学
演
習
Ⅰ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
9
5
.
0
0

6
.
5
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
9
.
0
0

0
.
3
0

早
期
体
験
学
習

◎
2
2
.
5
0

0
.
7
5

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ

◎
5
4
.
0
0

1
.
8
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後
期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

9
4
.
5
0

3
.
1
5

生
命
倫
理
学

9
.
0
0

0
.
3
0

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

6
.
0
0

0
.
2
0

臨
床
薬
理
学
Ⅱ

6
.
0
0

0
.
2
0

実
務
実
習
演
習

6
.
0
0

0
.
2
0

総
合
薬
学
演
習
Ⅱ
／
総
合
薬
学
特
別
演
習

4
.
5
0

0
.
1
5

医
薬
品
情
報
学
（
6
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
前
期
）

◎
2
2
.
5
0

0
.
7
5

医
薬
品
情
報
学
（
5
年
）

6
.
0
0

0
.
2
0

臨
床
薬
理
学
Ⅰ

1
0
.
5
0

0
.
3
5

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後
期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

早
期
体
験
学
習

◎
1
.
5
0

0
.
0
5

実
務
実
習
事
前
学
習
Ⅱ

◎
5
4
.
0
0

1
.
8
0

病
院
実
務
実
習
・
薬
局
実
務
実
習
（
後
期
）

◎
2
2
.
5
0

0
.
7
5

臨
床
薬
学
演
習
Ⅲ

院
2
2
.
5
0

0
.
7
5

1
8
0
.
0
0

6
.
0
0

授
業
担
当
時
間
の
合
計

薬
学
科

准
教
授

薬
学
科

助
教

薬
学
科

教
授

（
実
務
）

授
業
担
当
時
間
の
合
計

授
業
担
当
時
間
の
合
計



学
科
 
1
)

職
名
 
2
)

氏
 

　
名

年
齢

性
別

学
位
称
号

現
職
就
任

年
 
月
 
日

授
業
時
間
 
4
)

年
間
で
平
均
し
た

週
当
り
授
業
時
間
 
5
)

授
業
担
当
科
目
 
3
)

薬
事
関
連
法
規

1
0
.
5
0

0
.
3
5

総
合
薬
学
演
習

1
8
.
0
0

0
.
6
0

薬
学
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
／
薬
学
特
別
演
習
（
後

期
）

3
.
0
0

0
.
1
0

応
用
社
会
学

6
.
0
0

0
.
2
0

臨
床
薬
理
学
Ⅲ

3
.
0
0

0
.
1
0

4
0
.
5
0

1
.
3
5

6
)
基
礎
資
料
７
に
記
載
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
学
位
称
号
・
現
職
就
任
年
月
日
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
公
表
時
に
は
黒
塗
り
に
し
て
当
機
構
W
E
B
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

評
価
用
の
基
礎
資
料
と
は
別
に
、
該
当
箇
所
（
項
目
名
以
外
）
を
黒
塗
り
し
た
基
礎
資
料
７
を
含
む
、
基
礎
資
料
全
体
の
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

5
)
「
年
間
で
平
均
し
た
週
当
り
授
業
時
間
」
に
は
、
総
授
業
時
間
を
「
3
0
」
（
授
業
が
実
施
さ
れ
る
１
年
間
の
基
準
週
数
）
で
除
し
た
値
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

開
講
す
る
週
数
が
3
0
週
で
は
な
い
大
学
で
も
、
大
学
間
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
「
3
0
」
で
除
し
て
く
だ
さ
い
。

1
）
薬
学
科
（
６
年
制
）
専
任
教
員
の
み
が
対
象
で
す
が
、
２
学
科
制
薬
学
部
で
４
年
制
学
科
の
兼
担
教
員
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
（
兼
担
学
科
名
）
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。

2
）
臨
床
に
お
け
る
実
務
経
験
を
有
す
る
専
任
教
員
に
は
、
職
名
に
（
実
務
）
と
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。

3
)
「
授
業
担
当
科
目
」
に
は
、
「
卒
業
研
究
」
の
指
導
を
除
く
全
て
の
授
業
担
当
科
目
（
兼
担
学
科
・
兼
任
学
科
の
科
目
、
大
学
院
の
授
業
科
目
も
含
む
）
を
記
入
し
、
実
習
科
目
は
科
目
名
の
右
欄
に
◎
を
、

大
学
院
科
目
は
「
院
」
の
字
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

4
)
「
授
業
時
間
」
に
は
、
当
該
教
員
が
そ
の
科
目
で
行
う
延
べ
授
業
時
間
（
実
働
時
間
）
の
時
間
数
を
、
以
下
に
従
っ
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
（
小
数
点
以
下
２
桁
ま
で
）
。

※
講
義
科
目
は
時
間
割
か
ら
計
算
さ
れ
る
実
際
の
時
間
数
（
１
コ
マ
9
0
分
の
授
業
1
5
回
担
当
す
れ
ば
、
9
0
×
1
5
÷
6
0
＝
2
2
.
5
時
間
）
を
記
入
し
ま
す
。

※
複
数
教
員
で
分
担
し
て
い
る
場
合
は
授
業
回
数
を
分
担
回
数
と
し
、
履
修
者
が
多
い
た
め
同
一
科
目
を
反
復
開
講
し
て
い
る
場
合
は
授
業
時
間
数
に
反
復
回
数
を
乗
じ
ま
す
。

※
実
習
科
目
で
は
、
同
一
科
目
を
複
数
教
員
（
例
え
ば
、
教
授
１
名
と
助
教
、
助
手
２
名
）
が
担
当
し
て
い
て
も
、
常
時
共
同
で
指
導
し
て
い
る
場
合
は
分
担
担
当
と
し
ま
せ
ん
。

薬
学
科

准
教
授

授
業
担
当
時
間
の
合
計
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4
 
年

生
の

在
籍

学
生

数
1
3
4
名

5
 
年

生
の

在
籍

学
生

数
1
3
5
名

6
 
年

生
の

在
籍

学
生

数
1
2
3
名

　
4
年

生
　

5
年

生
　

6
年
生

配
属

学
生

数
配

属
学

生
数

配
属
学
生
数

1
薬

化
学

（
P
4
2
4
）

2
7

8
6

2
1

4
2
.
8

2
医

薬
品

化
学

（
P
4
2
3
）

2
8

7
7

2
2

3
9
.
2

3
生

薬
学

（
P
4
3
6
）

2
8

7
7

2
2

3
9
.
2

4
植

物
園

（
P
4
4
2
）

2
4

3
3

1
0

3
9
.
2

5
生

化
学

（
P
3
3
4
）

3
9

9
9

2
7

3
9
.
2

6
薬

理
学

（
P
2
3
6
）

2
8
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　崇城大学 講座名 薬化学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2010年10月～

2020年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2010年10月～

2020年4月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2021年9月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

・ベストティーチング賞受賞の授業について
（令和３年度　第１回FD講演会）

有機化学Ⅱ・Ⅲで実践している反
転授業の詳細について、学内のFD
講演会にて発表を行った。

新型コロナウイルスの感染拡大を
機に、講義を反転授業へと切り替
えた。従来は対面講義で行ってい
た教科書解説を、オンデマンド動
画として収録することで、学生が
自分のペースで、かつ何度でも視
聴して学習できるようにした。学
生は本動画を対面講義までに視聴
し、対面講義では演習を中心に進
めた。本方式に切り替えた後の授
業アンケートでは、講義満足度の
平均値は4.50(5点満点)であり、
大変好評であった。

・反転授業の実践（有機化学Ⅱ・Ⅲ）

・要点プリント（有機化学Ⅱ・Ⅲ）

学生が「教科書を読んで理解でき
る」ための補助となるようなプリ
ントを、各講義１回につきA4用紙
１枚以内でまとめたプリントを作
成し配布している。

・オンデマンド講義動画（有機化学Ⅱ・Ⅲ）

反転授業用の講義動画を作成し
た。書画カメラを用いて分子模型
を組み立てることで臨場感を出
し、学生が実際に自分で模型を組
み立てる際に参考にしやすいよう
に工夫した。

なし

教育および研究活動の業績一覧

氏名　井本修平

教育実践上の主な業績 概 要

・板書による構造式や巻矢印による反応機構の提
示（有機化学Ⅱ・Ⅲ）

試験においては構造式を書かせる
問題を出題するため、講義での説
明の際は構造式はパワーポイント
で提示せず、板書を徹底してい
る。順を追って構造式や巻矢印を
書くことで、学生が真似をして
ノートへ書き写しやすいように工
夫している。
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単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年8月
Oncology
Reports, 48(4)

共著 2022年1月
崇城大学紀要,
47,97-111頁

共著 2020年1月
Heterocycles,
100(10),pp.159
9-1612

共著 2019年9月

Nucleosides,
Nucleotides
and Nucleic
Acids,
39(4),pp.518-
529

共著 2018年3月

ChemistrySelec
t,
3(11),pp.3313-
3317

発表年・月 学会名

2022年6月
第38回日本DDS
学会学術集会

2022年5月
日本薬剤学会第
37年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

～現在 日本薬学会会員

～現在 日本化学会会員

～現在 有機合成化学協会会員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

１．著書・論文等の名称

（論文）Synthesis and evaluation of the anti-
hepatitis B virus activity of 4'-Azido-
thymidine analogs and 4'-Azido-2'-deoxy-5-
methylcytidine analogs: structural insights
for the development of a novel anti-HBV agent

（論文）Design and Synthesis of 4'-Cyano
Dideoxy Isonucleosides and Their Activity
against HIV-1 and HBV

（論文）Novel nitric oxide donor, nitrated
phenylbutyrate, induces cell death of human
pancreatic cancer cells and suppresses tumor
growth of cancer xenografts

（紀要）令和2年度ベストティーチング賞受賞教員
の授業について―更なる授業改善を目指して(第5
報)―

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

（論文）Synthesis of 4'-Substituted Purine
2'-Deoxynucleosides and Their Activity
against Human Immunodeficiency Virus Type 1
and Hepatitis B Virus

（演題名）酸性環境応答性アルブミン結合型抗がん剤放出性と抗腫
瘍効果

（演題名）酸応答性プロドラッグ置換基としてのメトキシトリチル
基の有用性評価
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬化学研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2022/04〜07

2022/10〜
2023/03

2022/06〜07

2022/12〜
2023/03

　２　作成した教科書、教材、参考書

2022/04〜07

2022/10〜
2023/03

2022/06〜07

2022/12〜
2023/03

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著
 2022, 12,
（p.83-90）

Green and
Sustainable
Chemistry

発表年・月 学会名

授業内容の理解度確認のため毎回
小テストを実施，次回講義で解説
（躓き，誤認等を含む）

担当科目：生物医薬化学１（３年：２単位：１５回）

授業内容の理解度確認のため毎回
小テストを実施，次回講義で解説
（躓き，誤認等を含む）。
　小テスト不振者には，ONLINE補講
を開講。

担当科目：生物医薬化学２（４年：1単位：８回）

Web版実習書（実験の手引き）

講義用サブ資料集
講義レジメ集
小テスト解説動画

講義用サブ資料集
講義レジメ集
小テスト解説動画

担当科目：薬化学・生薬学実習
（３年：１単位：８回）

毎時間前回内容の振り返りを行い，
学生からの質問を受け付ける。

担当科目：プロセス化学（５年：1単位：８回）
授業内容の理解度確認のため毎回
小テストを実施，次回講義で解説
（躓き，誤認等を含む）	

担当科目：生物医薬化学２（４年：1単位：８回）

担当科目：生物医薬化学１（３年：２単位：１５回）

担当科目：薬化学・生薬学実習
（３年：１単位：８回）

なし

学内FD講演会に出席。

担当科目：プロセス化学（５年：1単位：８回）
Web版講義レジメ集
小テスト解説動画

教育および研究活動の業績一覧

氏名　寒水　壽朗

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

The Compatibility of Groups Used to Protect
Phenolic Functionality during Oxone-Mediated
Oxidative Esterification

なし
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Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

薬学教育協議会担当者教員会議
（有機化学　世話人）

2021年　『崇城大学での有機化学関連講義について』講演

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

薬学教育協議会担当者教員会議
（有機化学　世話人）

2018〜2020年
2018年　実施責任者

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 医薬品化学研究室 教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2020年4月～

2018年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2019年6月
J. Org. Chem.
84(14)

共著 2019年8月
J. Org. Chem.
84(18)

教育および研究活動の業績一覧

杉浦　正晴

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

Selective Monoacylation of Diols and
Asymmetric Desymmetrization of Dialkyl meso-
Tartrates Using 2-Pyridyl Esters as Acylating
Agents and Metal Carboxylates as Catalysts

Lewis Base-Catalyzed Enantioselective
Conjugate Reduction of β,β-Disubstituted
α,β-Unsaturated Ketones with
Trichlorosilane: E/Z -Isomerization,
Regioselectivity, and Synthetic Applications

なし

なし

・汎用的なソフトウェアの実践的
な利用ができるようになることを
目指して、2つの演習科目を関連
付けている。

医薬品合成化学（３年生専門科目）
・一冊のノート形式にした講義資料を出版セン
ターで作成している。
・板書の代わりに、書画カメラを利用して化学構
造式や電子の流れを実際に描いて見せている。

・学生自身で多くの化学構造式や
電子の流れを書き込んでこの資料
を完成させることを通して、体系
化された学問での位置付けを明確
にし、達成感を得てもらう工夫を
している。
・実際に描き方を見せて、学生に
も書かせることで、有機化学にお
ける科学的思考力を実践的に訓練
している。また、書き込んだ資料
や解説録画をWebClassに上げるこ
とで繰り返し復習できるようにし
ている。

基礎情報処理演習、薬学基礎化学演習（１年生基
礎科目）
・基礎情報処理演習でWordやExcelの具体的な利用
法を演習し、薬学基礎化学演習での実験レポート
作成につなげている。

なし
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共著 2020年5月
Org. Lett.
22(10)

共著 2022年12月
ACS Omega, in
press

共著 2020年11月
Royal Society
of Chemistry

発表年・月 学会名

2022年11月
第48回反応と合
成の進歩シンポ
ジウム

2023年3月
日本薬学会第
143年会

2023年3月
日本薬学会第
143年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Synthesis of Selenoesters via Aldol
Condensation and/or Conjugate Reduction and
Their Antiviral Activities

O -Monoacyltartaric Acid/(Thio)urea
Cooperative Organocatalysis for
Enantioselective Conjugate Addition of
Boronic Acid

アルドール縮合や還元反応による抗ウイルス活性有機セレン化合物
の合成

薬剤師業務における尿試験紙の活用に向けた基盤情報の構築

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2018年度 第44回反応と合成の進歩シンポジウム実行委員

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

日本薬学会代議員（九州山口支部）

Synthesis of Selenoesters by Aldol Condensation and/or
Conjugate Reduction and Their Antiviral Activities

2029〜2020年度 日本薬学会九州支部幹事

Catalysis by Silicon Species (Chapter 12)
In Catalysis with Earth-abundant Elements

2021年度〜現在
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 医薬品化学研究室 准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2022.4

　２　作成した教科書、教材、参考書

有機化学I 授業資料 2022.4

医薬品化学 授業資料 2022.9

医薬品化学実習 実習資料 2022.9

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2019.11

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2019.9

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2021年1月
Heterocycles,
102(3),534-545

共著 2020年1月
Heterocycles,
100(9),1463-
1472

共著 2019年8月

The Journal of
Organic
Chemistry,
84(18),11458-
11473

教育および研究活動の業績一覧

山口　幸輝

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

Lewis Base-Catalyzed Enantioselective
Conjugate Reduction of β,β-Disubstituted
α,β-Unsaturated Ketones with
Trichlorosilane: E/Z-Isomerization,
Regioselectivity, and Synthetic Applications.
[Highlighted in Organic Chemistry Portal;
Featured in Org. Chem. Highlights: Alkylated
Stereogenic Centers]

Reactivity of the Enamine Tautomer of a
Cyclic 1,4-Diazadiene with a Diketone

(論文)STEPWISE REACTIONS BETWEEN CYCLIC 1,4-
DIAZADIENES AND KETENES: CHARACTERISTICS AND
MECHANISM

本演習では、情報処理の各プロセ
ス（情報の収集→加工・編集→発
信）に必要なソフトウェアの使い
方、インターネット利用法などを
担当した。

教育内容
基礎情報処理演習（1年）
方法の工夫
約140名の理解度、進行度に応じ、個々の課題内容
に冗長性を持たせた。

大学人教育力養成講座の講演
授業改善のポイント、話題提供を
行い、学生へ向き合うスタンスに
ついての講演を行った。

ベストティーチング賞受賞
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共著 2019年6月

The Journal of
Organic
Chemistry,
84(14),9313-
9321

共著 2019年1月
Heterocycles,
98(1),88-95

発表年・月 学会名

2018.11
第35回日本薬学
会九州支部大会

2018.11
第35回日本薬学
会九州支部大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Reaction of 2,3,5,6,7,8-Hexahydroquinoxaline
with Thiourea Derivatives: Analysis of the
Structure and Conformational State of
[4.4.3]Propellane

2-ピリジルエステルを利用するピバル酸アニオンを導入した
Cu(II)/Ph-BOX 錯体触媒によるメソジオールの不斉非対称化

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2000年11月～現在

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

日本薬学会会員

Selective Monoacylation of Diols and
Asymmetric Desymmetrization of Dialkyl meso-
Tartrates Using 2-Pyridyl Esters as Acylating
Agents and Metal Carboxylates as Catalysts

Antitumor Allium Sulfidesの研究　Garlic Sproutの成分について
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 生薬学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

なし

　２　作成した教科書、教材、参考書

新訂生薬学　改訂第9版 2021年12月25日 菌類・藻類項目の担当

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年9月

Natural
product
research
Vol.36

共著 2021年3月
Chem. Pharm.
Bull. Vol.69

共著 2021年7月
Phytochemistry
vol.190

共著 2021年1月
Z. Naturforsch
vol.75

共著 2020年7月

Natural
Product
Reserch Vol.
35

発表年・月 学会名

2022年3月 日本薬学会

2022年11月 メイラード学会

2022年11月
日本薬学会九州
支部会

（論文）A new glycosidic acid, muricatic acid
D, and resin glycosides, muricatins X and XI,
from the vrude resin glycoside fraction of
the seeds of Ipomoea muricata

（論文）Calyhedins I-VI: resin glycosides
from the rhizomes of Calystegia hederacea

（論文）Glutaminase inhibitory activity of
umbelliferone isolation from kabosu (Citrus
sphaerocarpa Hort. Ex Tanaka)

（論文）Two new resin glycosides, muricatins
XII and XIII, from the seeds of Ipomoea
muricata

（演題名）イカリソウに含まれるプレニルフラボノイド類のAGEs生
成阻害活性について

教育および研究活動の業績一覧

氏名　吉満 斉

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

（演題名）コヒルガオ科の樹脂配糖体（4）

（論文）Comparative studies of the biological
activites of selected herbal extracts and
phenolic compounds isolated from Rosa gallica

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）ヒルガオ科の樹脂配糖体に関する研究（2）
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Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

1983年9月～現在 日本薬学会会員

1993年8月～現在 日本生薬学会会員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　崇城大学 講座名 生薬学研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

なし

　２　作成した教科書、教材、参考書

なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年9月
Nat Prod Res.
23(1)

共著 2022年1月
Nat Prod Res.
36(1)

共著 2022年1月
Nat Prod Res.
36(1)

共著 2021年3月
Chem Pharm
Bull. 69(3)

共著 2020年1月
J Nat Med.
74(1)

発表年・月 学会名

2022・11
日本メイラード
学会

2022・11
日本薬学会
九州山口支部大
会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2006年4月～現在 日本薬学会会員

イカリソウに含まれるプレニルフラボノイド類のAGEs生成阻害活性
について

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Two new resin glycosides, muricatins XII and
XIII, from the seeds of Ipomoea muricata

Two new glycosidic acids, calyhedic acids E
and F, in crude resin glycoside fraction from
 Calystegia hederacea

A new steroidal glycoside from the fruits of
Solanum myriacanthum

A New Glycosidic Acid, Muricatic Acid D, and
Resin Glycosides, Muricatins X and XI, from
the Crude Resin Glycoside Fraction of the
Seeds of Ipomoea muricata

Identification and characterization of
organic and glycosidic acids in crude resin
glycoside fraction from Calystegia hederacea

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　宮下　裕幸

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

ヒルガオの樹脂配糖体に関する研究（2）
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2006年4月～現在 日本生薬学会会員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬用植物園 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　２　作成した教科書、教材、参考書

平成21年3月

平成28年9月

平成29年3月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年8月
Front
Microbiol.19

共著 2021年12月
J Nat Med.
75(4)

共著 2021年10月
Pathogens.
2021;10(10)

共著 2021年6月
ACS Omega
6(20)

共著 2020年3月
Front
Pharmacol.18

発表年・月 学会名

Dual Inhibitory Activity of Petroselinic Acid
Enriched in Fennel Against Porphyromonas
gingivalis.

Flavonoid Compounds Contained in Epimedii
Herba Inhibit Tumor Progression by
Suppressing STAT3 Activation in the Tumor
Microenvironment.

Thiolane-type sulfides from garlic, onion,
and Welsh onion.

教育および研究活動の業績一覧

氏名　池田　剛

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

なし

なし

各論の糖質、脂質、テルペノイド
の執筆を担当した

6年制薬学部の学生に生薬学のお
もしろさを伝えられるような教科
書目指して作成した。

第一章　糖類　を担当執筆した

・「生薬学へのいざないー生薬学は今日の医療に
どう役立つのか−」（京都廣川書店）を共同執筆し
た

・パートナー　天然物化学（南江堂）

・エッセンシャル　天然薬物化学　（医歯薬出
版）

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Supramolecular Assembly of Hybrid Pt(II)
Porphyrin/Tomatine Analogues with Different
Nanostructures and Cytotoxic Activities.

Curry Leaf Triggers Cell Death of P.
gingivalis with Membrane Blebbing.
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2022年6月
第76回日本栄
養・食糧学会

2022年9月
日本生薬学会第
68回年会

2022年11月
第32回日本メイ
ラード学会年会

2022年11月
第36回日本香辛
料研究会

2022年12月
第22回国際栄養
学会議

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

コリアンダー（Coriandrum sativum L.）葉水抽出物の脱顆粒抑制
成分の探索研究

イカリソウに含まれるプレニルフラボノイド類のAGEs生成阻害活性
について

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

日本杜仲研究会

アメリカ化学会 正会員

日本薬学会

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

学術誌編集委員会委員（〜2019年3月）

日本生薬学会 理事（2022年4月〜）

コリアンダー葉水溶性抽出物の脱顆粒抑制効果に関する研究

パクチー水抽出物の抗アレルギー成分の探索研究

Ethyl acetate extract of bitter melon enhances serum
clearance and muscle uptake of dietary triglyceride in rats

富尾会　桜ヶ丘病院 評議員（2012年4月〜）

理事（2012年4月〜）
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬用植物園 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　２　作成した教科書、教材、参考書

なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2019年3月

Biosci.
Biotechnol.
biochem. 83
(7)

発表年・月 学会名

2022年9月
日本生薬学会第
68回年会

2022年11月
第32回日本メイ
ラード学会年会

2022年11月
第36回日本香辛
料研究会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　中嶋　圭介

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

A natural anti periodontis agent,
epimedokoreanin B, inhibits virulence
activities of gingioains from Porphyromonas
gingivalis.

イカリソウに含まれるプレニルフラボノイド類のAGEs生成阻害活性
について

パクチー水抽出物の抗アレルギー成分の探索研究

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

日本メイラード学会 一般会員

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

なし

なし

生薬学会

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

一般会員

一般会員

コリアンダー（Coriandrum sativum L.）葉水抽出物の脱顆粒抑制
成分の探索研究

なし

薬学会
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※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 生化学研究室 職名

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

生化学I、生化学II,　分子生物学 2016年〜現在

　２　作成した教科書、教材、参考書

生化学I、生化学II、分子生物学 2016年〜現在

2021年3月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項 2016年〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2021年6月
Sci.Rep. vol.

11

共著 2020年3月
Toxins(Basel)
vol. 12

共著 2019年10月
Toxins(Basel)

vol. 11

共著 2019年2月
Sci.Rep  vol.
9

共著 2018年7月 Sci,Rep.vol. 8

発表年・月 学会名

ハブ毒液中に含まれる小ペプチドの同定と活性評価 2023年3月
2023年度日本農
芸化学会

2023年3月
日本薬学会
第143年会

授業アンケートのコメントに基づ
いて、適宜教授法やレジメの改善
を行っている。

プリントの自作

遺伝子クローニングの項目を担当

(論文）Comprehensive analysis of novel
disulfide bond introduction site into the
constant domain of human Fab

セルトリズマブFab可変領域へのアミノ酸変異導入による安定化

教育および研究活動の業績一覧

氏名　上田　直子

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

特になし

薬学部自己評価委員であり、学部
及び全学主催のFD講演会に積極的
に参加している。

（論文）Discovery of the Gene Encoding a
Novel Small Serum Protein (SSP) of
Protobothrops flavoviridis and the Evolution
of SSP

（論文）The habu genome reveals accelerated
evolution of venom protein genes.

（論文）SDS-induced oligomerization of Lys49-
phospholipase A2 from snake venom

（論文）Alternative mRNA Splicing in Three
Venom Families Underlying a Possible
Production of Divergent Venom Proteins of the
Habu Snake, Protobothrops flavoviridis

コンパス分子生物学 改訂第3版　南江堂
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2022年9月
第68回トキシン
シンポジウム

2022年9月
第68回トキシン
シンポジウム

2022年8月

第44回蛋白質と
酵素の構造と機
能に関する九州
シンポジウム

2022年6月
第22回蛋白質科
学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2019年9月

生化学会代議員　（九州支部）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

抗体医薬アダリムマブFabの定常領域における7種のPheとPhe→Pro
配列における6つのProの熱安定性への影響

抗体医薬アダリムマブFabの定常領域における7種のPhe→Ala変異体
及びPhe→Pro 配列上の6種のPro→Gly変異体の熱安定性解析

2016年11月〜現在 生化学会九州支部評議員

ハブ毒液中に含まれる小ペプチドの探索

ヒメハブ血清に含まれる毒中和因子：SSPをコードする遺伝子アレ
イのゲノム構造解析

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

202２年９月〜現在

2021年4月〜現在 日本農芸化学会西日本支部参与

2019年12月 第42回日本分子生物学会年会　組織委員

第66回トキシンシンポジウム　実行委員長

生化学会評議員

2021年11月〜2023年10月

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 生化学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2010年度〜

　２　作成した教科書、教材、参考書

南江堂「薬系免疫学」第三版 2018年2月

南江堂「コンパス生化学」第二版 2019年12月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年6月
The Journal of
Biochemistry
172(1)

共著 2021年6月
Scientific
reports
11(1)

共著 2020年3月
Biol Pharm
Bull.
1(43)

共著 2019年12月

Biochemistry
and Biophysics
Reports
14(20)

共著 2018年1月

Biochem
Biophys Res
Commun.
495(1)

発表年・月 学会名

C-Terminal Cysteine PEGylation of Adalimumab
Fab with an Engineered Interchain SS Bond.

A novel engineered interchain disulfide bond
in the constant region enhances the
thermostability of adalimumab Fab.

A method to induce hen egg lysozyme-specific
humoral immune tolerance in mice by pre-
exposition with the protein's oligomers

２．学会発表（評価対象年度のみ）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　大栗誉敏

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

「生化学Ⅰ」「生化学Ⅱ」 担当した科目では、学生から質問
を募り、次回の講義にて時間を設
け回答している「薬学基礎生物学」「基礎免疫学」

薬系免疫学第三版の13章を執筆し
た。

コンパス生化学第二版の14章を執
筆した。

Effect of an intermolecular disulfide bond
introduced into the first loop of CH1 domain
of Adalimumab Fab on thermal stability and
antigen-binding activity.

A comprehensive analysis of novel disulfide
bond introduction site into the constant
domain of human Fab.
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2022年6月
	第22回日本蛋白
質科学会年会

2021年11月
第94回日本生化
学大会

2019年6月

第19回日本蛋白
質科学会年会
 第71回日本細胞
生物学会大会 合
同年次大会

2019年3月
	日本薬学会第
139年会

2018年6月
	第18回日本蛋白
質科学会年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

抗体医薬アダリムマブFabの定常領域における7種のPhe→Ala変異体
及びPhe-Pro配列上の6種のPro→Gly変異体の熱安定性解析

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

ジスルフィドスキャンによるアダリムマブFabの分子間SS結合導入
部位のデザインと酵母による変異体の作製

分子間SS結合を有したFabのC末端特異的PEG修飾体の調製

日本生化学会・正会員

日本薬学会・正会員

日本蛋白質科学会・正会員

糖鎖付加によるアダリムマブFabの凝集性の抑制

抗体医薬アダリムマブFabの糖鎖付加変異体の解析

1995年4月～現在

1997年3月～現在

1999年6月～現在
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 生化学研究室 講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

生化学実習におけるSGD

2022年5月13日
2022年5月20日
2022年5月27日
2022年6月3日

　２　作成した教科書、教材、参考書

2022年度 生物系薬学実習 生化学実習書

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年6月
J. Biochem.
172 (1)

共著 2021年6月
Sci. Rep.
11 (1)

共著 2021年4月
J. Biochem.
169 (4)

共著 2020年3月
Biol. Pharm.
Bull. 43 (3)

共著 2019年10月
Toxins (Basel)
11 (10)

発表年・月 学会名

2022年6月
第22回日本蛋白
質科学会年会

A comprehensive analysis of novel disulfide
bond introduction site into the constant
domain of human Fab.

Glycosylation decreases aggregation and
immunogenicity of adalimumab Fab secreted
from Pichia pastoris.

C-terminal cysteine PEGylation of adalimumab
Fab with an engineered interchain SS bond.

Alternative mRNA Splicing in Three Venom
Families Underlying a Possible Production of
Divergent Venom Proteins of the Habu Snake,
Protobothrops flavoviridis.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

抗体医薬アダリムマブFabの定常領域における7種のPhe→Ala変異体
及びPhe-Pro配列上の6種のPro→Gly変異体の熱安定性解析

Effect of an intermolecular disulfide bond
introduced into the first loop of CH1 domain
of Adalimumab Fab on thermal stability and
antigen-binding activity.

教育および研究活動の業績一覧

中村　仁美

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

薬学部3年生を対象とした生化学
実習専用の教材。9つの実習項目
の原理・実験操作・課題などにつ
いて、加筆・修正を行った。

実験データをもとに学生自身で多
角的に考える力を養うことを目的
として、中村担当の実習最終日
に、それまでの実習内容の振り返
りと実験結果の考察・討論を各グ
ループ（5～6名）で行う時間を設
けた。SGD後に質問への回答やレ
ポート作成のヒントになる情報の
提供も行った。
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Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2009年2月～現在 日本薬学会会員

2009年3月～現在 日本生化学会会員

2009年4月～現在 日本分子生物学会会員

2013年5月～現在 毒素シンポジウム会員

2017年2月～現在 日本蛋白質科学会会員

2019年1月～2019年12月 第66回トキシンシンポジウム開催事務局担当

2019年1月～2021年12月 毒素シンポジウム運営委員

2022年10月～現在 日本抗体学会会員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬理学研究室 職名：教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2022年4月～

2022年9月～

2022年6月～

2022年6月～

2022年11月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

・薬理学I（全91ページ） 2022年4月13日

・薬理学II（全109ページ） 2022年9月12日

・薬理学III（全123ページ） 2022年6月3日

・薬理学実習（全67ページ） 2022年11月1日

・応用薬理学（全146ページ） 2022年6月15日

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

上記当該科目の概要達成に必要な
テキスト教材

上記当該科目の概要達成に必要な
テキスト教材

上記当該科目の概要達成に必要な
テキスト教材

上記当該科目の概要達成に必要な
テキスト教材

上記当該科目の概要達成に必要な
テキスト教材

薬理学Iで学んだ情報伝達系なら
びに末梢神経系薬理学、さらに神
経生理学を基盤に中枢神経系薬理
学の体系を修得させる。

薬理学Iで学んだ情報伝達系なら
びに末梢神経系薬理学、さらに神
経生理学を基盤に循環器系ならび
に泌尿器系薬理学の体系を修得さ
せる。

動物実験を通して医薬品効果の実
測を体験し、客観的数値としての
薬効に対するセンスを養成する。

・応用薬理学（4年次前期）における薬剤師臨床判
断のための薬理学知識の運用力養成教育

薬剤師業務における薬理学知識の
運用法として、重要疾患処方の解
析における型とその理論的背景を
身に付けさせる。

教育および研究活動の業績一覧

氏名：徳冨　直史

教育実践上の主な業績 概 要

・薬理学I（2年次前期）における薬理学導入教育
と薬理学基盤教育

薬剤師業務における薬理学の位置
づけと役割を理解させ、薬と体の
しくみの基盤教育と知識体系の修
得を図る。

・薬理学II（2年次後期）における中枢神経系薬理
学教育

・薬理学III（3年次前期）における循環器系なら
びに泌尿器系薬理学教育

・薬理学実習（3年次後期）における実験薬理学教
育

100



なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022/3/1

BMC
Complementary
Medicine and
Therapies; 22

共著 2022/7/1

International
Journal of
Molecular
Sciences; 23

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

なし

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

（論文）Different effects on the tonus of
colon and ileum isolated from mouse by resin
glycoside (pharbitin) of Pharbitidis Semen

（論文）A splice switch in SIGIRR causes a
defect of IL-37-dependent anti-inflammatory
actuvity in cystic fibrosis airway epithelial
cells

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

なし

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬理学研究室 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

2018年4月〜

2018年4月〜

2018年11月〜

2018年11月〜

2019年4月〜

2022年6月

2022年10月

　２　作成した教科書、教材、参考書

薬学部3年（必修・2単位）を対象
とし、内分泌・アレルギー疾患作
用薬や皮膚・耳、免疫作用薬、抗
炎症薬に関する概説講義を計6コ
マ担当した。

薬学部2年（必修・2単位）を対象
とし、消化器・呼吸器・血液・造
血器・眼作用薬に関する概説講義
を計6コマ担当した。

薬学部6年（必修・2単位）を対象
とし、自律神経作用薬に関する演
習・解説講義を計3コマ担当し
た。

薬学部6年（必修・4単位）を対象
とし、内分泌疾患・消化器作用薬
に関する演習・解説講義を計2コ
マ担当した。

薬理学Ⅰの講義指導（分担）

総合薬学演習Ⅱの演習・解説指導（分担）

総合薬学演習Ⅲの演習・解説指導（分担）

　１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　首藤恵子

教育実践上の主な業績 概 要

薬理学Ⅲの講義指導（分担）

薬理学実習の指導（分担）

薬学部3年（必修・1単位）を対象
とし、医薬品の効果を動物を用い
て実測する薬理学に関連する実習
を行った。運動神経作用薬に関す
る実習を担当した。

基礎科学英語の講義指導（分担）
薬学部3年（必修・1単位）を対象
とし、生物系薬学英語に関する講
義を計2コマ担当した。

卒業研究および卒業論文作成指導
薬学部・薬理学研究室配属の4・
5・6年生の卒業研究指導および卒
業論文作成指導を担当した。
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2018年4月〜現在

2020年4月〜現在

2018年11月〜現在

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年7月

International
Journal of
Molecular
Sciences
23(14)

共著 2022年6月

Journal of
Pharmacologica
l Sciences
149(2)

共著 2020年4月
Scientific
Reports
10(5973)

共著 2020年1月
Biological and
Pharmaceutical
Bulletin 43(4)

（論文）Azithromycin inhibits constitutive
airway epithelial sodium channel activation
in vitro and modulates downstream
pathogenesis in vivo

薬理学実習書の作成（分担と取りまとめ）

学生が優先して理解するべき内容
が分かるよう各薬物名や副作用等
に直近国試出題回とその問題数を
併記し、更に図や表を多用するこ
とで視覚的に理解が深まるよう努
めた。またオンライン学習を促す
目的として、講義動画や資料をe-
LearningツールであるWebClassに
アップロードし活用した。

運動神経作用薬に関する実習書の
作成、およびその他教員の担当内
容の取りまとめを行った。

学生の知識定着を目的として、各
回の講義毎に復習用の演習問題を
作成した。問題は国試や模試の過
去問から抽出し、難易度も併記し
た。学生はWeb上にて解答した後
すぐに採点結果および解説を確認
することができるため、定期的に
反復して実施するよう学生に促し
た。

薬理系講義および演習・解説の資料・動画作成

WebClassにおける演習問題作成

１．著書・論文等の名称

（論文）A Splice Switch in SIGIRR Causes a
Defect of IL-37-Dependent Anti-Inflammatory
Activity in Cystic Fibrosis Airway Epithelial
Cells

（論文）Metformin suppresses epithelial
sodium channel hyperactivation and its
associated phenotypes in a mouse model of
obstructive lung diseases

（論文）The DsbA-L gene is associated with
respiratory function of the elderly via its
adiponectin multimeric or antioxidant
properties
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共著 2019年3月
Biological and
Pharmaceutical
Bulletin 42(3)

発表年・月 学会名

2022年11月
第39回日本薬学
会九州山口支部
大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会会員

日本薬理学会会員

日本分子生物学会

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

2012/9/1〜現在

2004/4/1〜現在

2004/4/1〜現在

（論文）Curcumin down-regulates toll-like
receptor-2 gene expression and function in
human cystic fibrosis bronchial epithelial
cells

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）嚢胞性線維症における抗炎症タンパク質SIGIRRのスプラ
イスバリアントの発現・機能解析

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 微生物学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

・「微生物学II」の講義指導 2018年4月

・「微生物学I」の講義指導 2018年11月

・「微生物学実習」の指導 2019年6月

・「総合薬学研究I」の研究指導 2019年9月

・「薬学概論」の講義指導 2020年5月

・「解剖学概論」の講義指導 2020年5月

・「未病治療学」の講義指導 2021年11月

・「総合薬学演習I」講義指導 2022年11月

　２　作成した教科書、教材、参考書

「微生物学実習書」 2018年4月

「微生物学I」講義資料 2021年9月

「未病治療学」の視聴覚資料 2020年10月

講演「疾病予防のための未病対策」 2022年9月8日

　４　その他教育活動上特記すべき事項

未病専門指導師取得
2018年1月

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

薬学部1年を対象に講義を一部担
当した。

九州地区の学生指導担当者を対象
に健康管理に関する講演を行っ
た。

講義用スライドと演習問題をまと
めた冊子を作成した。

薬学部3年を対象に実習書による
講義と演習を取り入れ、微生物検
査の基礎と実践を教授した。

薬学部5年生の講義（選択）を担
当した。オンデマンドによる講義
を取り入れている。

未病に関する視聴覚資料を作成し
た。

薬学部4-5年を対象に卒業研究を
指導し、論文調査、研究計画の立
案、研究操作、データのまとめ
方、卒論発表などを指導した。

薬学部5年を対象にプリントによ
る演習により薬剤師国家試験の問
題を解説した。

実習の内容と操作法を記したテキ
ストを作成し毎年更新している。

日本未病学会の研修を受け未病専
門指導師に認定された。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　横溝　和美

教育実践上の主な業績 概　　　要

薬学部2年を対象に教科書とプリ
ントによる講義と演習を取り入れ
病原微生物学のを教授した。

薬学部1年を対象に教科書とプリ
ントによる講義と演習を取り入れ
微生物学の基礎を教授した。

薬学部1年を対象に講義を一部担
当した。
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Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2018年7月

Journal of
Thermal
Analysis and
Calorimetry,
vol.135 No,5

共著 2019年5月

Biological &
pharmaceutical
bulletin,vol.4
2 No,5

共著 2020年12月

Current Topics
in
Phytochemistry
, No.16

共著 2021年12月

Journal of
Personalized
Medicines,vol.
11 No.12

共著 2022年5月
Nutrients,vol.
14 No,10

発表年・月 学会名

2022年9月
日本防菌防黴学
会第49回年次大
会

2022年11月
第29回日本未病
学会学術総会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2005年4月～現在 日本薬学会会員

2008年4月～現在 日本未病学会評議員

健康サービス産業部会理事

バイオテクノロジー研究推進会理事

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

2022年5月～現在

2014年4月～2021年3月

Carbohydrate recognition of C3-symmetrical
tripodal receptor-type
2,4,6-trisubstituted 1,3,5-triazine
derivatives with antiviral activities.

Anti-proliferative Activities towards Human
Brain Glioma U251 Cells and Human Carcinoma
Cells (KB3-1) of Some Twin-Drug Type Bivalent
2-Symmetrical Phenylboronic Acid Derivatives.

Novel bis-thiolane-type sulfide from garlic

Ripe Tomato Saponin Esculeoside A and
Sapogenol Esculeogenin A Suppress CD4+ T
Lymphocyte Activation by Modulation of
Th2/Th1/Treg Differentiation.

Expression Dynamics of Heme Oxygenase-1 in
Tumor Cells and the Host Contributes to the
Progression of Tumors

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

緑膿菌のバイオフィルム形成とクロルヘキシジン耐性に及ぼすアミ
ノ酸の影響

枸杞子を主とした健康飲料LLAの抗炎症及び抗腫瘍効果に関する検
討

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 微生物学研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

平成17年4月～

平成18年4月～

平成21年9月～

平成21年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

平成18年4月～

・崇城大学薬学部における学部生への「微生物学
III」の講義指導（分担）

薬学部4年生（6年制課程）を対象
とした「微生物学III（化学療法
論）」の講義を一部担当した。本
講義では、コアカリキュラムに準
じながら、がんの特徴、抗がん剤
の種類、作用機序、臨床適応、副
作用及びその改善法等について抗
がん化学療法の基礎を教授した。

・崇城大学薬学部「生物系薬学実習（微生物学実
習）」実習書

薬学部2年生（4年制課程）と2-3
年生（6年制課程）を対象とする
「微生物学実習」は、微生物の基
本的な取扱方、培養法、検査法等
から構成されている。本書は、毎
年若干の改定を加えた。

薬学部1年生（6年制課程）を対象
とした「微生物学I」を一部担当
した。本講義では、微生物学の歴
史、微生物の分類、細菌の構造、
生理代謝、遺伝学の特徴及び代表
的な細菌などの微生物学の基礎に
ついて講義を行った。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　方　軍

教育実践上の主な業績 概　　　要

・崇城大学薬学部における学部生への「細胞生物
学」の講義指導（平成17年4月〜平成22年9月　分
担）

薬学部1年生(4年制課程及び6年制
課程）を対象とした細胞生物学の
講義を分担した。本講義では、細
胞の基本構造と機能について授業
を行った。

・崇城大学薬学部における学部生への「微生物学
実習」の実習指導（分担）

薬学部2年生（4年制課程）と2-3
年生（6年制課程）を対象とした
微生物学実習を一部担当した。本
実習では、微生物の基本的な取扱
方、培養法、検査法等について教
授した。

・崇城大学薬学部における学部生への「微生物学
I」の講義指導（分担）
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令和2年6月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年5月
Acta
Biomater.; 144

共著 2022年1月
J Control
Release; 341

共著 2021年5月
Acta
Biomater.; 126

共著 2021年2月
Biomaterials;
269

共著 2021年1月
J Control
Release; 331

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

平成13年９月～現在 日本癌学会会員

平成14年6月～現在 日本DDS学会会員

（論文）Nano-designed CO donor ameliorates
bleomycin-induced pulmonary fibrosis via
macrophage manipulation.

なし

「図解　腫瘍薬学」（南山堂）

本書籍は、発がんから抗がんまで
の全てを薬学の視点から総括で
き、かつ医療薬学・臨床薬学にお
いて系統的かつ斬新的にがん患者
ケアを可能にする学問を「腫瘍薬
学」と定義し、基礎薬学を基盤と
してがん予防やがん治療を系統的
にまとめた内容の教科書とする。
本教科書では、「がん薬物療法に
おけるDDS」を分担し作成した。

（論文）Nanoformulation of a carbon monoxide
releasing molecule protects against
cyclosporin A-induced nephrotoxicity and
renal fibrosis via the suppression of the
NLRP3 inflammasome mediated TGF-β/Smad
pathway.

（論文）Unraveling the role of Intralipid in
suppressing off-target delivery and
augmenting the therapeutic effects of
anticancer nanomedicines.

（論文）Polymer-conjugated glucosamine
complexed with boric acid shows tumor-
selective accumulation and simultaneous
inhibition of glycolysis.

（論文）Nano-designed carbon monoxide donor
SMA/CORM2 exhibits protective effect against
acetaminophen induced liver injury through
macrophage reprograming and promoting liver
regeneration.

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

なし
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平成20年10月～現在 日本薬学会会員

平成24年7月～現在 日本DDS学会評議員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 微生物学研究室 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2013年5月～

2017年4月～

2020年10月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

「微生物学実習」実習書(分担) 2013年5月～

「薬理学実習」実習書(分担) 2020年10月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年6月
 Nutrients.
14(10)

共著 2022年4月
J Pers Med.
12(4)

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　周　建融

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

・Decrease of Hyaluronidase Activity and
Suppression of Mouse CD4+ T Lymphocyte
Activation by Tomato Juice Saponin
Esculeoside B, and Its Sapogenol Esculeogenin
B.

・Tomato Saponin Esculeoside A and Sapogenol
Esculeogenin A Suppress CD4+ T Lymphocyte
Activation by Modulation of Th2/Th1/Treg
Differentiation.

薬学部3年生を対象とした「微生
物学実習」を担当し，微生物を取
り扱うための基本的技能を指導し
た。

・崇城大学薬学部における学部生への「微生物学
実習」の実習担当(分担)

崇城大学薬学部3年生を対象とし
た「微生物学実習」の実習書の一
部作成と取りまとめを行った。

なし

なし

崇城大学薬学部3年生を対象とし
た「薬理学実習」の平滑筋作用薬
に関する部分の教材を作成した。

・崇城大学薬学部における学部生への「総合薬学
研究Ⅰ」の研究指導(分担)

研究室に配属された学生の卒業研
究の指導を行った。

・崇城大学薬学部における学部生への「薬理学実
習」の実習担当(分担)

薬学部3年生を対象とした「薬理
学実習」を担当し，平滑筋作用薬
に関する部分を指導した。
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共著 2022年3月
BMC Complement
Med Ther. 22

共著 2020年9月
Austin J
Pharmacol
Ther. 8(2)

共著 2018年5月
Pharmacology.
102(1-2)

発表年・月 学会名

2022年11月
第29回日本未病
学会学術総会

2023年3月
日本薬学会第
143年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

・Suplatast Tosilate Inhibited Nicotinic
Single-Channel Currents in the Paratracheal
Ganglia Neurons of Rats.

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

2017年4月～ バイオテクノロジー研究推進会 評議員

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

・Direct Potentiation of Capsaicin Current by
Histamine and its Effect by Suplatast on Rat
Trigeminal Ganglia Neurons.

・ケンゴ子の樹脂配糖体画分Pharbitinのマウス腸管運動に及ぼす
影響

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2019年9月

・Different effects on the tonus of colon and
ileum isolated from mouse by resin glycoside
(pharbitin) of Pharbitidis Semen.

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

中国桂林市政府、広西師範大学、桂林医学院との国際交流

2018年3月 崇城大学留学生別科委員担当

・マウス大腸がんモデルにおける完熟トマトサポニンEsAの効果

2017年4月～ 日本未病（システム）学会 評議員

2017年3月 崇城大学薬学部オープンキャンパス委員担当
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 微生物学研究室 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2013年5月～

2017年4月～

2020年10月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

「微生物学実習」実習書(分担) 2013年5月～

「薬理学実習」実習書(分担) 2020年10月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年6月
 Nutrients.
14(10)

崇城大学薬学部3年生を対象とし
た「薬理学実習」の平滑筋作用薬
に関する部分の教材を作成した。

・崇城大学薬学部における学部生への「総合薬学
研究Ⅰ」の研究指導(分担)

研究室に配属された学生の卒業研
究の指導を行った。

・崇城大学薬学部における学部生への「薬理学実
習」の実習担当(分担)

薬学部3年生を対象とした「薬理
学実習」を担当し，平滑筋作用薬
に関する部分を指導した。

薬学部3年生を対象とした「微生
物学実習」を担当し，微生物を取
り扱うための基本的技能を指導し
た。

・崇城大学薬学部における学部生への「微生物学
実習」の実習担当(分担)

崇城大学薬学部3年生を対象とし
た「微生物学実習」の実習書の一
部作成と取りまとめを行った。

なし

なし

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　周　建融

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

・Tomato Saponin Esculeoside A and Sapogenol
Esculeogenin A Suppress CD4+ T Lymphocyte
Activation by Modulation of Th2/Th1/Treg
Differentiation.
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共著 2022年4月
J Pers Med.
12(4)

共著 2022年3月
BMC Complement
Med Ther. 22

共著 2020年9月
Austin J
Pharmacol
Ther. 8(2)

共著 2018年5月
Pharmacology.
102(1-2)

発表年・月 学会名

2022年11月
第29回日本未病
学会学術総会

2023年3月
日本薬学会第
143年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

中国桂林市政府、広西師範大学、桂林医学院との国際交流

2018年3月 崇城大学留学生別科委員担当

・マウス大腸がんモデルにおける完熟トマトサポニンEsAの効果

2017年4月～ 日本未病（システム）学会 評議員

2017年3月 崇城大学薬学部オープンキャンパス委員担当

2017年4月～ バイオテクノロジー研究推進会 評議員

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

・Direct Potentiation of Capsaicin Current by
Histamine and its Effect by Suplatast on Rat
Trigeminal Ganglia Neurons.

・Decrease of Hyaluronidase Activity and
Suppression of Mouse CD4+ T Lymphocyte
Activation by Tomato Juice Saponin
Esculeoside B, and Its Sapogenol Esculeogenin
B.

・ケンゴ子の樹脂配糖体画分Pharbitinのマウス腸管運動に及ぼす
影響

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2019年9月

・Different effects on the tonus of colon and
ileum isolated from mouse by resin glycoside
(pharbitin) of Pharbitidis Semen.

・Suplatast Tosilate Inhibited Nicotinic
Single-Channel Currents in the Paratracheal
Ganglia Neurons of Rats.

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 分子薬効解析学研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2017年4月〜

2017年11月〜

2017年9月〜

　２　作成した教科書、教材、参考書

2012年9月〜

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年1月

2019年11月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

共著 2021年11月
Histochem.
Cell. Biol.
156

共著 2018年5月 BMC Cancer 18

発表年・月 学会名

2022年11月
第39回日本薬学
会九州支部大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

なし

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

（論文）Overexpression of the nucleoporin
Nup88 stimulates migration and invasion of
HeLa cells.

（論文）The role of vimentin in the tumor
marker Nup88-dependent multinucleated
phenotype.

・「薬理学実習」実習書（分担）
「薬理学実習」の化学療法薬に関
する部分を作成した（毎年更
新）。

第3回若手薬学教育者のためのアドバンストワーク
ショップ

卒業時における教育の質保証につ
いて学んだ。

アルツハイマー病モデルマウスにおけるレドックス関連分子の発現
解析

教育および研究活動の業績一覧

氏名　牧瀬　正樹

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

・「卒業論文実習」（６年）の指導（分担）
分子薬効解析学研究室に所属する
学生の卒業研究を指導した。

・「薬理学実習」の指導（分担）
化学療法薬を作用させた細胞の形
態学的変化について発表させた。

・「細胞生化学I」(2年)の講義 後期必修２単位の講義を行った。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

第64回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショッ
プ
（薬学教育者ワークショップ）in 九州・熊本
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４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

115



（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 衛生化学研究室 職名 教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2022年6月8日

・公衆衛生学 2022年1月18日

2022年6月10日

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年9月
J. Toxicol.
Sci. 47(9)

共著 2021年11月
J. Toxicol.
Sci. 46(11)

共著 2020年10月
Drug Metab.
Pharmacokinet.
35(5)

共著 2020年7月
J. Toxicol.
Sci. 45(7)

共著 2019年10月
J. Toxicol.
Sci. 44(10)

発表年・月 学会名

・衛生薬学Ⅲ
視聴覚資料を利用した講義を行っ
た。(授業評価:4.07)

科目「公衆衛生学」において、視
聴覚資料を利用した講義を行っ
た。(授業評価:415)

予防薬学としての衛生薬学-健康と環境-第４版(廣
川書店)

共著(第３章担当)で予防薬学とし
ての衛生薬学-健康と環境-第４版
(廣川書店)を出版した。

　２　作成した教科書、教材、参考書

教育および研究活動の業績一覧

氏名 武知　進士

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（論文）Dihydropyrazine suppresses TLR4-
dependent inflammatory responses by blocking
MAPK signaling in human hepatoma HepG2 cells

（論文）Molecular mechanism of
dihydropyrazine-induced cytotoxicity: the
possibility of an independent pathway from
the receptor for advanced glycation end
products

（論文）The carboxyl-terminal di-lysine motif
is essential for catalytic activity of UDP-
glucuronosyltransferase 1A9

（論文）The effect of dihydropyrazines on
lipopolysaccharide-stimulated human hepatoma
HepG2 cells via regulating the TLR4-MyD88-
mediated NF-κB signaling pathway

（論文）β-Naphthoflavone, an exogenous
ligand of aryl hydrocarbon receptor, disrupts
zinc homeostasis in human hepatoma
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2022年9月
フォーラム2022
衛生薬学・環境
トキシコロジー

2022年9月
フォーラム2022
衛生薬学・環境
トキシコロジー

2022年9月
フォーラム2022
衛生薬学・環境
トキシコロジー

2022年3月
日本薬学会第
142年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2011年4月～現在 薬剤師国家試験問題検討委員会委員(衛生部会）

2011年4月～現在 日本薬学会環境・衛生部会拡大会議委員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

（演題名）糖化産物ジヒドロピラジン類による小胞体ストレス応答

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

（演題名）ジヒドロピラジンによる TLR4 ネガティブフィードバッ
ク機構の制御

（演題名）糖化産物 dihydropyrazine による TLR4 経路のネガ
ティブフィードバック機構に対する影響

（演題名）糖化産物ジヒドロピラジン類による小胞体ストレス応答
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 衛生化学研究室 講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2020年4月～

2020年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2020年4月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2022年12月9日

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2022年7月29日

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

単著 2022年11月

Yakugaku
Zasshi,
142(11): 1169-
1175

共著 2022年9月
J. Toxicol.
Sci., 47(9):
381-387

共著 2022年2月
Front.
Pharmacol.,
13: 832931

共著 2021年11月
J. Toxicol.
Sci., 46(11):
509-514

教育および研究活動の業績一覧

宮内　優

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

Molecular mechanism of dihydropyrazine-
induced cytotoxicity: the possibility of an
independent pathway from the receptor for
advanced glycation end products.

Use of a baculovirus-mammalian cell
expression-system for expression of drug-
metabolizing enzymes: optimization of
infection with a focus on cytochrome P450
3A4.

Dihydropyrazine suppresses TLR4-dependent
inflammatory responses by blocking MAPK
signaling in human hepatoma HepG2 cells.

FD講演会
環境衛生化学の講義をFD講演とし
て他の教員に公開した。

令和3年度の「環境衛生化学」の
講義で受賞した

令和3年度ベストティーチング賞

Protein-Protein Interactions as Underlying
Regulatory Mechanisms of Drug-metabolizing
Enzyme Function.（タンパク質間相互作用による
薬物代謝酵素の制御機構）

衛生薬学領域の講義
（多様な化学物質による生体への
毒性およびその予防法）
科学に必要な英文読解力の指導

衛生薬学実習指導（3年後期集中、分担）
実験技術の指導および関連する衛
生薬学領域の解説

講義担当
環境衛生化学（3年後期）
基礎科学英語（3年後期後半、分担）

講義資料を作成し、WebClassに掲
示もしくは一部を印刷・配布し
た。

講義資料
（環境衛生化学・基礎科学英語）
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共著 2021年11月
Biol. Pharm.
Bull., 44(11):
1635-1644

発表年・月 学会名

2022年12月
内外環境応答・
代謝酵素研究会

2022年11月
日本薬物動態学
会

2022年11月
日本薬物動態学
会

2022年8月
フォーラム2022
衛生薬学・環境
トキシコロジー

2022年6-7月 日本毒性学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Functional interaction between cytochrome
P450 and UDP-glucuronosyltransferase on the
endoplasmic reticulum membrane: one of post-
translational factors which possibly
contributes to their inter-individual
differences.

Functional interactions between different drug-metabolizing
enzymes: a novel approach for variance in CYP3A4 activity

Application of antioxidants in dihydropyrazine-induced
oxidative stress

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2020年4月1日

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

内外環境応答・代謝酵素研究会　座長

2022年12月1日 日本毒性学会教育委員会小委員会　委員

UDP-グルクロン酸抱合酵素との相互作用によるシトクロムP450機能
の抑制

糖化産物ジヒドロピラジンによる細胞障害の機構解明：抗酸化物質
を用いた毒性軽減作用の検討

シトクロムP450とUDP-グルクロン酸転移酵素のタンパク質間相互作
用と機能変動： ドキシサイクリン誘導発現系の構築

日本薬学会ファルマシアトピックス小委員

2022年12月4日
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 環境分析学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2014年度～
現在

2014年度～
現在

2014年度～
現在

2014年度～
現在

2018年度～
現在

2018年度～
現在

2022年度

　２　作成した教科書、教材、参考書

衛生化学実習 実習書
2014年度～
現在

放射薬品学 教科書 2015年

教育および研究活動の業績一覧

氏名　原武　衛

教育実践上の主な業績 概 要

衛生化学実習Aおよび衛生化学実習B(必修)
薬学部3年生を対象とした「衛生化学
実習」を担当した。

 薬学概論(必修)

薬学部1年生を対象とした本講義
科目(全8コマ)の1コマを担当し,
「医薬品開発」の流れと実際を教
授した。

薬学部1年生を対象とした本講義
科目(全15コマ)を担当し,「栄養素
と健康」に関連する内容を教授し
た。

薬学部3年生を対象とした「衛生
化学実習」の実習書を作成した。

薬学部３年生を対象とした「放射
薬品学」の教科書を分担執筆し
た。

学生の講義内容に対する理解度を
計るため，講義の始めに形成的評
価を実施し，理解が不十分であっ
た点を学生にフィードバックし再
度説明を加えた。

講義形式の授業における形成的評価とフィード
バックの実践

 衛生薬学Ⅰ(必修)

 衛生薬学II(必修)

薬学部2年生を対象とした本講義
科目(全15コマ)の8コマを担当し,
「生活環境中の化学物質と発がん」
に関する内容を教授した。

薬学部3年生を対象とした本講義
科目(全8コマ)を担当し,「放射性
医薬品」、「画像診断」に関する内容
を教授した。

 放射薬品学(必修)

薬学部4年生を対象とした本講義
科目(全8コマ)の3コマを担当し,
「服薬指導」に用いられる英語の
語彙や文句を教授した。

薬学部5年生を対象とした本講義
科目(全8コマ)を担当し,薬学英語
のSpeakingを中心に教授した。

 薬学英語(必修)

 実用薬学英語(選択)

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等
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　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌（巻・号数）

等の名称

共著 2021年12月

Springer Nature,
Journal of
Biological
Inorganic
Chemistry, Vol.
26

共著 2021年9月

Elsevier B.V.,
Journal of
Controlld
Release, Vol. 337

共著 2020年4月
Wiley Online
Library, Cancer
Science, Vol. 111

共著 2018年12月
Elsevier B.V.,
Food Chemistry,
Vol. 269

発表年・月 学会名

2022年11月
第39回日本薬学
会九州山口支部
大会

2022年11月
第39回日本薬学
会九州山口支部
大会

2022年8月
フォーラム2022：
衛生薬学・環境ト
キシコロジー

2022年7月

The 8th
International
Symposium on
Metallomics

2022年6月
第38回日本DDS
学会学術集会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）Detection of peptidyl-prolyl cis-trans  isomerase A as a
selenotrisulfide reactive protein in rat brain

（演題名）pH応答性ポリマー結合型ブラジキニンによる高分子生抗
がん剤の腫瘍集積生増強効果

（論文）Peptidyl-prolyl cis-trans isomerase A
participates in the selenium transport into the rat brain

（論文）Acid-responsive HPMA copolymer-bradykinin
conjugate enhances tumor-targeted delivery of
nanomedicine

（論文）Discovery of inner centromere protein-
derived small peptides for cancer imaging and
treatment targeting survivin

（論文）In vitro assessment of bioavailability of
selenium in Niboshi processed from Japanese anchovy

 2022月7月 　The 8th International Symposium on Metallomics 組織委員

（演題名）抗がん剤の腫瘍集積を増強するポリマー結合型レトロイ
ンバーソブラジキニンの創製

（演題名）カツオだし由来必須微量栄養素セレンの分離分析

（演題名）心臓のセレン代謝過程におけるミオグロビンの機能解明

121



[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

 2008年1月～現在に至る 　Journal of Bioactive and Compatible Polymers誌 共同編集委員

 2014年1月～現在に至る 　金属の関与する生体関連反応シンポジウム 評議員
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 環境分析学研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2018年～

2021年～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2018年～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2018～

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 in press

Journal of
Cachexia,
Sarcopenia and
Muscle

共著 2021, 9月
J Control
Release.10;337

共著 2021, 5月
FEBS Open
Bio.;11(5)

大学院薬学研究科博士課程の国費
留学生を受け入れ、研究指導を行
なった。

文部科学省大学推薦国費留学生(MEXT)の受け入れ

The G protein-coupled receptor ligand apelin-
13 ameliorates skeletal muscle atro-phy
induced by chronic kidney disease

食生活が健康に与える影響を科学
的に理解するために，栄養と食品
機能，食品衛生に関する基本的事
項の講義を行った。

衛生薬学Ⅱ
講義の実施に先立ち講義資料をWebクラスへ提示す
ることで、事前学習を促し講義の理解度の向上を
図った。
講義の理解度を測るため、レポート課題を課し次
の講義時に復習を行った。

3年次開講「衛生化学実習」の実
習テキストを作成した。

「衛生化学実習」実習書の作成

なし

衛生化学実習
実習中に得られたデータに対して口頭試問をする
ことで、得られた数値に対する理解度の向上を
図った。

地球生態系や生活環境を保全，維
持できるようになるために，環境
汚染物質などの成因，測定法，生
体への影響，汚染防止，汚染除去
などに関する基本的事項を修得す
るための実習を行った。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　中村秀明

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

De novo filament formation by human hair
keratins K85 and K35 follows a filament
development pattern distinct from cytokeratin
filament networks.

Acid-responsive HPMA copolymer-bradykinin
conjugate enhances tumor-targeted delivery of
nanomedicine.
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共著 2021
Curr Drug
Deliv.;18(8)

共著 2022, 8月
Inflammation.;
45(4)

発表年・月 学会名

2022年6月 日本DDS学会

2022年11月
日本薬学会九州
山口支部

2023年3月
日本薬学会九州
山口支部

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

pH応答性ポリマー結合型ブラジキニンによる高分子性抗がん剤の腫
瘍集積増強作用

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

2018年～ 認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ　タスクフォース

日本癌学会 一般会員2018年～

2018年～ 日本薬学会一般会員

2018年～ 日本DDS学会 一般会員

Treatment with Polyethylene Glycol-Conjugated
Fungal D-Amino Acid Oxidase Reduces Lung
Inflammation in a Mouse Model of Chronic
Granulomatous Disease.

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Preparation of Enzymatically Highly Active
Pegylated-D-Amino Acid Oxidase and Its
Application to Antitumor Therapy.

抗がん剤の腫瘍集積を増強するポリマー結合型レトロインバーソブ
ラジキニンの創製

抗がん剤の腫瘍集積増強を企図したポリマー結合型レトロインバー
ソブラジキニンの合成

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 物理化学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2018年度
〜2022年度

・１年後期「物理化学Ⅰ」
2018年度
〜2022年度

教育および研究活動の業績一覧

氏名　下野和実

教育実践上の主な業績 概 要

・１年前期「薬学基礎化学」（分担）
「薬学基礎化学演習」（分担）

授業終了後には知識の確認定着の
ために、毎回確認テストを行って
いる。学生の効率の良い学習のた
めに、2020年度から授業動画を配
信し、復習に役立てるようにして
いる。2021年度からは、前年度授
業動画を再編集、配信し、予習で
きるようにしている。

演習書の基本問題を宿題とし予習
を義務づけている。また、授業中
に演習書応用問題を解答する時間
を設け、主体的な学習を促してい
る。さらに、授業終了後には知識
の確認定着のために、毎回確認テ
ストを行っている。また、学生の
コンピテンシー能力をあげるため
に、薬学以外の話題としてノーベ
ル賞の受賞した自然科学三賞の
テーマについて簡単な解説を行っ
ている。さらに、学生の効率の良
い学習のために、2020年度から授
業動画を配信し、復習に役立てる
ようにしている。2021年度から
は、前年度授業動画を再編集、配
信し、予習できるようにしてい
る。
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2018年度
〜2022年度

　２　作成した教科書、教材、参考書

2018年8月30日

2021年9月30日

　・医療系のための物理化学演習（三恵社）
2019年度
〜2022年度

　・分析・物理化学実習　実習書
2018年度
〜2022年度

　・薬学基礎化学演習基礎実習　実習書
2018,19,21,22
年度

　・講義資料
2018年度
〜2022年度

なし

　・２年前期「物理化学Ⅱ」
　　２年後期「物理化学Ⅲ」

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

第12章「化学平衡」共役反応に関
する部分の執筆、全体的な改訂作
業を共同執筆者である宮本秀一本
学薬学部教授（当時）と共同で
行った。

全体的な改訂作業を共同執筆者で
ある宮本秀一本学薬学部教授（当
時）と共同で行った。

第1章〜第6章（全21章）を分担執
筆した。本演習書は毎年度改訂し
ている。

物理化学実習「相平衡」（2018年
度〜2022年度）、「分配平衡」
（2021,22年度）、「反応速度」
（2022年度）を執筆した。

「薬学基礎化学演習」の授業内に
行う基礎実習における実習書「基
礎実験１：溶液の調製および吸光
度の測定」を執筆した。

2018,19年度「薬学基礎化学」
「物理化学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ」の講義スラ
イドを毎授業毎に印刷し配布し
た。2020年度以降は、学内e-
Learningシステム（WebClass）に
授業前日に掲載するともに、「物
理化学Ⅰ」は講義全資料が掲載さ
れた冊子体を配布し、「物理化学
Ⅱ,Ⅲ」は学習のポイントを掲載
した冊子体を配布した。

1〜5人のグループワークを主体と
した反転授業を実施している。演
習書の基本問題、応用問題をグ
ループに割り振り宿題とし予習を
義務づけている。また、授業終了
後には知識の確認定着のために、
毎回確認テストを行った。さら
に、2021年度から問題発見能力を
醸成するために、担当グループを
割り振り、当該学習項目に関して
授業当日に行う演習問題を作成さ
せている。さらに、学生の効率の
良い学習のために、2020年度から
授業動画を配信し、復習に役立て
るようにしている。2021年度から
は、前年度授業動画のうち演習問
題解答解説を含まない学習のポイ
ントのみに再編集し、配信して、
予習できるようにしている。

　・医療系のための物理化学改訂第3版（三恵社）

　・医療系のための物理化学改訂第4版（三恵社）
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　４　その他教育活動上特記すべき事項

　・体験講義 2022年3月

2019年8月

　・出張講義 2019年7月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2018年6月

American
Chemical
Society、
Journal of
Physical
Chemistry
Letters, 9
(11)

共著 2019年2月

日本薬物動態学
会、
Drug
Metabolism and
Pharmacokineti
cs, 34 (1)

共著 2020年11月

Multidisciplin
ary Digital
Publishing
Institute、
Molecules, 25
(22)

共著 2021年5月

日本薬学会、
Biological and
Pharmaceutical
Bulletin, 44
(59)

共著 2022年4月

情報計算化学生
物学会(CBI学
会)
Chem-Bio
Informatics
Journal, 22

発表年・月 学会名

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（論文）Estimation of the Diffusion
Coefficients of Small Molecules by Diffusion
Measurements with Agar-gel and Theoretical
Molecular Modeling

（論文）Protonation state of a histidine
residue in human oligopeptide transporter 1
(hPEPT1)

（論文）Molecular Modeling to Estimate the
Diffusion Coefficients of Drugs and Other
Small Molecules

（論文）Production of a Light-Gated Proton
Channel by Replacing the Retinal Chromophore
with Its Synthetic Vinylene Derivative

（論文）Transport of 2,4-dichloro
phenoxyacetic acid by human Na+-coupled
monocarboxylate transporter 1 (hSMCT1,
SLC5A8)

大学訪問で訪れた熊本県立第二高
校の１年生8名に対し、「くすり
の運命をコントロールする！」と
のタイトルで模擬講義を行った。

オープンキャンパスにおいて「新
しい“くすり”をどうやって創る
か」とのタイトルで2回、模擬講
義を行った。

鹿児島県立加治木高校へ訪問し、
２年生25名に対し、「タンパク質
の形を利用して薬を創る」とのタ
イトルで模擬講義を行った。	
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2022年10月
第43回生体膜と
薬物の相互作用
シンポジウム

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2019年4月～2022年11月 第19回レチナール蛋白質国際会議組織委員

2019年10月～現在 生体膜と薬物の相互作用シンポジウム運営委員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

D体-アミノ酸の腎尿細管 再吸収に関わる新たな輸送担体

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 分析化学研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

平成30年4月〜
令和4年7月

令和4年9月〜令
和5年1月

　２　作成した教科書、教材、参考書

　平成30年4月
〜令和4年6月

平成30年4月〜
令和4年7月

令和2年3月

令和4年度9月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年10月6日
〜10月8日

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

毎年薬学部2年生を対象とした
「機器分析学」（必修2単位）の
講義において、理解が深まるよう
に演習問題集をWeb classで公開
し、毎週小テストを行うことで、
各自が理解の度合いを確認できる
ようにした。

「分析化学I」の講義指導における工夫（学生に復
習を促し、理解を深めさせる）		

薬学部1年生を対象とした「分析
化学I」（必修2単位）の講義にお
いて、理解が深まるように演習問
題集をWeb classで公開し、毎週
小テストを行うことで、各自が理
解の度合いを確認できるようにし
た。

「機器分析学」の講義指導における工夫（学生に
復習を促し、理解を深めさせる）

各種平衡反応、pHの求め方、分光
分析の基礎などについて講義に即
したテキストを作成した。

滴定法や紫外可視吸光光度法、ク
ロマトグラフィーに関して実習の
目的、方法、解析法などを記載し
た分析化学実習の実習書を作成し
た。（毎年更新）

超音波診断法、核磁気共鳴画像診
断法、電子スピン共鳴法について
執筆した。

「機器分析学」の講義内容を復習
できるような演習問題集を作成し
た。（毎年更新）

学内における「分析・物理化学実習」の実習書の
作成（分担）

アップデート 薬学機器分析学　（分担）

学内における「分析化学I」の講義テキストの作成

学内における「機器分析学」の演習問題集の作成

なし

教育FD活動として、薬学における
教育の質保証について学んだ

日本薬学会第4回若手薬学教育者のためのアドバン
ストワークショップ参加

教育および研究活動の業績一覧

氏名　岡崎祥子

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称
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共著 2020年11月
Free Rad.
Biol. Med. 160

共著 2021年9月
Magn. Reson.
in Med. 85

共著 2021年1月
J. Photochem.
Photobiol. B:
Biology 214

共著 2021年2月
Carbohydr.
Polym.253

共著 2022年 
J. Clin.
Biochem.
Nutr.in press

発表年・月 学会名

2022年5月
第75回日本酸化
ストレス学会学
術集会

2022年11月
第39回日本薬学
会九州山口支部
大会

2022年12月
第61回電子スピ
ンサイエンス学
会年会

2022年12月
第61回電子スピ
ンサイエンス学
会年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

令和4年12月

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

第61回電子スピンサイエンス学会年会（SEST2022）事務局

令和4年11月 第39回日本薬学会九州山口支部大会　学術奨励賞受賞

リポソーム膜崩壊実験系の構築とケトプロフェンによる脂質膜障害
の検討

紫外線が惹起するケトプロフェンのラジカル反応と脂質膜に及ぼす
影響

In vivo ESR imaging of redox status in mice
after X-ray irradiation, measured by acyl-
protected hydroxylamine probe, ACP

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

The preparation and validation of chitosan
tablets that rapidly disperse and
disintegrate as an oral adsorbent in the
treatment of lifestyle-related diseases

Radical reactions induced by ketoprofen in
phospholipid membranes under ultraviolet
light irradiation

Differences in pharmacokinetic behaviors of
two lipophilic 3‐substituted 2,2,5,5‐
tetramethylpyrrolidine‐N‐oxyl radicals, in
vivo probes to assess the redox status in the
brain using magnetic resonance techniques

Protective effects of 2-
aminoethylthiosulfuric acid and structurally
analogous organosulfur compounds against
ionizing radiation

ニトロキシルラジカルと電子スピン共鳴を利用した酸化ストレス関
与疾患のメカニズム解析

TEMPOLによるビタミンK3の細胞毒性増強効果の検討

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

令和元年12月〜現在 電子スピンサイエンス学会会誌「電子スピンサイエンス」編集委員
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 分析化学研究室 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　２　作成した教科書、教材、参考書

分析化学II講義テキスト(後半) 2022 年度 2022年4月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年

Journal of
Clinical
Biochemistry
and Nutrition
in press

共著 2021年6月
J. Med. Chem.,
64

共著 2020年2月
J. Clin.
Biochem.
Nutr., 67

共著 2019年11月
Bioorg. Med.
Chem. Lett.,
29

発表年・月 学会名

2022年12月
電子スピンサイ
エンス学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

なし

分析化学IIの講義テキスト(後半)
を作成した。クロマトグラフィー
を中心に、電気泳動、イムノアッ
セイなどの内容が含まれる。

光増感剤とMRI造影剤を結合させたdextranの開発と機能評価

(論文)Protective effects of 2-
aminoethylthiosulfuric acid and structurally
analogous organosulfur compounds against
ionizing radiation

教育および研究活動の業績一覧

氏名　太田悠平

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

(論文)Ratiometric assay of CARM1 activity
using a FRET-based fluorescent probe

(論文)Synthesis of artificial substrate based
on inhibitor for detecting LSD1 activity

(論文)Synthesis of fluorescence probes
targeting tumor-suppressor protein FHIT and
identification of apoptosis-inducing FHIT
inhibitors

日本薬学会会員

なし
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[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

電子スピンサイエンス学会会員

生体機能関連化学部会会員

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬物動態学研究室 職名

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2019年4月～

2019年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

・演習問題 2019年4月～

・実習テキスト 2019年10月～

・講義動画 2020年5月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2021年10月9日

　４　その他教育活動上特記すべき事項

アンケートの結果（理解度や満足
度など）やコメントをもとに、ス
ライド１枚当たりの情報量、フォ
ントサイズ、さらに話し方（ス
ピード）などを毎年調整してい
る。

・「薬物動態学Ⅰ」、「薬物投与設計学」の講義
指導（分担）

本講義では、臨床事例を多く紹介
しながら講義の理解を促してい
る。例えば、現場の薬剤師による
講義で、薬剤師業務における薬物
動態学の重要性について伝えてい
る。また、「ジゴキシンの過量投
与」事例などについて、薬剤師と
してのとるべきだった対応を考え
させ、レポートを提出させてい
る。

・講義資料・講義方法の調整

「薬学概論」、「薬物動態学
Ⅰ」、「薬物投与設計学」、「製
剤・薬剤学実習」、「日本薬局方
概論」の講義動画を撮影し公開し
た。本動画は、復習用教材として
利用されている。

「薬物動態学Ⅰ」、「薬物投与設
計学」、「製剤・薬剤学実習」、
「日本薬局方概論」の講義復習用
に理解度を確認する問題を作成し
た。本問題には、毎年若干の改訂
を加えている。

3年生を対象とする「製剤・薬剤
学実習」の薬剤学領域のテキスト
の立案と執筆を行った。本書は、
毎年若干の改訂を加えている。

・精神科臨床に貢献する薬剤師の育成　～大学教
員の立場から～（第31回日本医療薬学会　シンポ
ジスト）

大学における精神科領域の教育内
容と課題を崇城大学の例を挙げな
がら解説した。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　山﨑　啓之

教育実践上の主な業績 概　　　要
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2022年6月～

・ハラスメント防止研修会の企画 2022年9月7日

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

（著書）コンパス生物薬剤学【改訂第3版】 共著 2021年2月 南江堂

共著 2019年11月
Eur J Pharm
Sci. Vol. 139
105064

共著 2020年3月
J Pharm
Pharmacol. Vo.
72 No. 3

共著 2021年3月
Mol Pharm.
Vol. 18 No. 3

共著 2022年1月
J Pharm
Pharmacol.
Vol. 74 No. 1

発表年・月 学会名

2022年5月
日本薬剤学会第
37年会

2022年6月
第38回日本DDS
学会学術集会

2022年9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年11月
日本薬物動態学
会第37回年会

2022年11月
第39回日本薬学
会九州山口支部
大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2014年6月～2020年6月 熊本県薬剤師会　理事

2014年6月～2020年6月 熊本県薬剤師会　地域医療・薬局委員会　委員

（演題名）Masking the foul taste of 4-phenylbutyrate to
improve compliance: the case of cyclodextrin complexation

（演題名）Effects of myristate on the induced circular
dichroism spectra of aripiprazole bound to human serum
albumin: A structural-chemical investigation

（演題名） 7-Phenyl heptanoic acid ameliorates chronic
kidney disease through the suppression of indoxyl sulfate
production.

時代に即したDPの作成に向け、DP
見直しの必要性を教員に説明する
とともに、教員の意見を取り入れ
たDPを作成した。さらに、新たな
DPに基づいて、カリキュラム改訂
作業を主導した。併せて、教育改
善・学生の成長確認に資するアセ
スメント方法を検討した。

薬学部におけるハラスメント防止
の意識向上を目的として研修会を
企画した。

・ディプロマポリシー（DP）の作成、カリキュラ
ム改訂、アセスメント方法の構築への関与

2018年4月～現在 熊本県感染管理ネットワーク運営委員

2018年4月～現在 熊本県院内対策研究会世話人

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（論文） Interaction of benzbromarone with
subdomains IIIA and IB/IIA on human serum
albumin as the primary and secondary binding
regions.

（論文）Processing grapefruit juice with γ-
cyclodextrin attenuates its inhibitory effect
on cytochrome P450 3A activity.

（論文）Enhanced dissolution and oral
bioavailability of praziquantel by
emulsification with human serum albumin
followed by spray drying.

（論文）An in vitro comparative study of the
binding of caspofungin and micafungin to
plasma proteins.

（演題名）アルブミン結合能を利用した脂肪酸修飾ピラルビシン封
入リポソームの調製と評価

（演題名）ナファモスタットメシル酸塩由来の沈殿物生成に及ぼす
各種電解質の影響

2008年6月～2020年6月 熊本県薬剤師会　生涯学習委員会　委員
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[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

2022年4月～現在 熊本県後発医薬品安心使用・啓発協議会　委員

2020年4月～2022年3月 日本薬学会九州山口支部　幹事

2020年4月～現在 日本薬剤学会　代議員

2018年4月～現在 熊本県薬剤師会　学術倫理審査会　委員

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬物動態研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2018年4月～
2022年3月

　２　作成した教科書、教材、参考書

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2018年12月
Anticancer Res.
;38(12)

共著 2021年3月
Biol Pharm
Bull.;44(3)

共著 2022年3月
Anticancer
Res.;42(3)

共著 2022年6月
Biol Pharm
Bull.;45(6)

共著 2022年10月
Oncol
Rep.;48(4)

教育および研究活動の業績一覧

氏名　西　弘二

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

Effect of Fatty Acids and Uremic Toxins on
the Binding of Nateglinide, an Insulin
Secretagogue, to Site II on Human Serum
Albumin.

The Nitrated Form of Nateglinide Induces
Apoptosis in Human Pancreatic Cancer Cells
Through a Caspase-dependent Mechanism.

Effects of Uremic Toxins on the Binding of
Aripiprazole to Human Serum Albumin.

Novel nitric oxide donor, nitrated
phenylbutyrate, induces cell death of
human pancreatic cancer cells and
suppresses tumor growth of cancer
xenografts.

なし

なし

Glutamine Deprivation Enhances Acetyl-CoA
Carboxylase Inhibitor-induced Death of
Human Pancreatic Cancer Cells.

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

学生の講義アンケート等を踏ま
え、資料の中でアニメーションを
多く取り入れイメージの理解に工
夫を取り入れた。また演習問題を
多く加えることで理解度の確認を
実践させた。さらに、現場の薬剤
師の先生に、特別講義を行っても
らうことで、薬剤師業務における
本講義の重要性について理解させ
た。

薬物動態学の講義

なし
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発表年・月 学会名

2022/5/26-28
日本薬剤学会第
37年会

2022/6/29-30
第38回日本DDS学
会学術集会

2022/6/29-30
第38回日本DDS学
会学術集会

2022/9/18-19
第81回九州山口
薬学大会

2022/11/19-20
第39回日本薬学
会九州山口支部
大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

アルブミン結合能を利用した脂肪酸修飾ピラルビシン封入リポ
ソームの調製と評価

酸性環境応答性アルブミン結合型抗がん剤放出性と抗腫瘍効果

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

なし

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

Masking the foul taste of 4-phenylbutyrate to improve
compliance: the case of cyclodextrin complexation

ナファモスタットメシル酸塩由来の沈殿物生成に及ぼす各種電
解質の影響

アルブミンを利用した脂肪酸修飾ピラルビシンナノ粒子の調製
とリポソームへの応用
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬物動態学研究室 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2020年4月～

2020年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2020年4月～

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発
表の

年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の

名称

共著 2021年1月
Pharmaceuticals,
14(1)

共著 2021年2月
Biological and
Pharmaceutical
Bulletin, 44(2)

共著 2022年1月

Journal of
Pharmacy and
Pharmacology,
74(1)

共著 2022年3月
Anticancer
Research, 42(3)

共著 2022年6月
Biological and
Pharmaceutical
Bulletin, 45(6)

なし

Synthesis and In Vitro Assessment of pH-
Sensitive Human Serum Albumin Conjugates of
Pirarubicin

薬物速度論に関する各実験手法
や解析方法などについて指導を
行っている。

総合薬学研究Ⅰ、Ⅱ（分担）

薬物動態学研究室・DDS研究所配
属学生の卒業研究の指導を行っ
ている。卒業研究を通して、問
題解決能力やプレゼンテーショ
ン能力などを養うことができる
よう指導に取り組んでいる。

製剤・薬剤学実習（分担）

実習テキストの改訂製剤・薬剤学実習テキスト（薬剤学領域）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　月川健士

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

The Nitrated Form of Nateglinide Induces
Apoptosis in Human Pancreatic Cancer Cells
Through a Caspase-dependent Mechanism

An in vitro comparative study of the binding
of caspofungin and micafungin to plasma
proteins

Possible role of electrolytes on the
formation of precipitates during the infusion
of nafamostat mesilate in hemodialysis

Effect of Fatty Acids and Uremic Toxins on
the binding of Nateglinide, an Insulin
Secretagogue, to Site II on Human Serum
Albumin

なし
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発表年・月 学会名

2022年5月
日本薬剤学会第37
年会

2022年6月
第38回日本DDS学
会学術集会

2022年6月
第38回日本DDS学
会学術集会

2022年11月
第39回日本薬学会
九州山口支部大会

2022年11月
第39回日本薬学会
九州山口支部大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

日本薬剤学会会員

日本癌学会会員

Masking the foul taste of 4-phenylbutyrate to improve
compliance: the case of cyclodextrin complexation

7-phenyl heptanoic acid ameliorates chronic kidney disease
through the suppression of indoxyl sulfate production

アルブミンを利用した脂肪酸修飾ピラルビシンナノ粒子の調製とリ
ポソームへの応用

2010年4月～

2015年4月～

2016年9月～ 日本薬物動態学会会員

日本DDS学会会員

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2017年2月～ 日本薬学会会員

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

酸性環境応答性アルブミン結合型抗がん剤放出性と抗腫瘍効果

アルブミン結合能を利用した脂肪酸修飾ピラルビシン封入リポソー
ムの調製と評価

2010年4月～
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　崇城大学 講座名 　製剤学研究室 職名 教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫 2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

2017年4月～

　２　作成した教科書、教材、参考書

2017年4月～

2017年4月～

教育および研究活動の業績一覧

氏名　安樂　誠

教育実践上の主な業績 概 要

・製剤学Ⅲ

・製剤学Ⅰ

・日本薬局方概論

・総合薬学研究Ⅰ

・製剤設計学（選択必修☆）

・薬物治療設計学Ⅰ

・病院実務実習・薬局実務実習

・早期体験学習

薬学部3年生に製剤学の基本的知
識について講義を行った．

薬学部4年生に製剤学の基本的知
識と応用について講義を行った．
2017年度にベストティーチング賞
を受賞した．

薬学部4年生に局方の基本的知識
と応用について講義を行った．

薬学部4年生に製剤学の基本的な
知識と技術について講義と実習を
行った．

薬学部4年生に製剤学の技術と応
用について講義と実習を行った．

病院・薬局を訪問し，担当薬剤師
および学生（5年生）と面談し，
実習について意見交換した．

薬学部１年生に早期体験学習の理
論とスキルについて講義を行っ
た．

大学院生に薬物動態について講義
と演習を行った．

・製剤・薬剤学実習 A
薬学部3年生にシクロデキストリ
ンによる溶解性改善等について講
義と実習を行った．

・特別実験

・DDS特論

大学院生にキトサンに関する臨床
応用について研究指導を行った．

大学院生にDDSに関する臨床応用
について研究指導を行った．

最新製剤学第4版

製剤学実習書
製剤の溶解速度論及び剤形論に関
する項目について，実習書作成を
行った．

製剤の溶解速度論及び剤形論に関
する項目について，教科書作成を
行った．
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　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2018年4月25日

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2017年4月～
2021年3月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2023年1月 ELSEVIER社

共著 2021年2月
Carbohydr
Polym. 2021,
253:117246.

共著 2020年12月

Int J Biol
Macromol.
2020, 164:659-
66.

共著 2019年3月

Int J Biol
Macromol.
2019, 124:888-
894

共著 2018年11月
Carbohydr
Polym. 2018,
199:141-9

発表年・月 学会名

共著 2022年7月
APA BIOFORUM-
2022

共著 2021年5月
日本薬剤学会第
36年会

共著 2020年8月
第34回日本キチ
ン・キトサン学
会大会

共著 2019年10月 AFPS-2019

共著 2018年9月

24th
Conference of
Polish Chitin
Society

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

非アルコール性脂肪肝炎（NASH）モデルラットに
対する表面脱アセチル化キチンナノファイバーの
腸内細菌叢への影響及び肝保護効果

Biomedical Application of Surface-
Deacetylated Chitin Nanofibers on Oxidative
Stress Related Diseases

Clinical Applications of Chitosan and
Surface-deacetylated Chitin Nanofibers on
Oxidativce Stress Related Diseases

日本薬剤学会代議員2022年4月～2024年3月

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

FD委員として教育活動の推進・普
及に努めた．

Value-Addition in Agri-Food Industry Waste
Through Enzyme Technology, Chapter 11,
Editor: P. Ramteke

The preparation and validation of chitosan
tablets that rapidly disperse and
disintegrate as an oral adsorbent in the
treatment of lifestyle-related diseases

Effects of surface-deacetylated chitin
nanofibers on non-alcoholic steatohepatitis
model rats and their gut microbiota

第22回FDer錬成会での発表

Preparation and evaluation of freeze dried
surface-deacetylated chitin nanofiber/sacran
pellets for use as an extended-release
excipient

Antioxidant activities of chitosans and its
derivatives in in vitro and in vivo studies

The preparation and validation of chitosan
tablets that rapidly disperse and
disintegrate as an oral adsorbent in the
treatment of lifestyle-related diseases

生活習慣病予防を目的とした高い分散性及び崩壊
性を有する造粒キトサン錠の調製と評価

FD委員
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[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2021年8月～2023年7月 日本キチンキトサン学会理事

2021年4月～2023年3月 日本薬学会九州支部幹事

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名　崇城大学 講座名 　製剤学研究室 職名 准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2018年～2022年
11月1日～30日

2018年～2022年
4月1日～3月31
日

2018年～2022年
9月～1月

2018年～2022年
4月1日～3月31
日

2018年6月1日～
2019年3月31日

2018年5月28日
～6月22日
2019年5月21日
～6月21日

　２　作成した教科書、教材、参考書

2018年～2022年
11月1日～30日

薬学部3年生を対象とした「製
剤・薬剤学実習」を一部担当し
た．本実習では製剤学に関する基
礎的実験について講義と実習をグ
ループ形式で行い、学生主体の能
動的な実習を行った。

・留学生の指導および学生の国際交流（分担）

香港大学より交換留学生を研究室
に受け入れ、研究・生活指導なら
びに当研究室学生との国際交流に
尽力した。

・崇城大学薬学部における学部生への「製剤・薬
剤学実習」の実習指導（分担）

薬学部3年生を対象とする「製剤
学実習」の実習書の作成と取りま
とめを行った．本書は，毎年若干
の改定を加えた．

・崇城大学薬学部における学部生への「製剤学
Ⅱ」の講義指導

薬学部3年生を対象とした製剤学
Ⅱの講義を担当した。コロナ禍に
おける対応として、講義資料とは
別に大事なところを空欄にした復
習用資料をWEBで提示し、学生の
自発的な復習を促した。また、製
剤機械など実物を見た方が理解と
イメージの定着につながるものに
ついては動画を作成し（10本）、
WEB公開した。

・崇城大学薬学部生への「卒業研究」の研究指導
（分担）

研究室所属の学部生に対し、卒業
研究の実験手技、取り組み方を指
導した。また、データ整理に際
し、エクセル・ワードの有効活用
法およびパワーポイントを用いた
プレゼンテｰションを指導した。

・熊本大学大学院生への研究指導（分担）

熊本大学大学院生を研究生として
受け入れ、実験手技、学会発表、
論文作成を指導した。また、本学
部生と一緒にゼミ・研究発表会を
行うことで学部生の勤勉意識の向
上に努めた。

・崇城大学大学院生への研究指導（分担）

所属研究室の大学院生に対し、実
験手技・学会発表を指導した。指
導した学生が学会で最優秀発表者
賞を受賞した（2018年日本薬剤学
会第33年会）。

崇城大学薬学部における薬学部学生の「製剤・薬
剤学実習」の実習書

教育および研究活動の業績一覧

氏名　庵原 大輔

教育実践上の主な業績 概　　　要
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　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2020年
Int. J.
Pharm., 575

共著 2020年
Carbohyd.
Polym., 25

共著 2020年
ACS Appl. Bio
Mater., 3

共著 2019年
ACS Appl.
Nano. Mater.,
2

共著 2019年
Chem. Pharm.
Bull., 67

発表年・月 学会名

2023年3月
日本薬学会第
143年会

2023年3月
日本薬学会第
143年会

2022年12月

日本バイオマテ
リアル学会
2022年度九州ブ
ロック研究発表
会

2022年12月

日本バイオマテ
リアル学会
2022年度九州ブ
ロック研究発表
会

2022年12月
第61回電子スピ
ンサイエンス学
会年会

2022年12月
第61回電子スピ
ンサイエンス学
会年会

慢性腎不全の進行抑制を企図したナノC60吸着炭素製剤の構築

慢性腎不全の進行抑制を企図したフラーレンナノ粒子製剤の構築

疎水化ヒドロキシプロピルメチルセルロース/α-シクロデキストリ
ンを用いたインドメタシン過飽和溶液の安定化

がん光線力学療法を企図した親水性フラーレンC60ナノ粒子の調製

N-PEG化ピリジニウム置換フレロピロリジンの光誘起活性酸素発生
能の検討

なし

インドメタシン過飽和溶液の安定性に対する疎水化ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロース/α-シクロデキストリンの影響

A Thermoresponsive Hydrophobically Modified
Hydroxypropylmethyl Cellulose/Cyclodextrin
Injectable Hydrogel for the Sustained Release
of Drugs

Polypseudorotaxane-based supramolecular
hydrogels consisting of cyclodextrins and
Pluronics as stabilizing agents for antibody
drugs

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Efficient Anticancer Drug Delivery for
Pancreatic Cancer Treatment Utilizing
Supramolecular Polyethylene-Glycosylated
Bromelain

Physiologically Stable Hydrophilic C60
Nanoparticles for Photodynamic Therapy

Modification of Drug Crystallization by
Cyclodextrins in Pre-Formulation Study
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2022年9月
第38回シクロデ
キストリンシン
ポジウム

2022年9月
第38回シクロデ
キストリンシン
ポジウム

2022年8月
第36回日本キチ
ン・キトサン学
会

2022年8月
第36回日本キチ
ン・キトサン学
会

2022年7月
APA BIOFORUM-
2022

2022年7月
APA BIOFORUM-
2022

2022年7月

25th IUPAC
Conference on
Physical
Organic
Chemistry

2022年5月
日本薬剤学会第
36年会

2022年5月
日本薬剤学会第
36年会

2022年5月
日本薬剤学会第
36年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

The Biomaterials based on surface-deacetylated chitin
nanofiber gels reinforced with sulfobutyl ether β-
cyclodextrin as a controlled released agent

溶解性・物理的安定性に優れるフルルビプロフェン/β-/γ-シクロ
デキストリン非晶質性複合体の調製

インドメタシン過飽和溶液の安定性に及ぼす疎水化ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロースとα-シクロデキストリンの影響

崩壊性に優れたキトサン錠の非アルコール性脂肪性肝炎モデルラッ
トに対する有用性評価

静電相互作用を利用したキトサンハイドロゲルの調製と評価

日本シクロデキストリン学会 評議委員

2020年4月～

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

日本薬剤学会 英語セミナー委員会 委員

2018年4月～2020年3月 日本薬剤学会 超分子薬剤学ＦＧ 執行部

剤形の異なるキトサンによる非アルコール性脂肪性肝炎に対する効
果の比較検討

Masking the foul taste of 4-phenylbutyrate to improve
compliance: the case of cyclodextrin complexation

2022年4月～ 日本薬剤学会 英語セミナー委員会 委員長

The preparation and validation of chitosan tablets that
rapidly disperse and disintegrate as an oral adsorbent in
the treatment of lifestyle-related diseases

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

N-Pegylated Pyridinium-substituted Fulleropyrrolidines as
Potential Photosensitizers for Photodynamic Therapy

インドメタシン過飽和溶液の安定性に対する疎水化ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロースとシクロデキストリンの影響について

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2018年4月～
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 医療薬剤学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　２　作成した教科書、教材、参考書

2023年3月発刊
予定

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年7月
Biol Pharm
Bull.;45(7)

共著 2022年5月
Biol Pharm
Bull.;45(5)

共著 2020年1月
PLoS
One.;15(6)

共著 2020年4月
Int J Mol
Sci.;21(7)

共著 2019年6月
Clin Exp
Nephrol.;23(7)

発表年・月 学会名

2022年7月

医療薬学フォー
ラム2022第30回
クリニカル
ファーマシーシ
ンポジウム

なし

visual core pharma 薬物治療学　改訂12版

なし

２．学会発表（評価対象年度のみ）

In vivo evaluation of drug dialyzability in a
rat model of hemodialysis.

The Effects of Sacran, a Sulfated
Polysaccharide, on Gut Microbiota Using
Chronic Kidney Disease Model Rats. Goto M,
Kobira Y, Kaneko S, Arima H, Michihara A,
Azuma K, Higashi T, Motoyama K, Watanabe H,
Maruyama T, Kadowaki D, Otagiri M, Iohara D,
Hirayama F, Anraku M.

New Insight Concerning Therapeutic Drug
Monitoring-The Importance of the Concept of
Psychonephrology.

Effects of lactulose on renal function and
gut microbiota in adenine-induced chronic
kidney disease rats.

尿定性試験において尿蛋白偽陽性を呈する薬物濃度の定量的評価

教育および研究活動の業績一覧

氏名　門脇　大介

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

なし

Comparative Study of Constipation
Exacerbation by Potassium Binders Using a
Loperamide-Induced Constipation Model.
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2022年7月

医療薬学フォー
ラム2022第30回
クリニカル
ファーマシーシ
ンポジウム

2022年9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年9月
第32回日本医療
薬学会年会

2022年9月
第62回日本臨床
化学会年次学術
集会

2022年10月

第16回日本腎臓
病薬物療法学会
学術集会・総会
2022

2022年10月

第16回日本腎臓
病薬物療法学会
学術集会・総会
2022

2022年10月

第16回日本腎臓
病薬物療法学会
学術集会・総会
2022

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

腹膜透析液への薬剤の混合投与に関する実態

2018年10月

腹膜透析液と薬剤の混合調製の実態調査

ビラスチン錠の夜服用は朝服用に比べて眠気等の発現リスクが低下
する

2018年10月 日本腎臓病薬物療法学会　代議員

投与量チェックシートを用いた直接作用型経口抗凝固薬(DOAC)の処
方適正化とその有用性の評価

高尿酸血症治療薬のラジカル消去能の比較

日本腎臓病薬物療法学会　統計調査委員会委員

2018年10月 日本腎臓病薬物療法学会　広報委員

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

2018年10月 日本腎臓病薬物療法学会　選挙管理委員

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2018年4月 熊本県薬剤師会　倫理審査委員会委員

尿試験紙での尿蛋白陽性に対する医薬品の干渉を改めて考える

高尿酸血症治療薬のラジカル消去能の比較

サイコオンコロジーと腎臓との接点

尿試験紙での尿蛋白検査に対する医薬品の影響-薬物動態学的根拠
に基づく検討-

熊本県における腹膜透析液への薬剤の混合に関する実態調査
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 医療薬剤学研究室 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

　２　作成した教科書、教材、参考書

なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年7月
Biol Pharm
Bull.;45(7)

共著 2021年5月
J Infect
Chemother.;27(
5)

共著 2021年5月
J
Hepatol.;74(5)

共著 2020年9月
Biol Pharm
Bull.;43(9)

共著 2020年8月
Chem Pharm
Bull
(Tokyo).;68(8)

発表年・月 学会名

2022年・7月

医療薬学フォー
ラム2022第30回
クリニカル
ファーマシーシ
ンポジウム

New Insight Concerning Therapeutic Drug
Monitoring-The Importance of the Concept of
Psychonephrology.

Characterization of bovine lactoferrin
nanoparticle prepared by desolvation
technique.

教育および研究活動の業績一覧

氏名　橋本　麻衣

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

なし

なし

なし

Pharmacokinetic properties of orally
administered 4'-cyano-2'-deoxyguanosine, a
novel nucleoside analog inhibitor of the
hepatitis B virus, in viral liver injury
model rats.

Pharmacokinetics of 4'-cyano-2'-
deoxyguanosine, a novel nucleoside analog
inhibitor of the resistant hepatitis B virus,
in a rat model of chronic kidney disease.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Identification of a novel long-acting 4'-
modified nucleoside reverse transcriptase
inhibitor against HBV.

尿定性試験において尿蛋白偽陽性を呈する薬物濃度の定量的評価
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2022年・7月

医療薬学フォー
ラム2022第30回
クリニカル
ファーマシーシ
ンポジウム

2022年・9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年・9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年・9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年・9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年・9月
第32回日本医療
薬学会年会

2022年・9月
第62回日本臨床
化学会年次学術
集会

2022年・10月

第16回日本腎臓
病薬物療法学会
学術集会・総会
2022

2022年・10月

第16回日本腎臓
病薬物療法学会
学術集会・総会
2022

2022年・10月

第16回日本腎臓
病薬物療法学会
学術集会・総会
2022

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

加入学会名

2017年

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

2015年 日本薬学会

日本薬物動態学会

2022年 日本腎臓病薬物療法学会

高尿酸血症治療薬のラジカル消去能の比較

投与量チェックシートを用いた直接作用型経口抗凝固薬(DOAC)の処
方適正化とその有用性の評価

高尿酸血症治療薬のラジカル消去能の比較

腹膜透析液への薬剤の混合投与に関する実態

腹膜透析液と薬剤の混合調製の実態調査

ビラスチン錠の夜服用は朝服用に比べて眠気等の発現リスクが低下
する

熊本県における腹膜透析液への薬剤の混合に関する実態調査

尿試験紙での尿蛋白陽性に対する医薬品の干渉を改めて考える

サイコオンコロジーと腎臓との接点

尿試験紙での尿蛋白検査に対する医薬品の影響-薬物動態学的根拠
に基づく検討-
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 臨床薬学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2018年〜2022年

2018年〜2022年

　２　作成した教科書、教材、参考書

2022年4月1日

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年〜2022年

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2020年3月
日本老年薬学会
雑誌 Vol.3
No.1

共著 2021年7月
日本病院薬剤師
会雑誌.vol.57
No.7

共著 2021年10月
Biol Pharm
Bull. 44(10)

共著 2021年12月
J Clin Pharm
Ther.;46(6)

発表年・月 学会名

教育および研究活動の業績一覧

氏名　宮村重幸

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

循環器科入院患者における医師と薬剤師の協働に
よる処方適正化の取り組みの成果分析

Evaluation of renal function using cystatin
C-based estimated glomerular filtration rate
in patients with urothelial carcinoma treated
with gemcitabine and cisplatin chemotherapy

Comparison between the Effects of Loxoprofen
and Acetaminophen on Postoperative Pain
Following Radical Prostatectomy: A Propensity
Score Matching Analysis

医薬品マネジメントシステム（Drifos）を用いた
炭酸ランタンによる胃腸障害の発現状況調査

なし

薬学部4年生を対象とした薬学共
用試験OSCEの運営を担当。

崇城大学薬学部における薬学共用試験OSCE実施委
員

薬学部4年生を対象とした「実務
実習事前学習」（必修）を分担
し、計数・軟膏調剤などの指導を
行った。

崇城大学薬学部における「病院薬学」の講義（専
任）

薬学部4年生を対象とした「病院
薬学」（必修）を担当し、症例解
析を中心とした指導を行った。

崇城大学薬学部における「実務実習事前学習」の
実習指導

薬物治療学　改訂11版
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Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

日本腎臓病薬物療法学会 副理事長、広報委員長

2021/4/1 日本口腔ケア学会薬学教育小委員会委員

なし

日本医療薬学会代議員2021/3/21

2022/10/29
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 臨床薬学研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2018年〜
2022年

2018年

2019年〜2022年

　２　作成した教科書、教材、参考書

なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年〜2022年

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2018年7月
J Incl Phenom
Macrocycl
Chem.,92

共著 2019年5月
Chem.Pharm.Bul
l.,(67)

共著 2020年2月
J Incl Phenom
Macrocycl
Chem.,96

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

熊本市民病院治験審査委員会委員2020年4月～2023年3月

崇城大学薬学部における「実務実習事前学習」の
実習指導（分担）

薬学部4年生を対象とした「実務
実習事前学習」（必修）を分担
し、計数・軟膏調剤、症例解析な
どの指導を行った。

崇城大学薬学部における「薬剤師業務概論」の講
義（分担）

薬学部4年生を対象とした「薬剤
師業務概論」（必修）を分担し、
注射剤調剤について講義を行っ
た。

崇城大学薬学部における「薬剤師業務概論」の講
義（専任）

薬学部4年生を対象とした「薬剤
師業務概論」（必修）を分担し、
主に病棟薬剤師業務、注射剤調剤
について講義を行った。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　石黒貴子

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

崇城大学薬学部における薬学共用試験OSCE実施委
員

薬学部4年生を対象とした薬学共
用試験OSCEの運営を担当。

なし

Release control of fragrances by
complexation with b-cyclodextrin and its
derivatives

The Use of Enteric Capsules for Releasing a
Fragrance over an Extended Period of Time

In vitro transdermal permeation behavior of
isosorbide dinitrate in the absence and
presence of 2‐hydroxypropyl‐β‐
cyclodextrin: solutions and suspensions
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[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 臨床薬学研究室 職名 講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

なし

　２　作成した教科書、教材、参考書

なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年1月
ACS Omega
vol.27 No.7

共著 2021年11月
Toxins (Basel)
vol.18 No.13

共著 同　年7月
日本病院薬剤師
会雑誌（第57巻
第7号）

共著 2019年8月
日本病院薬剤師
会雑誌（第55巻
第8号）

共著 同　年1月

Biological and
Pharmaceutical
Bulltein
vol.42 No.5

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2011年1月～現在 熊本県病院薬剤師会感染制御研究会　世話人

2016年1月～現在 熊本県病院薬剤師会救急・集中治療関連WG 世話人

2019年1月～現在 インフェクションコントロールドクター認定

（論文）Effect of serum parathyroid hormone
on tacrolimus therapy in kidney transplant
patients：A possible biomarker for a
tacrolimus dosage schedule.

教育および研究活動の業績一覧

氏名　平田憲史郎

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

なし

（論文）Effects of Myristate on the Induced
Circular Dichroism Spectra of Aripiprazole
Bound to Human Serum Albumin: A Structural-
Chemical Investigation.

（論文） The Binding of Aripiprazole to
Plasma Proteins in Chronic Renal Failure
Patients.

（論文）医薬品マネジメントシステム（DRiFOs）
を用いた炭酸ランタンによる胃腸障害の発現状況
調査.

（論文）持参薬使用の原則禁止に伴う入院時持参
薬に関する運用方法の変更と薬剤師業務の変化
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2019年4月～現在 熊本県薬感染管理ネットワーク　運営委員

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬物治療学研究室 教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2022年3月

2022年9月

　２　作成した教科書、教材、参考書

2019年8月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2021年7月

2022年3月

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2018年11月
九州薬学会雑
誌.7

共著 2019年8月
アレルギーの臨
床.39(8)

共著 2020年12月
Biol Pharm
Bull. 43(12)

共著 2021年5月
Cancer
Reports. e1451

教育および研究活動の業績一覧

内田 友二

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

進行性筋ジストロフィーの原因、
病態、治療

臨床薬学テキストシリーズ［薬理・病態・薬物治
療］神経・筋・精神・麻酔・鎮痛

2021年後期授業評価(臨床検査化学Ⅲ)(5点満点)
満足度：4.33, 理解度： 4.18,
興味や関心：4.41

2022年前期授業評価(解剖学概論)(5点満点)
満足度：4.49, 理解度： 4.31,
興味や関心：4.53

臨床業務にあたる薬剤師の学部教育に対する認識
の経年的な変化とそこから導かれる今後の学部教
育のあり方

薬学教育. 5：e1-5

実務実習事前学習における上腕筋肉注射シミュ
レータを用いた筋肉注射実習の導入とその効果検
証

薬学教育. 6：e1-5

(論文) 薬学部生の喫煙状況と喫煙開始の契機と
なった環境

(論文) 新型タバコ煙はヒトマクロファージ由来の
ケモカイン産生を増加させる

(論文) A Comparison of the Frequency of
Prescription and Pharmacy Revisits between
Baloxavir Marboxil and Neuraminidase
Inhibitors in Influenza-Infected Pediatric
Patients during 2019-2020 Influenza Season.

(論文)Consistency between patients and
families in recognizing cancer chemotherapy
side effects: A questionnaire survey.
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共著 2022年6月

Japanese
Journal of
Pharmaceutical
Education. 6

発表年・月 学会名

2022年8月
第7回日本薬学
教育学会大会

2022年9月
第81回九州山口
薬学大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

くまもと禁煙推進フォーラム会員

２．学会発表（評価対象年度のみ）

シミュレータを用いたワクチン接種のための筋肉注射実習の導入と
その効果

COVID-19流行を契機とした人流抑制時における 薬局薬剤師の認識
及び対応の変化に関する アンケート調査

2009年4月〜現在

2018年4月〜現在

2018年4月〜現在

熊本県薬剤師会 学術倫理審査会 審査員

特定医療法人富尾会 桜ヶ丘病院 評議員

(論文)Relationship between examination score
and homework completion time for on-demand
classes among pharmacy students during COVID-
19.
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬物治療学研究室 職名 准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2021年4月9日～
2021年7月21日

2022年9月13日
～2022年11月1
日

　２　作成した教科書、教材、参考書

2022年4月11日
～2022年7月18
日

2022年9月13日
～2022年11月1
日

2022年6月13日
～2022年7月26
日

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2022年9月13日

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年11月
Int J Mol
Sci.,
8;23(22)

共著 2022年8月

Am J Respir
Crit Care
Med.,
15;206(10)

教育および研究活動の業績一覧

氏名 池田徳典

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

Statistical Concern Regarding the
Relationship of Change in Mucus Plug Score
with Airflow Over Time

「薬学教育」雑誌への論文掲載

Relationship between
examination score and homework
completion time for on-demand
classes among pharmacy
students　during COVID-19

Clinical Implications and Molecular
Characterization of Drebrin-Positive, Tumor-
Infiltrating Exhausted T Cells in Lung Cancer

医療統計処理学の講義 (全8回)で
使用する冊子を作成した。

薬物治療学Ⅰの講義 (全15回)で
使用する冊子を作成した。

薬物治療学Ⅱの講義 (全8回)で使
用する冊子を作成した。

薬物治療学Ⅰの冊子

薬物治療学Ⅱの冊子

医療統計処理学の冊子

・Google Formsを利用した講義回毎の確認問題の
設定

薬物治療学Ⅰの講義 (全15回)

薬物治療学Ⅱの講義 (全8回)
・Google Formsを利用した講義回毎の確認問題の
設定
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共著 2022年7月
PNAS.,
119(29)

共著 2022年5月
OncoImmunology
.,
27;11(1)

共著 2021年9月
Sci Rep.,
11(1)

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Clostridium butyricum therapy restores the
decreased efficacy of immune checkpoint
blockade in lung cancer patients receiving
proton pump inhibitors

Aging-associated and CD4 T-cell–dependent
ectopic CXCL13 activation predisposes to anti
–PD-1 therapy-induced adverse events

Development of an algorithm for assessing
fall risk in a Japanese inpatient population

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2019年6月～現在 熊本大学病院 医療の質管理に関するミーティング 委員

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

2019年4月～2022年3月
大腸癌研究会 肛門管癌の病態解明とStagingに関する研究 統計解
析担当者

なし
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名  薬物治療学研究室 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2022年9月21日～
2022年11月16日

2021年9月30日～
2021年10月17日

　２　作成した教科書、教材、参考書

なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2022/8/20

2021/8/21

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2022年9月

Japanese
Journal of
Pharmaceutical
Education
vol.6

共著 2022年3月
薬学教育　第6
巻

共著 2021年5月
Cancer Reports
vol.5 No.1

シミュレータを用いたワクチン接種のための筋肉
注射実習の導入とその効果

現役薬剤師の学部教育に対する認識調査 ―アン
ケート調査―

第7回日本薬学教育学会大会

第6回日本薬学教育学会大会

一次救命の実習では小グループで
マネキンとDVDを用いたPWW
(Practice While Watching) 法で
の実習を行い、全員が実際にマネ
キンに触れて学ぶ時間を確保しな
がら実施した。

実務実習事前学習Ⅱ

シミュレータを用いた筋肉注射実
習において、実習前後の学生の知
識と技術の変化について検証を
行った。

早期体験学習

Relationship between examination score and
homework　completion time for on-demand
classes among pharmacy students　during
COVID-19

教育および研究活動の業績一覧

氏名　堀尾　福子

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

Consistency between patients and families in
recognizing cancer chemotherapy side effects:
A questionnaire survey Cancer Reports

実務実習事前学習における上腕筋肉注射シミュ
レータを用いた筋肉注射実習の導入とその効果検
証
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共著 2020年12月

Biological and
Pharmaceutical
Bulletin
vol.43 No.12

共著 2018年3月

International
journal of
oncology
vol.52 No.2

発表年・月 学会名

2022年9月
第81回九州山口
薬学大会

2022年8月
第7回日本薬学
教育学会大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

第8回日本薬学教育学会　実行委員

2020年7月～現在 日本薬学教育学会会員

2022年11月6日
社会貢献事業　第９回「薬物乱用防止キャンペーン」ダメ。ゼッタ
イ。”NO DRUG, KNOW DRUG” ～ひとつの命を大切に～　へ講師参加

2022年9月～現在

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

A Comparison of the Frequency of Prescription
and Pharmacy Revisits between Baloxavir
Marboxil and Neuraminidase Inhibitors in
Influenza-Infected Pediatric Patients during
the 2019–2020 Influenza Season

A novel polysaccharide derived from algae
extract inhibits cancer progression via JNK,
not via the p38 MAPK signaling pathway.

シミュレータを用いたワクチン接種のための筋肉注射実習の導入とそ
の効果

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

2019年2月～現在 日本薬学会会員

	COVID-19流行を契機とした人流抑制時における 薬局薬剤師の認識及
び対応の変化に関する アンケート調査
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 薬剤情報解析学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

2018年6月～
2022年7月

2018年6月～
2022年7月

　２　作成した教科書、教材、参考書

なし

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

　４　その他教育活動上特記すべき事項

なし

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2019年3月

Journal of
Neuroscience
Methods,
Vol.315

共著 2020年6月
Pharmazie,
Vol.75, No.6

教育および研究活動の業績一覧

氏名　中嶋 弥穂子

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

崇城大学薬学部における「生命倫理学」の指導
（分担）

薬学部1年生（前期・必修）を対
象とした「生命倫理学」では、提
示した課題ついて学生間で討論を
行った。討論の際には、発言回数
や発言内容の論理性などを複数の
評価指標を用いて評価し（ルーブ
リックによる評価）、筆記試験の
成績とともに本科目の学習到達度
を総合的に評価した。

崇城大学薬学部における「コミュニケーション
論」の指導（分担）

薬学部2年生（前期・必修）を対
象とした「コミュニケーション
論」で、講義に加えて効果的な傾
聴の仕方などについてロールプレ
イを行った。ロールプレイ後には
グループごとにその効果や悪影響
などについて討論し、発表を行っ
た。発表については複数の評価指
標を用いて評価し（ルーブリック
による評価）、筆記試験の成績と
ともに本科目の学習到達度を総合
的に評価した。

（論文）Proteomic analysis and ATP assay
reveal a positive effect of artificial
cerebral spinal fluid perfusion following
microdialysissampling on repair of probe-
induced brain damage.

（論文）Relashionship between vancomycin-
associated nephrotoxicity and the number of
combined nephrotoxic agents.
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共著 2020年7月

Journal of
Chromatographi
c Science,
Vol.58, No.7

共著 2022年6月
Clinica
Chimica Acta,
Vol.532

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2017年10月～現在 熊本県薬事審議会委員

2019年4月～現在 薬学教育協議会　ヒューマニティ関連教科担当教員会議　世話人

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　なし

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　※　該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（論文）Determination of gemcitabine in
plasma of bladder cancer patients by
hydrophilic interaction chromatography with
ultraviolet detection.

（論文）Immune complexome analysis of serum
samples from non-small-cell lung cancer
partients identifies predictive biomarkers
for nivolumab tyerapy.
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（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 崇城大学 講座名 教育支援室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動 低学力者の学力強化

年　月　日

　１　教育内容・方法の工夫

１年を通して

１年を通して

　２　作成した教科書、教材、参考書

講義前に

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表
の

年月（西暦）

発行所、発表雑
誌    （巻・号
数）等の名称

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

[注]　１　対象期限：評価対象年度を含む直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は in press を含む。

４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

※ 「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。

なし

学年により異なりますが、問題演
習を前もって配布し、その解説を
行いました。

・低学力者の面談、高学年ではスケジュールをた
てる

国試あるいはCBT合格するための
スケジュールを一人一人、たてま
した。

低学力者の補習を年間105回（1回90分として）実
施

薬事関連法規、応用社会学、臨床薬理学Ⅲの
オリジナルテキスト

※ 該当する記入事項がない場合は「なし」と記入してください。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　佐藤　伸哉

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

なし

３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

なし

各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。

なし

なし
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表１．　評価対象年度の定期健康診断受診率

学年 在学者数 受診者数

１年 140 139

２年 147 140

３年 118 110

４年 134 134

５年 137 134

６年 123 122

99.3

95.2

97.8

100

93.2

11

71

5

79

[注]　1)　４年次12月末までに、ワクチン接種した学生数（確認できた人数）を記入してくださ
い。

 確認できない場合は、左欄のみ記入してください。

ムンプス

　B型肝炎

（基礎資料10）　　学生の健康管理

検査対象抗体

　風疹

　麻疹

　水痘

表２．　評価対象年度の５年生の実務実習前の抗体検査の実施状況

抗体価が十分高かった
学生数

抗体価が不十分なためワ

クチン接種をした学生数
１)

受診率（％）

99.2

115
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義

室
（

P
号

館
）

、
大

講
義

室
（

Q
号

館
）

、
中

講
義

室
（

Q
号

館
）

、
小

講
義

室
（

Q
号

館
）

、
大

会
議

室
（

D
D
S
）

６
年

生
自

習
室

※
4
4
～

4
8

3
1
3
6

2
階

：
4
8
席

、
3
階

：
4
4
席

、
4
階

：
4
4
席

P
号

館
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
1
0
～

1
5

4
5
0

各
階

Q
号

館
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
9
0

1
9
0

薬
用

植
物

園

ロ
ッ

カ
ー

室
（

売
店

2
階

）
-

1
-

男
子

ロ
ッ

カ
ー

室
、

女
子

ロ
ッ

カ
ー

室
（

１
～

３
年

）

ロ
ッ

カ
ー

室
（

P
3
0
2
）

-
1

-
男

子
ロ

ッ
カ

ー
室

、
女

子
ロ

ッ
カ

ー
室

（
４

～
６

年
）

 
①

 
設

置
場

所
（

薬
学

部
キ

ャ
ン

パ
ス

内
か

別
キ

ャ
ン

パ
ス

か
）

：
薬

学
部

キ
ャ

ン
パ

ス
内

 
②

 
施

設
の

構
成

と
規

模
：

薬
草

園
・

薬
牧

園
敷

地
4
3
,
8
3
2
㎡

、
温

室
・

管
理

棟
2
6
5
.
6
㎡

、
管

理
者

用
駐

車
場

1
1
0
㎡

 
③

 
栽

培
し

て
い

る
植

物
種

の
数

：
約

2
0
0
種

類
 
④

 
そ

の
他

の
特

記
事

項
：

な
し

[
注

]
　

 
1
)
　

総
合

大
学

で
は

薬
学

部
の

教
育

で
使

用
し

て
い

る
講

義
室

、
演

習
室

、
実

習
室

な
ど

を
対

象
に

し
て

く
だ

さ
い

。

　
　

　
 
2
)
　

講
義

室
・

演
習

室
に

は
収

容
人

数
に

よ
る

適
当

な
区

分
を

、
例

示
を

参
考

に
設

け
て

、
同

じ
区

分
で

の
座

席
数

の
範

囲
を

示
し

て
く

だ
さ

い
。

 
　

　
　

　
　

ま
た

、
固

定
席

か
可

変
席

か
、

そ
の

他
特

記
す

べ
き

施
設

な
ど

も
、

例
示

を
参

考
に

し
て

備
考

欄
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 
 
 
　

　
　

　
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

演
習

室
の

座
席

数
は

学
生

が
使

用
す

る
端

末
数

と
し

て
く

だ
さ

い
（

教
卓

に
あ

る
も

の
な

ど
を

除
く

）
。

　
　

　
 
3
）

 
学

生
が

自
習

な
ど

の
目

的
で

自
由

に
利

用
で

き
る

開
放

ス
ペ

ー
ス

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

（
基
礎
資
料
1
1
-
1
）
薬
学
科
の
教
育
に
使

用
す
る
施
設
の
状
況

施
設

 
1
)

講
義

室
・

演
習

室
 
2
)

実
習

室

自
習

室
等

 
3
)

そ
の

他

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
表
示
よ
り
実
際
は
席
数
を
減
少
し
講
義
を
実
施
し
て
い
る
講
義
室
も
あ
る
。
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施
設

名
 
 
1
)
,
2
)

面
積

 
3
)

収
容

人
員

 
4
)

室
数

 
5
)

備
 
 
 
考

教
員

個
室

（
教

授
室

な
ど

）
3
3

1
人

4
1

教
授

は
個

室
に

在
室

ゼ
ミ

室
4
0
.
1
m
2

2
2
人

1
8

各
研

究
室

に
ゼ

ミ
室

あ
り

実
験

室
（

P
号

館
）

8
2
.
3

－
人

1
6

実
験

室
（

D
D
S
）

1
1
9
.
6
m
2

－
人

3

施
設

の
区

分
 
1
)
,
2
)

室
数

共
通

実
験

室
2

R
I
実

験
室

1

低
温

室
1

N
M
R
室

1

培
養

実
験

室
1

廃
液

貯
蔵

室
1

機
器

分
析

室
3

生
物

科
学

研
究

棟
6

薬
学

部
棟

P
号

館
３

階
・

４
階

フ
ロ

ア
　

計
２

室

（
基

礎
資

料
1
1
-
2
）

卒
業

研
究

な
ど

に
使

用
す

る
施

設

表
１

．
講

座
・
研

究
室

の
施

設

1
）

単
独

の
講

座
・

研
究

室
な

ど
が

占
有

す
る

卒
業

研
究

で
使

用
す

る
学

生
用

研
究

室
は

、
（

基
礎

資
料

1
1
-
1
）

と
重

複
し

て
か

ま
い

ま
せ

ん
。

2
）

複
数

の
講

座
・

研
究

室
が

（
隣

接
す

る
２

～
３

講
座

で
共

用
で

）
占

有
す

る
施

設
が

あ
れ

ば
、

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
実

験
室

・
研

究
室

に
広

さ
が

異
な

る
も

の
が

あ
る

場
合

は
、

「
大

・
小

」
、

「
大

・
中

・
小

」
の

よ
う

に
大

ま
か

に
区

分
し

て
く

だ
さ

い
。

3
）

同
じ

区
分

の
部

屋
で

面
積

に
若

干
の

違
い

が
あ

る
場

合
、

面
積

に
は

平
均

値
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
4
）

１
室

当
た

り
の

収
容

人
数

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

同
じ

区
分

の
部

屋
で

若
干

の
違

い
が

あ
る

場
合

は
平

均
値

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

5
）

薬
学

科
の

卒
業

研
究

を
担

当
す

る
講

座
・

研
究

室
が

占
有

す
る

部
屋

の
合

計
数

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

（
ひ

と
つ

の
講

座
・

研
究

室
当

た
り

の
数

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

）

表
２

．
学

部
で

共
用

す
る

実
験

施
設

施
設

の
内

容

1
）

例
示

の
よ

う
に

、
大

ま
か

な
用

途
に

よ
る

区
分

を
設

け
、

各
区

分
に

含
ま

れ
る

室
数

と
施

設
の

内
容

を
例

示
の

よ
う

に
列

記
し

て
く
だ

さ
い

。
（
面

積
な

ど
は

不
要

で
す

。
）

2
）

例
示

以
外

の
実

験
施

設
（
例

え
ば

、
培

養
室

な
ど

）
が

あ
れ

ば
追

加
し

て
く
だ

さ
い

。

薬
学

部
棟

実
験

室
（

1
室

）
、

薬
学

部
棟

R
I
排

気
機

械
室

（
1
室

）

こ
の

他
に

D
D
S
研

究
棟

に
も

培
養

室
が

あ
る

（
D
D
S
2
5
5
）

薬
学

部
棟

P
号

館
1
階

・
3
階

・
4
階

　
計

３
室

実
験

室
（

1
室

）
、

陰
圧

実
験

室
（

1
室

）
、

飼
育

室
（

3
室

）
、

洗
浄

室
（

1
室

）
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中
央

図
書

館
4
）

4
5
3

3
,
4
5
2

1
3
.
1

-
-

検
索

用
P
C
等

1
5
台

学
部

生
3
2
0
0
名

大
学

院
生

2
5
2
名

（
薬

学
部

含
む

）

薬
学

図
書

室
5
7

7
4
0

7
.
7

-
-

P
C
6
台

薬
学

部
7
2
0
名

薬
学

研
究

科
2
0
名

計
5
1
0

4
,
1
9
2

1
2
.
2

-
-

P
C
2
1
台

4
）

例
示

の
中

央
図

書
館

は
、

薬
学

部
の

利
用

が
な

け
れ

ば
（

キ
ャ

ン
パ

ス
が

異
な

る
な

ど
）

、
右

の
欄

を
空

欄
に

し
て

く
だ

さ
い

。

（
基
礎
資
料
1
2
）
学
生
閲
覧
室
等
の
規
模

図
書

室
（

館
）

の
名

称
　

学
生

閲
覧

室
　

座
席

数
（

Ａ
）

　
学

生
収

容

　
定

員
数

（
Ｂ

）
1
）

収
容

定
員

に
対

す
る

座
席

数
の

割
合

(
％

)
Ａ

／
Ｂ

＊
1
0
0

そ
の

他
の

自
習

室
の

名
称

そ
の

他
の

自
習

室
の

座
席

数
そ

の
他

の

自
習

室
の

整
備

状
況

 
2
）

備
 
　

考
 
3
）

1
）

「
学

生
収

容
定

員
数

（
Ｂ

）
」

欄
に

は
、

当
該

施
設

を
利

用
し

て
い

る
全

て
の

学
部

・
大

学
院

学
生

等
を

合
計

し
た

学
生

収
容

定
員

数
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

2
）

「
そ

の
他

の
自

習
室

の
整

備
状

況
」

欄
に

は
情

報
処

理
端

末
を

い
く

つ
設

置
し

て
い

る
か

等
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

3
）

「
備

考
」

欄
に

は
「

学
生

収
容

定
員

（
Ｂ

）
」

の
内

訳
を

、
学

部
・

大
学

院
等

ご
と

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。
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図
書
の
全
冊
数

開
架

図
書

の

冊
数

(
内

)
 
1
)

内
国

書
外

国
書

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度

中
央

図
書

館
2
0
7
,
0
5
9

7
2
,
0
8
0

8
8

1
0

3
,
8
1
0

4
,
7
1
0

3
,
4
7
8

2
,
0
7
5

2
,
8
2
0

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
は

、
中

央
図

書
室

で
集

中
管

理
定

期
刊

行
物

は
学

術
雑

誌
の

種
類

数
で

算
出

薬
学

図
書

室
5
,
0
3
4

5
,
0
3
4

9
1

1
8
3

0
7
8

4
1
5

計
2
1
2
,
0
9
3

7
7
,
1
1
4

9
7

1
1

3
,
9
9
3

4
,
7
1
0

3
,
5
5
6

2
,
0
7
9

2
,
8
3
5
雑

誌
の

冊
数

は
含

め
て

い
ま

せ
ん

。

3
）

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
が

中
央

図
書

館
で

集
中

管
理

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
中

央
図

書
館

に
の

み
数

値
を

記
入

し
、

備
考

欄
に

そ
の

旨
を

注
記

し
て

く
だ

さ
い

。

（
基
礎
資
料
1
3
）
図
書
、
資
料
の
所
蔵
数
お
よ
び
受
け
入
れ
状
況

図
書

館
の

名
称

図
書

の
冊

数
定

期
刊

行
物

の
種

類
視

聴
覚

資
料

の
所

蔵
数

（
点

数
）

 
2
)

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

タ
イ

ト
ル

数
3
)

過
去

３
年

間
の

図
書

受
け

入
れ

状
況

備
 
 
 
 
 
 
 
考

[
注

]
　

雑
誌

等
で

す
で

に
製

本
済

み
の

も
の

は
図

書
の

冊
数

に
加

え
て

も
結

構
で

す
。

1
）

開
架

図
書

の
冊

数
（

内
）

は
、

図
書

の
全

冊
数

の
う

ち
何

冊
か

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

2
）

視
聴

覚
資

料
に

は
、

マ
イ

ク
ロ

フ
ィ

ル
ム

、
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ッ

シ
ュ

、
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

、
ビ

デ
オ

テ
ー

プ
、

Ｃ
Ｄ

・
Ｌ

Ｄ
・

Ｄ
Ｖ

Ｄ
、

ス
ラ

イ
ド

、
映

画
フ

ィ
ル

ム
、

　
 
Ｃ

Ｄ
－

Ｒ
Ｏ

Ｍ
等

を
含

め
、

所
蔵

数
に

つ
い

て
は

、
タ

イ
ト

ル
数

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。
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